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○事務局 
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令和元年８月５日（月）午前９時５０分 開会（草加市文化会館 第１・２研修室） 

 

   ◎開会の宣言 

○髙木宏幸教育長 ただ今から、令和元年教育委員会第２回臨時会を開催いたします。 

 

   ◎前回会議録の承認 

○髙木宏幸教育長 事務局から前回会議録の朗読をお願いいたします。 

前回会議録の朗読 

○髙木宏幸教育長 ただ今、事務局から前回会議録の朗読がありましたが、これにつきまして、

ご意見、ご質問がありましたらお願いいたします。 

(「ありません」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 よろしければ、承認することとし、会議録への署名を行いたいと思います。 

教育長・委員の署名 

 

○髙木宏幸教育長 以上で、前回会議録の承認を終了します。 

 

   ◎議案審議 

○髙木宏幸教育長 ただ今から、審議に入らせていただきます。本日の案件は、議案が１件と

なっております。 

 なお、本日お配りしております「令和元年教育委員会第２回臨時会説明委員名簿」のとおり、

教科用図書選定資料作成委員会委員長、副委員長及び担当委員を説明員として出席させますの

で、ご了承願います。 

 

   ◎第３２号議案  令和２年度使用小学校及び中学校用教科用図書の採択について 

○髙木宏幸教育長 それでは、第３２号議案につきまして、指導課長より説明させます。 

○説明員 令和２年度使用小学校及び中学校用教科用図書の採択について申し上げます。 

 提案理由について申し上げます。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条第６号

の規定により、市立小学校及び中学校において使用する教科用図書を令和２年度使用小学校及

び中学校用教科用図書採択に係る発行者一覧の中から採択する必要が生じたため、審議をお願
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いする次第でございます。 

 なお、教育長及び委員の皆様には、今回の採択に当たりまして、令和２年度使用対象教科用

図書の出版会社と何ら、関係がないということを誓約書に署名をいただいていることをお伝え

いたします。 

 次に、これまでの経緯について、その概略をご説明申し上げます。 

 草加市立小・中学校使用教科用図書の採択に関する要綱第５条に基づき、教科用図書選定資

料作成委員会は、教科用図書調査研究専門部会及び学校の調査研究結果、教科用図書展示会に

おけるアンケートを参考に協議及び検討を行いました。 

 令和元年度教科書展示会につきましては、草加市立中央図書館で６月１４日から６月２９日

までの１４日間、開催させていただきました。保護者一般３８０人、学校関係者７６３人、教

育委員会等関係者２人、計１,１４５人の方が閲覧くださいました。 

 この後、教科用図書選定資料作成委員会委員から各種目について、ご説明させていただきま

す。調査の観点、調査研究資料、調査研究報告書をご準備ください。 

 まずは、草加市の児童生徒の実態について説明後、草加市の児童生徒の実態を踏まえての観

点について、ご説明いたします。その後、各発行者の特色、特徴等について、目録の発行者順

にご説明いたします。説明の際には、各発行者の報告する特色や特徴がよく表れている学年を

選びまして、教科書をお見せしながらご説明いたします。 

 サポートには、担当の指導主事及び指導員が入ります。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ここで、第３２号議案の進め方につきまし

て、委員の皆様にお諮りしたいと思います。 

 まず、各種目の担当委員から、選定資料について報告をいたします。 

 その後、その報告に対する質疑及び協議を行います。そして、採択を行いたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

(「異議なし」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、早速、「小学校 国語・書写」の選定資料の報告に入らせてい

ただきます。 

 

〈小学校 国語・書写〉 
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○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 国語科についてご説明申し上げます。 

 初めに、本市の児童の実態についてでございます。各小学校では、国語科の学習において、

「話すこと・聞くこと」、「読むこと」、「書くこと」の学習を通して、言葉について考えさ

せ、それぞれの力を着実に付けてきているところでございます。 

 新学習指導要領では、令和の時代を生きる子どもたちに、主体的・対話的で深い学びを身に

付けることが求められています。本市の児童は、国語科の学習において、問われたことに対し

ては答えようとしていますが、やや受け身な姿勢も見られます。自分から進んで課題を見付け、

見通しをもって主体的に学習する力を更に付けていく必要があります。また、受け身の姿勢か

ら脱却し、自分で物事を考えることを一層高めるためにも、自ら本を手に取り、多種多様な文

章に触れる機会がこれまで以上に必要となります。 

 そこで、本市の児童の実態を踏まえた観点でございますが、「学校図書館の活用について」

を観点といたしました。 

 それでは、各発行者の特色、特徴について、ご説明申し上げます。 

 各発行者の第４学年の下巻に「ごんぎつね」という同一教材がございますので、そちらを例

に取り、ご説明させていただきます。 

 初めに、東京書籍につきましては、まず５ページをご覧ください。学習に当たって、「つか

む」、「学習する」、「ふり返る」という学習の進め方が示されています。そして、次の６、

７ページで、その学年で学習する言葉の力が示され、年間の見通しをもてるように工夫されて

います。続いて、３０ページをご覧ください。単元の学習に当たっては、冒頭で、身に付けさ

せたい力を「言葉の力」として示しています。そして、「つかむ」で学習の見通しをもたせ、

主体的に取り組めるように工夫しています。３２ページからの教材文の下段、脚注罫線には、

５行ごとの数字だけでなく、１行ごとに点が打たれ、何行目かが分かりやすくなっています。

４９ページから５１ページをご覧ください。教材文について考えさせる問いが示されています。

５１ページ下段、「物語を読んだ感想を友達と伝え合おう」と対話的な学習を促しています。

そして、５２ページの「ふり返る」で、学習を振り返れるようにしています。ここで、単元冒

頭の「言葉の力」が改めて示され、身に付けさせたい力、学習内容を明らかにしています。下

段には「こんな本もいっしょに」と読書に親しむように工夫されています。読書へのいざない

は、６９ページで本を紹介しています。学校図書館の活用につきましては、４年上の２８から
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３１ページをご覧ください。十進分類法について説明されています。このように全学年で図書

館へのいざないがなされていて、６年生では地域の図書館の積極的な活用を促しています。 

 次に、学校図書につきましては、５ページをご覧ください。学習に当たって、まずこの教科

書の使い方について、単元名とめあてを確かめて、「学習の見通しをもとう」を読んで流れを

つかもうというように、どのように読み進めていけばよいのかが示されています。４２ページ

をご覧ください。教材文の下段の脚注罫線には、５行ごとの数字だけでなく、１行ずつに点が

あり、何行目かが分かりやすく示されています。各単元の冒頭で読むめあてが示され、見通し

をもって主体的に取り組めるようにしています。このめあては、６０ページの初めの「学習の

てびき」、そして、６１ページ最後の「振り返り」へとリンクしています。「学習のてびき」

では、教材文について考えさせる問いが具体的に示されています。その中で、６１ページ上段

「話し合おう」で、級友との対話を促しています。６１ページ下段には、「国語のカギ」とし

て、大切なポイントがまとめられています。その左には、「この本読みたいな」と読書に親し

むように紹介がされています。読書へのいざないは、６４ページから６７ページで、様々なジ

ャンルの本が紹介されています。学校図書館の活用につきましては、３年上の１３８ページか

ら１３９ページをご覧ください。十進分類法の記号の仕組みと本のつくりが示されています。

１年生から３年生までは学校図書館へ、そして、４年生と６年生では地域の図書館の利用をい

ざなっています。 

 次に、教育出版につきましては、まず２、３、４ページをご覧ください。巻頭で身に付けさ

せたい力を領域ごとに色分けし、系統的に示し、捉えやすいように工夫されています。５ペー

ジの単元の冒頭では、教材文中に出てくる印象的なイラストと一文で、興味・関心をもたせる

とともに、めあてが示され、主体的に学習に取り組めるように工夫されています。２４ページ

から２７ページをご覧ください。「たしかめよう」、「考えよう」、「深めよう」、「広げよ

う」と４段階の過程で、児童が読み深め、自分の考えを形成できるように工夫されています。

下段には、児童キャラクターを用いて、それぞれの段階での対話的な学習が例示されています。

また、２６ページにございますように、言葉について着目させ、言葉を学び、語彙を増やせる

ように工夫されています。２７ページの単元末では、「ここが大事」で大切なことがまとめら

れ、「ふり返ろう」で学習内容を振り返れるようにしています。下段には、「本を読もう」と

読書に親しむように工夫されています。読書へのいざないは、１５６ページ、１５７ページで

ジャンルごとに紹介するとともに、次の１５８、１５９ページでは、障がいのある方に関して

の本も紹介されています。学校図書館の活用につきましては、２年生で図書館へいざなわれて
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おります。４年上の４６ページから４９ページをご覧ください。十進分類法が示され、学校図

書館の活用をいざなっています。 

 最後に、光村図書出版につきましては、まず４ページをご覧ください。巻頭で「学習の進め

方」が明記され、見開きの５ページから８ページで、学年で学習することが一覧にまとめられ

ています。１１ページの単元の冒頭では、めあてが示され、見通しをもって主体的に学習に取

り組めるように工夫されています。２９ページまでの教材文をご覧ください。文中に挿絵が多

く、それらは大きめで、はっきりとした色合いで表されています。３０ページから３３ページ

をご覧ください。教材文について「とらえよう」、「ふかめよう」、「まとめよう」、「ひろ

げよう」と４段階の過程で、児童がしっかりと読み深め、自分の考えを形成できるように工夫

されています。３１ページの下段には、対話的な学習が進められるように、「話し合うときに

気を付けること」が示されています。３１ページの最後の「ふりかえろう」で学習内容を振り

返るようにし、３２ページの「たいせつ」で、大切な事がまとめられています。下段の「この

本、読もう」で作者について紹介するとともに、３３ページで関連図書が紹介されています。

読書へのいざないは、１４６、１４７ページでジャンルごとに本が紹介されています。学校図

書館の活用につきましては、３年上の３０、３１ページをご覧ください。本の十進分類法と本

のつくりについて示されています。１年生から３年生までは学校図書館へ、４年生から６年生

までは地域の図書館へのいざないがなされています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○小澤尚久委員 １年生の教科書で、幼保からのつながりという観点で、何かこの取組が草加

市の子どもたちに合っているな、いいなというところがあったらご紹介いただきたいと思いま

す。 

○説明員 本市では、幼保小中一貫教育プログラムがございまして、幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿として、１０の姿が挙げられています。その中では、思考力の芽生えや言葉によ

る伝え合いという項目がございます。例えばですが、教科書をいくつか見ますと、学校図書の

１年生の導入では、文はないのですが、「動物の絵で親しむように」で導入がなされています。

生活の中での挨拶等、それを動物の絵を交えて始めています。 

 光村図書では、幼稚園で親しんできた、明るい身近な絵を見て話す活動、更に１０ページか

ら１３ページ当たりを見ますと、絵はあるのですが、こちらに言葉、挨拶等の実際の言葉はな
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いです。絵を見て、挨拶など対話の力を付けようということで、幼稚園、保育園からの力をそ

のまま継続していくというような工夫が見られます。 

○宇田川久美子委員 低学年は上下に分かれているようですが、５年生、６年生では上下に分

かれているもの、分かれていないものがあるようで、この意図や１冊にしたメリット、２冊に

分けた方がいいメリットがあれば教えてください。 

○説明員 分冊ですと、軽いというメリットがあると考えられます。合冊の場合、１年で１冊

の場合は、高学年ですと、今までの学習を振り返り、１学期から２学期の前半についてのもの

でどういうことを学んだのか、すぐに振り返れるというメリットがございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市の調査研究の観点から、「学校図書館の活用について」

とありましたが、学校図書館の項目が、４者中２者は４年生の上で、他２者は３年生の上で、

その扱いが３年生と４年生に分かれているのですが、これは草加市の実態から言うと、３年生

の方がいいのか、４年生の方がいいのか、あるいはどちらでもそれほど差はないのでしょうか。 

○説明員 専門部会では、より早い時期、３年生で見られた方がよろしいのではないかという

ことでお話がありました。 

○村田悦一教育長職務代理者 関連ですが、草加市では、草加市子ども読書活動推進計画が策

定され、読書や、いろいろな形で学校と関わりが持たれているのですが、その辺と教科書との

関係や、中央図書館との連携など、何か教科書が関わっているところ、あるいはこれから関わ

っていかなくてはいけないことなどがあれば教えてください。 

○説明員 ４者中３者については、１年生の教科書から本を読もうということで、図書館への

いざないがございます。実際に各小学校では、中央図書館から職員が来て本を各クラスに勧め

てくださっているところです。１年生のうちからそのような活用ができた方がよろしいと考え

ています。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、続いて、書写の説明をお願いいたします。 

○説明員 書写について、ご説明申し上げます。 

 初めに、本市の児童の実態についてでございますが、「書く」活動は、各教科・領域を通し

て、自己を表現するために必要となる学習活動であるとともに、日常生活の様々な場において

も、自分の思いや考えを表現する大切な活動です。そこで、各小学校では、書写の時間におい

ては、まず書く姿勢や筆記具の持ち方に留意して、文字の形や書き順などに気を付けながら、

丁寧に正しく美しい文字が書けるように指導を進めております。児童は、一時間一時間の学習
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は理解し、観点に気を付けながら書いておりますが、身に付けたものを実際にいかす場におい

ては、やや急いで書いてしまう姿も多く見られ、文字の形に乱れも見られます。 

 各校では、市内や県の硬筆展や書き初め展に向けて校内展を催し、書くことへの意欲の向上

を図ったり、各教科等でのノート指導において技能を確かめたりしております。さらに、児童

が主体的に書写の学習に取り組み、しっかりと技能を身に付けることが求められております。 

 草加市の児童の実態を踏まえた観点でございますが、１点は、毛筆の学習と硬筆の学習との

関連性から、「毛筆と硬筆の関わり」、もう１点は、書写で学んだことを、各教科・領域での

学習や日常生活における「書く活動」にいかしていくことから、「各教科や日常生活との関わ

り」の２点といたしました。 

 それでは、各発行者の特色、特徴についてご説明申し上げます。 

 毛筆の学習が始まります、各発行者の第３学年のものを例にとり、ご説明させていただきま

す。 

 初めに、東京書籍につきましては、サイズがＢ５判より横に３ｃｍほど広いです。２３ペー

ジをお開きください。その３ｃｍは、左側に「書写のかぎ」として、単元の学習内容を意識で

きるように工夫されています。それぞれの書き方の学習ですが、そのページの「人」という文

字の書き方について、２２ページにございますように、「見つけよう」で書くためのポイント

を考えさせ、「たしかめよう」で実際に書きますが、その際、毛筆の穂先の流れは、「とん」、

「ぐっ」、「すう」との擬音語を使って分かるようにしています。そして、「いかそう」で他

の文字にもいかすように、硬筆教材を設けています。４０、４１ページをご覧ください。他教

科の学習や日常生活にいかすことができるように、「生活に広げよう」のページを設けていま

す。その際、先ほどご覧いただいた左側の「書写のかぎ」で、それまで学習してきた何をいか

すかが示されています。 

 次に、学校図書につきましては、１２、１３ページをご覧ください。初めに教材文字を提示

してから、その文字を書くために、「たしかめて書こう」で児童キャラクターの吹き出しを用

いて、めあてを持たせています。そして、「考えて書こう」では、書き方のポイントを「書き

方のカギ」として示しています。その際に毛筆の筆遣いは、穂先が分かるように２色の連続写

真で表しています。そして、１４ページのように、「生かして書こう」で、硬筆で書き、毛筆

で学習したことを硬筆で書き、いかすようにしています。３８ページから４１ページをご覧く

ださい。日常生活の中にいかせるように、はがきや手紙の書き方を教材として取り上げ、先ほ

どご覧いただいた単元同様に、「ためして書こう」、「考えて書こう」、「生かして書こう」
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という学習の流れで主体的に学習できるようにしています。 

 次に、教育出版につきましては、１７ページから２０ページをご覧ください。１７ページの

ように、初めに教材文字を提示して文字をイメージさせ、１８ページの初めにあるようにめあ

てを確かめています。そして、硬筆で試し書きをさせて、「考えよう」で、書き方のポイント

を考えさせ、めあてを持って主体的に学習できるように工夫されています。毛筆の筆の動きが

分かりやすいように、大きな写真で示され、穂先は朱墨で表すとともに、「ここが大切」で、

ポイントが朱書きで示されています。それから、硬筆でまとめ書きをさせて、１９ページ下の

「生かそう」で、毛筆で学習したことを硬筆で確かめ、「ふり返ろう」で学習を振り返らせ、

さらに次の２０ページのように、硬筆の学習でいかすように工夫されています。日常生活の中

にいかせるように、次の２１ページには「暑中みまい」の書き方が載っています。３３ページ

から３５ページをご覧ください。手紙の書き方を取り上げていますが、３５ページの上にある

ように、書写としてのポイントとして、「文字の大きさ」と「行の中心」について、分かりや

すく示されています。 

 次に、光村図書出版につきましては、２２、２３ページをご覧ください。下段の「たいせつ」

に示されているように、「考えよう」、「たしかめよう」、「いかそう」の３段階で見通しを

持って学習が進められるようにしています。上段のように、毛筆の筆の動きは分かりやすいよ

うに大きな写真で示され、穂先は朱墨で表されているとともに、「ななめほさきちゃん」と猫

のイラストが筆の流れを示しています。巻頭をお開きください。そのキャラクターのシールが

付いています。自分が書いたものにそれを貼り、学習を振り返れるように工夫されています。

２２ページの下段に、「２８ページ こう筆のまとめ」とあるように、毛筆で学習したことは

硬筆で確かめ、硬筆にいかすようにしています。１８、１９ページをご覧ください。「手紙の

書き方」が載っています。このように、「書写」で学習したことを国語の学習、そして、日常

生活にいかすようにしています。 

 最後に、日本文教出版につきましては、１８、１９ページをご覧ください。初めにめあてを、

そして、１、「かえる」のイラストの「考える」、２、「かめ」のイラストの「たしかめる」、

３、「いか」のイラストの「いかす」と、学習の流れが示され、主体的に学習できるように工

夫されています。毛筆の筆の動きが分かりやすいように、穂先は朱墨で表されているとともに、

筆圧の強さが、穂先イラストと「スーッ」、「ピタッ」という吹き出しで表されています。そ

して、３、「いかす」で、毛筆で学習したことを硬筆で確かめ、硬筆の学習でいかすようにし

ています。４４、４５ページをご覧ください。書写で学習したことを日常生活の中にいかせる
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ように、手紙やはがきの表書きについて取り上げられています。書く時のポイントが右下枠内

に示され、４５ページの右下にあるように、文字の大きさは赤で分かりやすく示されています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、ご質問、ご意見ございましたら

お願いいたします。 

○加藤由美委員 １年生、２年生の最後に、水書用紙が今回ありますが、水筆は各者で付録で

付いているのか、それとも自分で用意するものなのでしょうか。 

○説明員 筆は付いていないので、筆は各自で用意して水書用紙に書くことになります。 

○宇田川久美子委員 国語の教科書と書写の教科書と発行者が同じであるメリットがあるの

かどうか教えていただけますか。 

○説明員 発行者が同じですと、各教材で同じものが載っておりますので、その点は分かりや

すいとは思います。 

○宇田川久美子委員 特に同じである必要はありますか。 

○説明員 県内では２５採択地区があるのですが、国語と書写で同じ出版社を採用しているの

は１８地区で、７地区で異なる出版社を採用しています。児童数で見ますと、２５.２％に当

たりますので、客観的に考えますと、大きな問題はないかと推察されます。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市の観点で、「毛筆と硬筆の関わり」ということでしたが、

要するに、深い関わりを持ってほしいということでしょうか。具体的には、どういうところで

深い関わりを持てているのか、もしあれば、教えてください。 

○説明員 毛筆の学習がそれだけで終わることなく、それを硬筆にいかすということでありま

すので、例えば、教育出版を例にお話ししますと、１８、１９ページ、学習の初めで、まず試

し書きを硬筆で書き、その後、毛筆で書いて、それをまとめ書きで、また硬筆で書いて、毛筆

で学習したことを次の２０ページのように、硬筆で示し、実際の生活でいかせるようにしてい

ます。 

○村田悦一教育長職務代理者 先ほど加藤委員から、水書用筆について話がありました。学習

指導要領の改訂で毛筆と硬筆との関連で入ってきたと思うのですが、もう少し毛筆、硬筆の関

連で、いわゆる１、２年生では硬筆、３年生から毛筆ですよね。１、２年生で、水書用筆が使

えるということは、より毛筆と硬筆の関連に結び付いていくと思うのですが、実際にはいかが

でしょうか。 

○説明員 委員さんがおっしゃられたように、新学習指導要領の低学年で、点画の書き方が加
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えられました。それはより適切に運筆する能力を高めるということでございますので、水書の

用紙で、筆の流れを確かめ、水書用筆で書くことにより、３年生からの毛筆の学習にもつなが

っていくということで、大切な学習だと考えます。 

○髙木宏幸教育長 １、２年生の低学年の段階で、硬筆の文字を書くときの力の入れ方は、子

どもたちは、最初に平仮名でも漢字でも書く時に、同じような力を入れると思います。でも、

毛筆は、やはり強弱があるので、そのことと硬筆をうまくいかすことにより、硬筆と毛筆の関

係をお互いに高めることができるというイメージでしょうか。 

○説明員 おっしゃるとおり、鉛筆ですと、どうしても力が入って、「とめ」や「はらい」が、

低学年の子どもたちですと、グッととめる動きが多く見られます。筆を使いますと滑らかに、

特に「はらい」についてはスッとはらうなど、力の入れ方が筆ですと余計に分かりやすいので、

そのようなものが今回取り上げられております。 

○髙木宏幸教育長 今、説明の中で、硬筆、毛筆を含め、各教科や日常生活の関わりというと

ころで、子どもたちの実態を踏まえた観点がありました。今回の全国学力・学習状況調査の中

でも、そのような問題が出されていますが、予想よりもできていないという結果が出ています

けれども、これについてはどのように受け止めていますか。 

○説明員 書くということになるので、実質的には国語の方に関連してくることだと考えてい

るところでございますが、自分の考えを書き表すという点で、かなり問題が見られていたので、

そこについては、本市でも力を入れていく必要があると考えます。 

○宇田川久美子委員 水筆のことで、発行者によっては、水筆というところと絵筆などにとあ

るのですが、草加市では、この水書用紙というものには、何で書くことになっていますか。 

○説明員 まだ導入されていないので、実際には使ってはいないのですが、水筆を使うか、又

は絵の具の筆でも代用していただけます。 

○宇田川久美子委員 絵の具の筆は、字を書くようなものではないですよね。 

○説明員 絵の具の細筆もこのような形にはなっておりますので、絵の具は太い筆と、このよ

うに、先が細いものもあります。 

○宇田川久美子委員 特に水筆を用意してということではないですか。 

○説明員 特に用意しなくてはいけないということではありません。絵の具の筆の場合には、

そちらでも書けます。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 社会・地図」の選定資料の報告に入らせていただきます。 
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〈小学校 社会・地図〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 社会科についてご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、情報化社会が到来し、今後それが急速に進展すると言

われている今日も、調べ学習や体験的な活動は意欲的ではありますが、課題を追究したり、解

決したりする活動を通して、正しい情報を取捨選択するとともに、資料を読み取り、それを活

用する力や、調べた内容から自分の考えを持つことや様々な方法で表現する力などを身に付け、

主体的に活動する児童の育成が更に必要であると言えます。 

 次に、草加市の児童の実態を踏まえての観点についてございますが、社会の教科書におきま

しては、「公民としての資質・能力の基礎を育成するための工夫」、地図では、「地図・資料

の特徴」といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。 

 教科書は、各発行者の６年生、単元といたしましては、主に「江戸時代の町人の新しい文化

と学問」を例にとって、ご説明させていただきます。 

 東京書籍につきましては、重さに配慮して、「政治・国際編」と「歴史編」と分冊構成がと

られています。初めに、「政治・国際編」の１２、１３ページをご覧ください。学習の進め方

として、学習問題を「つかむ」、「調べる」、「まとめる」、「いかす」を基本とした問題解

決的な学習を分かりやすく進めていけるように工夫されています。具体的には４６ページから

順を追ってページをめくってみますと、「つかむ」、「調べる」がありまして、「まとめる」、

「広げる」を挟みまして、「いかす」ということで、学習段階が色別に明確に示されているこ

とが分かります。次に、「歴史編」の７７ページをご覧ください。ここでは、学習場面に応じ

た学び方を「まなび方コーナー」として、「歴史地図を読み取る」という事例が示されていま

す。次に、９８ページをご覧ください。「まとめる」では、「文章でまとめる」、「討論する」、

「説明する」などの言語活動を軸にした多様な表現活動が提示されており、ここでは、「キャ

ッチフレーズをつくって発表しましょう」という活動が示されています。また、小単元の「学

習問題」を、ここでは上の方に再提示し、学習問題に立ち返った考察を促すとともに、小単元

の学習に出てくる「ことば」の一覧を提示し、まとめの活動にいかせるような工夫がなされて

います。 

 次に、教育出版につきましては、年間を通して活用しやすいように、学年一冊となっていま
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す。初めに、６４、６５ページをご覧ください。児童のキャラクターが、６４ページ真ん中辺

りで、「ア・ウを見て」、６５ページでは「ウを見て」と、根拠となる資料を番号で示しなが

ら考えを提示しています。これにより、資料に基づいた見方・考え方ができるように工夫され

ています。次に、１４１ページをご覧ください。右の方に「学びのてびき」があり、系統的に

資料活用の技能が学べるようになっております。 

 次に、１５０、１５１ページをご覧ください。１５０ページの左側には「この時間の問い」、

１５１ページの右下には「次につなげよう」が例示されています。この「問い」から展開して

いく流れを重視することで、各時間の「問い」がつながり、学習問題の解決に一貫性が保たれ

るように工夫されています。次に、１６２ページをご覧ください。「まとめる」においては、

重要語句を再確認・整理することで、基礎基本的な知識の定着が図れるように工夫されていま

す。また、小単元の「学習問題」と「キーワード」を再掲することで、学習の整理と追求結果

の確認に役立つようになっています。 

 最後に、日本文教出版につきましては、年間を通して活用しやすいように学年一冊となって

います。初めに１８６ページをご覧ください。鍵のマークの「キーワードコーナー」と本のマ

ークの「むずかしい言葉」で、社会科の学習で大切な言葉を解説することで、学習内容の定着

を図る工夫がされています。次に、１５７ページをご覧ください。まとめにおいては、学習問

題について考えたことを、友達と交流し、これまでの学習を振り返ることで、学習したことを

深められるように工夫されています。次に、１５８ページをご覧ください。「わたしたちの学

びを生かそう」が設置されています。ここでは、子どもたちが自ら学び続け、社会の一員とし

て社会に関わっていくことができるように、多様な教材が用意されています。このページでは、

「江戸時代リサイクル新聞をつくろう」という教材が提示されています。江戸時代の文化と学

問について学習した後、この時代の生活の工夫について興味・関心を持った子どもたちが、そ

れを更に追求していく活動を取り上げています。 

 次に、「地図」でございます。 

 東京書籍につきましては、３年生から６年生までの４年間の使用に耐え得るよう、しっかり

とした製本仕様となっております。初めに１３、１４ページをご覧ください。「地図帳の使い

方」を設置し、地図記号や索引、方位、縮尺、地形表現、土地利用といった基本的な地図の読

み方を丁寧に解説しているという特徴が見られます。次に、１７、１８ページをご覧ください。

地図活用の手がかりを人物キャラクターが吹き出しで示し、児童が地域の特色に気付くことが

できるように工夫されています。次に、７ページをご覧ください。３年生に地図の仕組みと約
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束事が分かるように、７、８ページで大きな鳥瞰図、９、１０ページで真上からの図、そして、

１０ページの右下の地図へというような視点の変換が分かるように工夫されています。 

 最後に、帝国書院につきましては、３年生から６年生までの４年間の使用に耐え得るよう、

しっかりとした製本仕様となっています。初めに７ページをご覧ください。「地図って何だろ

う」、その後の９ページの「地図のやくそく」、１５ページの「地図帳の使い方」において、

地図の定義、方位、地図記号、距離の求め方、記号と色、索引、縮尺といった基本的な地図の

読み方が提示されているという特徴が見られます。次に、２９ページをご覧ください。下の方

に「地図マスターへの道」を設置し、児童が主体的に地図帳を活用できるように、また、地図

活用の技能や社会的な見方・考え方が身に付くように工夫がされています。次に、２０ページ

をご覧ください。３年生からの使用を考慮して、２８ページまで見やすい「広く見わたす地図」

を設置し、さらに、大きなイラストを掲載することで、親しみやすく地図学習ができるように

工夫されています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 草加市の児童の観点というところで、公民としての資質・能力の基礎を

育成とありますが、今の説明で見えにくかったのですが、この公民としての観点から見た何か

特徴的な記載はありますか。 

○説明員 公民としての資質・能力の基礎の育成は、小学校社会科の究極的な狙いであります

ので、全てのことに関わるのですが、例えば東京書籍ですと、歴史編の９９ページにあります

ように、単元末で「ひろげる」を提示することで、学習に広がりや深まりを持たせられるよう

になっています。１００ページの「ひろげる」では鎌倉のことが例になっております。 

 続いて、教育出版ですと、例えば６年生の２７１ページでございます。ここでは学んだ事実

を根拠にして、自分なりの考えを表現し合う選択、判断の場面では、様々な視点やキャラクタ

ーにおいて提示され、自分に近い考えを選択して思考することができるようになっております。

ここでは国際協力と日本の役割についての学習を踏まえ、持続可能な開発目標の中から、自分

がこれから実行したいことを選択、判断し、交流することになっております。 

 日本文教出版では、同じく６年生で２８、２９ページ、人権や福祉など、基本的なテーマに

ついてコラムの充実などにより、現在的な諸問題に触れることができるようになっておりまし

て、ここでは学童保育と待機児童についての問題を取り上げております。 
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○川井かすみ委員 身近な地域を取り上げるという意味で、埼玉県のことを多く記載している

教科書はどちらになるのでしょうか。 

○説明員 教科書は各学年、様々ですが、東京書籍は４年生で、さいたま新都心、５年生で春

日部、加須、所沢、６年生で稲荷山古墳、川口市を取り上げています。 

 教育出版は、４年生で見沼代用水を、日本文教出版は、３年生で川越を取り上げております。 

○小澤尚久委員 環境、防災という観点から、先ほど震災復興のことについて触れていただい

た部分もあったのですが、そういった環境や防災の観点から工夫されているような記載などが

ありましたら教えていただければと思います。 

○説明員 防災ですと、４年生の自然災害の単元がそこに当たりまして、東京書籍では、７５

ページからになります。東京書籍では、地震をメインに取り上げています。特徴的なのは、地

域で災害に備えてつくられている自主防災隊の活動の話など、地域における防災の取組を丁寧

に提示しており、草加の子どもたちが今年６年生で体験する避難所運営訓練に役立つようにな

っております。また、９４ページにあるのですが、これは避難所シミュレーションを取り上げ、

地震が起きて、学校が避難場所になった場合、自分だったらどうするかを実際の立場になって

考えることができるようになっております。 

 教育出版は８２ページからの単元になっております。メインが地震に備えるまちづくりで、

選択教材として水害に備えたまちづくりがあります。水害を選択しますと、１２ページ分の水

害のページが載っております。草加の４年生の副読本は、「わたしたちの草加」がありますが、

自然災害の単元として水害をメインに載せてありますので、草加市の取組と他市の取組を比較

しながら学習を進めていくことが可能となっています。 

 また、教育出版は自治体や地域の方々の話が非常に多く豊富に掲載されており、社会に参画

している人々の姿から、臨場感豊かに学ぶことができるようになっております。 

 続いて、日本文教出版ですが、７０ページ、東京都の水害をメインで取り上げております。

地域の関係機関や人々がこれまでにいろいろな協力をしてきたことが分かるようになってお

ります。ここでも、先ほど述べた通り、「わたしたちの草加」と比較しながら学習を進めてい

くことができます。また、８５ページには、自助・共助・公助がキーワードで解説してあり、

子どもたちが発達段階に応じて、自助・共助を考えることができます。まとめでは、私たちに

できることを考え、多くの川に挟まれた草加市の子どもたちにとって、水害等に対する考えを

深めることができるようになっております。 

○加藤由美委員 地図について、今まで社会は東京書籍の教科書で、地図が帝国書院というこ
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とですが、特に使いづらかったとか、そういうことはなかったでしょうか。 

○説明員 どちらも工夫されておりまして、今まで使いづらいという意見は聞いておりません。 

○村田悦一教育長職務代理者 社会科の情報として、資料がたくさんあるわけですが、それぞ

れの教科書会社で資料の取り上げ方や、資料の読み取りなど、何か工夫に違いがあるのか教え

てください。 

○髙木宏幸教育長 それに加えてですが、やはり社会科は、草加の子どもたちの実態にあるよ

うに、主体的に物事を考えていくこと、歴史にしても、公民的なものについても、主体的に考

えていく、そのためには資料の提示というか、資料をどう読み取って活用し、社会科のねら 

っているところに子どもたちの学習が入っていくかというところで、今、村田委員からあった

ように、資料の提示の仕方、配列、そういうものが子どもたちが考える上で何か効果的な提示

の仕方が必要だと思います。例えば、写真にしてもそこを大きく取り上げる、地図でも何か分

かりやすく読み取れるような工夫などがあれば紹介していただきたいと思うのですが、先ほど

の６年生の歴史のところを見ていかがですか。歴史のところを見て、その資料や取り扱い方で

何か特徴的なことはありますか。 

○説明員 基本的にはそれぞれの教科書全てに見開きで、見やすく反映するようなつくりには

なっております。実際の人々の話を載せることにより、またそれを評価できるようなつくりに

なっております。 

○村田悦一教育長職務代理者 そういう意味では情報ということで、東京書籍で新聞を読もう

ということで新聞の記事が出て、これは６年生の、６２ページですが、そういう意味では、今、

新聞を学校で活用しようという取組もあります。特に社会科で、教科書の中で、新聞記事に限

らず、そういったものをどう授業にいかそうとしていますか。ここには一つの新聞を読もうと

いうことでありますが、教科書としてはどのような扱いになっていますか。全者で扱っている

のか、あるいはここだけなのか、違いはあるのでしょうか。 

○説明員 それぞれ表現の仕方は違うのですが、「まなび方コーナー」や「まなび方、調べ方

コーナー」とそれぞれありまして、そこで、見る、聞く、調べる、読み取る、表現する、それ

ぞれ明確に分かれて、各学年、系統的にそのような学びができるようにはなっております。 

○村田悦一教育長職務代理者 地図の方で１点お聞きしたいのですが、先ほど両者とも３年生

から扱うということで、４年間でしっかりしたつくりになっているということですが、今、か

なり情報化が進み、地図の後に様々な情報が出ています。３年、４年たつとかなり古くなって

しまうと思うのですが、何か毎年追加の情報が来るのか、副読本的に各学校が買って、対応し
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ていくのでしょうか。地図の後ろに出ている情報と、４年間で変わっていくことに対する対応

はどのように各発行者では考えているのか、あるいは学校がどう対応しているのでしょうか。 

○説明員 各学校が教科書以外に、資料集を導入していますので、そちらで確認したり、今回、

両者ともＱＲコードが付いていまして、東京書籍ですと９６ページになります。帝国書院は１

０３ページにＱＲコードが付いていまして、スマートフォンをかざすと、最新の情報が得られ

るようになっています。 

○髙木宏幸教育長 先ほどの地図の使い方ですが、地図はまさに最も重要な資料だと思ってい

ます。この地図帳をどのように使うかは、社会科の中で狙っている資質・能力にも資するもの

でありまして、そういうことで考えると、東京書籍も帝国書院も地図帳の使い方というところ

で示されていますが、子どもたちにとって、よりこの地図の使い方の紙面を見たときに、指導

に当たる際に、東京書籍と帝国書院のそれぞれの特徴を踏まえると、どのように評価しますか。 

○説明員 まずは３年生ということで、地図に親しませたいということを考えますと、両者は

非常に工夫されていまして、東京書籍の方は、最初のページは、絵だけで文字がないつくりに

なっていまして、ここで非常に親しみやすくスタートできるかと思います。 

 帝国書院も最初のページで、世界の挨拶や、かわいらしいイラストを載せたりなど、より親

しみを持てるようにしています。帝国書院は、先ほど述べたように、広く見渡す地図が載って

いますので、それで更に親しみを持って学べると思います。 

○宇田川久美子委員 子どもたちに資料に興味を持ってもらいたいという観点から言うと、来

年、東京オリンピックがありますから、とても興味深いことではないかと思うのですが、例え

ば地図帳の資料で何かオリンピック関連のものが載っているなどの特徴はありますか。 

○説明員 どちらも載っていまして、東京書籍ですと８５ページ、帝国書院は１００ページに

ございます。東京書籍は、夏季・冬季のオリンピックの開催地とワールドカップ開催地を一覧

にした地図を設けています。また、帝国書院も、夏季・冬季のオリンピックの開催地を設けて

あります。あと、東京書籍の４７、４９ページ、帝国書院の６１、６２ページを開けますと、

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催するところですが、競技名と開催する

場所が載っております。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより小学校国語、書写、社会、地図の教科用図書に係る採択に入ります。 

 採択は、無記名投票により行います。これから委員の皆様に投票用紙を配付いたします。採

択すべきと思う発行者の投票欄に、１者だけ○をお付けください。記載はボールペンでお願い
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いたします。 

 なお、複数の発行者に○を付けたり、○以外の印は無効となりますので、ご注意ください。

書き損じされた場合には、はっきりと分かるように二重線で消していただいて、新たに○をお

付けください。 

 投票は、宇田川委員から順に、時計回りで記入した全ての投票用紙を半分に折った上でお入

れください。何かご質問はございますか。 

 それでは、投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認いたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、宇田川委員から投票をお願いいたします。 

(  投  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票状況につきまして、宇田川委員と事務局で確認をお願いい

たします。 

（  開  票  ） 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 国語、光村図書出版株式会社６票ですので、光村図書出版株式会社といたします。 

 書写、教育出版株式会社３票、光村図書出版株式会社３票、同数でございますので、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の規定によりまして、教育長による決定となります。私は、

教育出版を選ばせていただきましたので、教育出版株式会社といたします。 

 社会、東京書籍株式会社６票でございますので、東京書籍株式会社といたします。 

 地図、東京書籍株式会社１票、株式会社帝国書院５票でございますので、株式会社帝国書院

といたします。 

 以上でございます。 

 

○髙木宏幸教育長 ここで、午後０時２０分まで休憩にしたいと思います。休憩後、再開いた

します。 
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休憩 

 

 

   ◎再開の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。 

 

○髙木宏幸教育長 「小学校 算数」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 算数〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 算数科についてご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、これまで問題解決的な学習に重点を置いた指導の充実

を図ってきた成果が表れ、平成３１年度埼玉県学力・学習状況調査の結果において、数学的考

え方についての草加市の平均正答率が県の平均正答率をやや上回ることができました。このこ

とから、引き続き、日常生活と関連付けた場面を問題解決的に学習することを重視するととも

に、具体物、図、言葉、数直線、式、表、グラフなどを用いて考えたり、説明したりするなど

の学習活動を、発達段階に応じて系統的に進めていくことが学力向上につながるということが

できます。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点についてでございますが、幼保小中を一貫した教育の

充実を図るために、算数科においては、内容の５番目の観点として、「発達段階や学年の段階

に応じた指導への配慮」といたしました。 

 次に、各発行者の特色・特徴についてご説明申し上げます。各発行者の第６学年及び第１学

年のものを例にとってご説明させていただきます。 

 初めに東京書籍につきましては、６年生の３４ページをご覧ください。単元導入では、これ

までの学習を想起した上で、話合い活動を通して単元の学習課題に気付かせる構成となってい

ます。３５ページでは、四角の１として、緑の網掛けで問題文、ページ下の双葉マークの緑の

アンダーラインでは学習課題が示されています。次のページでは、四つ葉マークがついた緑の

網掛けで、学習課題と正対したまとめが示されています。また、学習内容に合わせて、図、数

直線、式などを用いた考え方などが大きく丁寧に取り上げられています。このように、毎時間
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の問題解決的な学習の流れが１時間ごとに分かる構成となっております。 

 次に、１年生①を１ページ目から順番にご覧ください。入学当初の初めの２単元のみ、Ａ４

判サイズの教科書となっております。２８ページをご覧ください。各ページがワークシートと

して活用できるようになっています。書き込みのマスには、ノートのマス目と同程度の大きさ

の方眼が全てに用いられているなど、児童が効率よく学習活動に取り組めるよう配慮されてい

ます。また、数の構成の理解のために繰り返し使われている、さくらんぼ図と呼ばれる表し方

に特徴が見られ、この表し方は他学年でも系統的に使われていきます。 

 次に、大日本図書につきましては、６年生の２６ページをご覧ください。単元導入には、日

常生活の場面から、これまでの学習を踏まえて、新たな学習課題につなげられる構成となって

います。２７ページをご覧ください。問題に「じっくり深く学び会おう」と付けられている場

面では、ページの端に１時間の学習の流れが色の付いた帯で示されています。学習問題ごとに

めあてマークを付けた学習課題が、そして、学習の大切なことは、発見マークを付けた赤線の

枠の中にまとめられています。数直線図については、巻末の数直線図の書き方のページが示さ

れており、必要に応じて復習できるよう工夫されています。 

 次に、１年生の教科書を１ページ目から順番にご覧ください。初めに、これまでの遊びや生

活と算数とのつながりに気付かせ、続いて、算数の学習の学び方が確認できる構成となってい

ます。学習問題は初めから文字でも示されています。３８ページをご覧ください。吹き出しを

使い、考え方のポイントなどが具体的に示されています。 

 次に、学校図書につきましては、６年生の３４ページをご覧ください。単元導入では、漫画

を読み進めながら、新たな学習問題につなげられる構成となっています。ＡＢ判の幅の広い紙

面をいかし、ページの左端には学習の流れが帯のように示されるとともに、ページの右側には、

モンスターのキャラクターを用いて数学的な見方・考え方が例示されているなど、児童が活動

の見通しを持って学習活動に取り組めるように工夫されています。また、学習内容に合わせて、

数量関係が捉えやすくなるよう、数直線と併せて４マス関係表が取り上げられており、これら

は、他学年にも系統的に使われています。 

 次に、１年生上巻を１ページ目からご覧ください。文字の使用は抑え、キャラクターを中心

とした絵本のような挿絵で、児童の算数への興味・関心を高めるよう工夫されています。３０

ページをご覧ください。数の構成を学習する場面では、色分けされた箱図を使用して、児童が

視覚的に捉えやすくするよう工夫されております。 

 次に、教育出版につきましては、６年生の５２ページをご覧ください。単元導入は、２ペー
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ジにわたって既習事項をもとに、はてなマークで示された学習課題の解決の仕方を考えさせた

上で、新単元の学習に取り組ませる構成となっています。５４ページからをご覧ください。な

るほどマークが付いているところでは、課題解決のための良い考え方を振り返る内容が示され

ています。そして、児童の気付きを新たな学習課題として、「だったら」のマークで示し、問

題解決的な学習が深まるよう工夫されています。 

 次に、１年生の教科書を１ページ目からご覧ください。文字の使用は抑えて、左右のページ

を見比べて、間違い探しをしながら数の違いに気付かせるなど、児童が楽しみながら算数の学

習に取り組めるよう構成されています。３８ページをご覧ください。数の構成を学習する場面

では、折り込んだ部分を開くと、言葉や図など様々な形で数の構成を捉えられるように工夫さ

れています。 

 次に、振興出版社啓林館につきましては、６年生の３６ページをご覧ください。単元導入で

は、巻末の「じゅんび」問題とリンクし、単元に必要な既習の学習内容が事前に復習できるよ

うになっています。３８ページをご覧ください。主な学習課題は、めあてのマークを付けて赤

文字で示されています。また、学習内容の大切なことはまとめマークを付けて示され、何につ

いてのまとめなのかが分かるように枠の上に言葉で明示されています。学習内容に応じて、数

直線や数量の関係図、言葉の式などが組み合わせて取り上げられています。 

 次に、１年生の教科書を１ページ目からご覧ください。１７ページまでは「わくわくスター

ト」のページとなっています。幼児期の体験を思い出し、算数につなげたり、生活場面をもと

に、徐々に算数の学習に慣れていったりできる構成となっています。２７ページをご覧くださ

い。数の構成を学習する場面では、おはじきのゲームを通して、楽しみながら数量感覚が身に

付けられるように工夫されています。 

 最後に、日本文教出版につきましては６年生の４１ページをご覧ください。単元学習に入る

前に、関連する既習事項を確認するための問題が用意されています。４２ページの単元導入で

は、これまでの学習を振り返って、新単元の課題解決につながる考え方や数直線の使い方など

を確かめることができる構成となっています。４５ページをご覧ください。主な学習課題には、

めあてマークを付け、赤い文字で示されています。また、４７ページには、学習内容の大切な

ことが赤文字のまとめや紫色の網かけなどで、整理されています。 

 次に、１年生上巻を１ページ目から順にご覧ください。５ページまでは、「さんすうのはじ

まり」として、幼児期の遊びや生活の場面を思い起こさせる写真が多く用いられています。 

 ３８ページをご覧ください。数の構成を学習する場面では、数ブロックや箱図を用いて、数
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の構成が視覚的に捉えやすくなるよう工夫されています。 

 以上、学年を絞り、特色や特徴を挙げさせていただきました。他の学年のものにつきまして

も、児童の発達段階に合わせ、児童が主体的に問題解決的な学習、対話的な学習を通して学び

を深めることに重点を置いた内容となっており、それぞれが工夫を凝らしている点が見られま

した。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 東京書籍の１年生の①がＡ４判と特徴的だと思うのですが、この大きさ

のねらいと、メリット、デメリットのようなものがあれば教えてください。 

○説明員 Ａ４判の大きさのメリットは、このままワークシート的に活用ができるということ

です。実際に、挿絵の画面に数ブロックを置いていったり、数の練習として数字をマスの中に

書き込んでいったり、そういった活動がこの教科書を１冊用意するだけで行うことができます。

大変効率良く学習が進められるのではないかと思います。 

 デメリットとして唯一考えられるとすれば、大きさが大きいということで、子どもたちの持

ち物、ランドセルの中が、それから、引き出しの中が容量としていっぱいになってしまうとい

う点が挙げられるのではないかと思います。 

○宇田川久美子委員 そのまま大きな字で書き込めるので、今のメリットは理解できましたが、

少し文字等の情報量が少ないのかと思います。特にそういうことはありませんか。 

○説明員 文字の使用を抑えている発行者は他にもございます。まだ１年生、４月当初は、ア

イウエオから学習する段階ですので、文字による説明が足りないというところは、学習段階に

応じて配慮がされていると捉えられると思います。 

○小澤尚久委員 今度、小学校から数学的活動という文言が入ってきたと聞いておりますが、

その辺について何か意識した、工夫した点などありましたら何点か教えていただければと思い

ます。 

○説明員 これまで算数的活動と呼ばれていたものが新学習指導要領からは数学的活動に置

き換わりました。この活動の大きなねらいは２点押さえていることにあります。一つは、子ど

もたちの活動が目的意識を持ったものであるかということ。もう一つは、子どもたちの活動が

主体的な学びであるかということです。この２点を押さえていることが、算数の学習の中で数

学的活動に当たっていきます。これを実現させるために、例えば東京書籍では、各単元の冒頭
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に単元プロローグを設け、日常的な場面から既習事項を活用し、話合い活動を通して、学習の

めあてをつくることができるようになっており、教育出版では、単元導入が見開き２ページ分

を用いて、身近な場面から問題を発見し、しっかりと考えの見通しを持てるような構成になっ

ております。各発行者においてそれぞれに工夫が見られていると思います。 

○加藤由美委員 具体的にお聞きしたいのですが、東京書籍はここに書き込めるという利点が

あって、例えば大日本図書の３４ページの１と四角とありますけれども、実際にはノートを活

用するのでしょうか。それともここに書き込むようになるのでしょうか。 

○説明員 その場合ですと、マスの大きさがやや小さめですので、実際の授業の中では、ノー

トもしくはワークシートを別に活用することが多いのではないかと思います。 

○川井かすみ委員 １年生の教科書からＱＲコードが載っている教科書がいくつかあります

が、どのように活用されるものでしょうか。 

○説明員 ＱＲコードについては、東京書籍のＤマークを示されたものが１年生から６年生ま

で、そして、学校図書も１年生から６年生までＱＲコードがあります。啓林館についても同様

です。ＱＲコードが示されていないものについても、ホームページのアドレスの中からそれぞ

れデジタルコンテンツにつながるように、各社、そのような配慮がされています。これは、デ

ジタルコンテンツを授業中に接続できるＩＣＴ機器を使えば、授業の学習場面の中にも活用す

ることができますし、自宅でデジタルコンテンツにつなげていけば、家庭学習に活用できるよ

うにもなっております。 

○村田悦一教育長職務代理者 ６者は、基本的には問題解決的な学習を全部とっていると理解

していいのでしょうか。 

○説明員 はい。 

○村田悦一教育長職務代理者 それぞれの教科書が同じようにやっていれば、そこに差はない

と思うのですが、どこで差は出てきますか。 

○説明員 例えば東京書籍については、問題解決的な学習の流れが毎時間ごと、つまり、めあ

てが必ずあり、それに正対したまとめが必ずあるような、１時間の中にその問題解決的な学習

がきちんと毎時間入っているところに特徴があると思います。その他の発行者についても、場

面ごとになっていますけれども、まとめの多さであったり、めあての提示のされ方であったり、

その量の違いが差となって現れているのではないかと思います。 

○髙木宏幸教育長 草加市では、幼保小中を一貫した教育を進めているのですが、その中で、

幼稚園、保育園で培ってきた数の概念など、遊びの中でいろいろなことを学んできていると思
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います。それを小学校の算数につなげていくその接続の部分や、あるいは算数から数学へ、中

学校の数学につながるような小学校６年生の編集場面など、その辺りの各者の中で幼保小、あ

るいは小中一貫というところでの特徴はどのような点があるでしょうか。 

○説明員 幼保から小学校へという部分については、先ほど１年生の教科書の最初の部分で、

全ての発行者について見ていただいたとおり、それぞれの発行者が小学校入学前の生活や遊び

の中のどんな部分が算数とつながっていくのかを想起させるような場面からスタートしてお

り、そこについては円滑につながっているのではないかと思います。 

 そして、小学校から中学校への接続については、各発行者についても、巻末又は別冊の形で、

中学校数学を意識した特集となっている部分が設けられております。中でも東京書籍と大日本

図書については、目次の部分にそれぞれ学習する内容が、中学校とどのようにつながっていく

のか、その系統性が目次の部分に示されております。 

 また、それぞれのページの中に中学校数学とリンクする部分にマークを付けて、何がどのよ

うにリンクしているのかを示されるようなページなども設けられております。 

○髙木宏幸教育長 問題解決的な学習の流れがどの教科書も工夫されているということです

が、算数、数学の専門的なところから見て、よく一般に言われることは、算数、数学というの

は積み上げの教科だから、そこの積み上げがしっかりできていないと、中学校の数学に行った

ときに、大きな学力差に表れてくると言われていると思うのですが、その中で特に単元配列と

して、３、４年生の算数、ここに壁があるのではないかという指摘があります。３、４年の算

数をしっかりと乗り越えることで、５、６年、中学の数学につながっていくとよく言われるよ

うですが、具体的にはどこに子どもたちの壁と言われるようなものがあるのでしょうか。それ

に対して、各発行者、何らかの乗り越えられるような手立てや工夫などがあれば紹介をお願い

いたします。 

○説明員 子どもたちが算数の学びでつまずく大きな一つのポイントとして、論理的な説明の

部分で、根拠をもとに筋道を立てて説明するというところでつまずいてしまうということが挙

げられます。簡単な計算問題ならできるけれども、文章問題で出てきたときにそれを解決する

ところで理解がなかなか定着しません。そのことについて、例えば東京書籍では数直線図やさ

くらんぼ図、添付図、そういったものを系統的に取り入れることで、子どもたちのつまずきを、

図や表などを用いることで分かりやすくするような取り上げられ方がされております。 

 学校図書では、４マス関係表という四つのマスを使って、その四つのマスの関係表をもとに

式や答えを導き出していくという関係表を使っております。４マス関係表の使い方を見てみよ
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うというような、４マス関係表に特化したページなども設けられています。そういったところ

に特徴が見られております。 

○川井かすみ委員 プログラミング学習については、どのように取り入れられていますか。 

○説明員 プログラミング学習については、１年生から６年生まで全ての学年で取り上げられ

ているのが、まず大日本図書の「プログラミングに挑戦」というコーナー、それから学校図書

の「プログラミングのプ」というようなコーナー、この２者については、１年生から６年生ま

で全ての学年でこのコーナーが設けられております。 

 啓林館については３年生から、東京書籍そして日本文教出版については、５、６年生でプロ

グラミングを体験しようというような、プログラミング学習につながるコーナーが設けられて

おります。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 理科」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 理科〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 理科の教科書について、ご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございます。観察や実験の活動については、意欲的でありますが、理

科で学んだことを日常生活にいかすこと、他教科等で学んだことを理科の学習で活用すること、

理科で学んだことが将来役に立つと感じる児童の割合が低いことが、課題として挙げられます。

児童一人ひとりが自分事として課題を設定し、見通しを持って観察・実験に取り組み、結果を

考察することを通して、日常生活と関連付けたり、結果と自らの予想とを比較検討したりする

活動が大切になってきます。このことから、児童一人ひとりが主体的・対話的に観察・実験に

取り組むようにさせ、深い学びへとつなげていくことが必要であるといえます。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点についてでございますが、実感を伴った理解をさせ、

理科で学んだことを日常生活にいかすことに課題があるということから、「実社会・実生活と

の関連」を観点として取り上げました。 

 それでは、各発行者の特色・特徴等について、本市の課題をもとにした観点を含めてご説明

申し上げます。 

 なお、具体的な例は、各発行者、第６学年の冊子で説明いたします。 

 初めに、東京書籍についてです。東京書籍の特徴は、児童が自ら問題を見出す場面を重視し
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ており、主体的に学習に取り組む工夫がなされているということ、導入や考察の場面にヒント

が記載されており、学習すべき自然現象の視点を児童が確認できるようになっているというこ

と、示されているＱＲコードやＵＲＬからインターネットにアクセスすることで、動画などの

豊富なデジタルコンテンツを利用することができるということです。児童自ら問題を見出す場

面を重視していることについてですが、１２ページをご覧ください。単元の導入に、見開きで

「レッツ・スタート」を掲載しております。興味・関心を高める内容で、単元全体の課題につ

ながる問いも示されているため、児童の問題意識を高める工夫となっております。次に、学習

すべき自然現象の視点を児童が確認できることについてですが、１５ページをご覧ください。

「理科のミカタ」として、考察するべき内容のヒントが記載されており、児童が視点を確認し

た上で考察できるようになっております。最後に、ＱＲコードなどからのインターネットアク

セスについてですが、５０ページをご覧ください。下部に「インターネット」のマークが示さ

れています。ここにはデジタルコンテンツが用意されていることを示しており、巻末のＱＲコ

ードからインターネットにアクセスすることで、動画やワークシートなどの、豊富なデジタル

コンテンツを利用することができるようになっております。 

 次に、大日本図書についてです。大日本図書の特徴は、写真や図が大きく、効果的に配置さ

れているということ、実験器具の使い方が巻末にまとめられており、初出時だけではなく必要

なときに確認できるということ、実験結果から考察するための視点が示されており、思考力を

育成する場面が設定されているということです。まず、写真や図が大きく、効果的に配置され

ていることについてですが、３１ページをご覧ください。可能なものはほぼ実寸大で提示され

ており、大変分かりやすくなっております。次の３２ページでも実寸大で結果の写真が掲載さ

れております。３０ページから３２ページにかけての問題解決場面でも、実験の流れや方法な

どが分かりやすく、写真や図で示されております。次に、実験器具の使い方が巻末にまとめら

れていることについてですが、２１０ページから２１５ページにかけてご覧ください。巻末に

まとめられていることで、様々な単元や学習場面ですぐに活用することができるような工夫と

なっております。最後に、考察する視点が示され、思考力を育成する場面が設定されているこ

とについてですが、１６ページをご覧ください。実験結果からどのような内容で考察すればよ

いのか、児童キャラクターが会話している様子を掲載することで分かりやすく示されており、

児童一人ひとりの問題解決における思考を助けるような工夫となっております。 

 次に、学校図書についてです。学校図書の特徴は、各学年の最初に、その学年で求められる

理科の見方・考え方、問題解決の力が明確に示されているということ、実験器具の使い方が１
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回だけではなく、後の学習や学年でも記載されており、繰り返し振り返ることができるという

こと、問題解決の流れがページの左端に示されているということです。まず、各学年で求めら

れる理科の見方・考え方、問題解決の力が明示されていることについてですが、４ページをご

覧ください。比較、関係付け、条件制御、多面的に考えることなど、各学年で身に付けること

が求められている力などが巻頭に示され、その学年の最初の理科の授業で確認することができ

ることにより、児童にも学習の流れや身に付けるべき力が明確になり、児童一人ひとりが見通

しを持ち、学習に臨めるような工夫となっております。次に、実験器具の使い方を繰り返し記

載していることについてですが、２２３ページをご覧ください。検流計は３年生で最初に使用

しますが、６年生でも電気の学習で使用しますので、再度使い方が掲載されていることにより、

繰り返し振り返ることができます。最後に、問題解決の流れがページの左端に示されているこ

とについてです。１１ページから１４ページにかけてご覧ください。「問題をみつけよう」、

「問題」、「観察・実験」、「わかったこと」のように、問題解決の流れをサイドバーに示す

ことで、学習過程が分かりやすく明示されており、児童の思考の流れを助ける工夫となってお

ります。 

 次に、教育出版についてです。教育出版の特徴は、単元の導入ページに、「学習のつながり」

を示しており、学びの系統性を一目で確認することができるということ、実験器具の使い方は、

それぞれの実験方法のページに掲載されているため、児童が確認しながら実験に取り組むこと

ができるということ、豊富なコラムが掲載されており、実生活の場面と照らして考えたり、日

常生活の事象を学習したことをもとに考えたりすることができるということです。まず、単元

導入のページに「学習のつながり」を示していることについてですが、１０ページをご覧くだ

さい。左下に「学習のつながり」が示されております。前学年までに学習したことと今後学習

することが明示されていることにより、小中一貫教育の観点からも系統性を意識しながら学習

することにつながります。次に、実験器具の使い方が実験方法のページに掲載されていること

についてですが、２０４、２０５ページをご覧ください。器具の使い方のページと実験方法の

ページが見開きで並んで掲載されているため、児童が確認しながら実験ができ、分かりやすい

構成となっております。最後に、豊富なコラムが掲載されていることについてですが、１８９、

１９０ページをご覧ください。ここには「資料」、「科学のまど」、「チャレンジ」が掲載さ

れておりますが、このように各所にコラムが掲載されており、学んだことを実生活の場面に照

らし合わせて考えたり、日常生活での事象から考えたりすることができ、実生活との関連が図

られています。 
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 最後に、啓林館についてです。啓林館の特徴は、問題解決の過程に沿って構成されており、

今学習していることがどの過程にあるか、児童が常に確認しながら進めることができるという

こと、写真が大きく鮮明なため、１枚の写真から様々な情報を引き出すことができるというこ

と、単元の最後に、学習内容を１ページにまとめており、単元のまとめとして活用できるとい

うことです。まず、児童がどの学習過程にあるか、確認しながら進めることができることにつ

いてですが、１０ページから１２ページにかけてご覧ください。「問題」、「予想」、「実験」、

「結果」、「まとめ」というように、問題解決の過程に沿って大きく項目を示した上で、矢印

で結んであるため、児童が問題解決の過程を確認しながら、見通しを持って学習を進められる

工夫となっております。次に、大きく鮮明な写真から様々な情報を引き出すことができること

についてですが、１３５ページをご覧ください。火山の噴火の様子を鮮明な写真で表現してお

ります。噴煙の上の方は火山灰が小さく、下の方は大きい様子が見て取れます。また、火口に

近い方は降灰が多く、離れるに従って、火山灰が減る様子も写真から読み取ることができます。

最後に、学習内容を単元最後に、１ページにまとめていることについてですが、１９ページを

ご覧ください。単元の最後に「まとめノート」として、その単元で学んだ内容が１ページにま

とめられております。児童が学習のまとめとして活用したり、教員が教室掲示として活用した

りすることができます。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 小中連携ということで、小学校と中学校の主要科目で唯一扱っている発

行者が違う教科が理科だと思いますが、同じ発行者を扱った方が良いと思う点と、扱う必要が

ないと思う点を教えてください。 

○説明員 同じ発行者が良いと思う点についてですが、草加市では、小中連携として、中学校

の教員が小学校に行って、指導する場面もあります。その場合には、中学校で教えている教科

書が良いと判断する教員もいるかもしれません。しかし、小学校では、小学校の教員が主に教

えておりますので、同じ発行者でなくても、教科書の内容の方が大事だと思いますので、必ず

しも同じ発行者である必要はないと考えておりますので、この教科書の調査の部会では、一緒

であることが望ましいのですが、教科書そのものの内容が大事だということで、必ずしも同じ

ものではなくても大丈夫だと考えております。 

○小澤尚久委員 草加市の児童の実態のところで、実社会・実生活との関連という面で、具体
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的にこういう場面が特に関連してきている、効果的であるというところがあれば教えてくださ

い。 

○説明員 説明で使用しました６年生の教科書を使いまして、述べさせていただきます。各者

とも実社会・実生活との関連については工夫が図られておりますが、まず東京書籍についてで

すが、１６ページの辺りに学びをいかしていくためのコーナーがございます。そこでは日常生

活における様々な現象について、児童が学習したことを使って考え、説明するような内容の問

題を取り上げておりまして、理科の有用性を実感できるように工夫されていると言えます。 

 そのほか、巻頭のページなどに理科の広場というコーナーがございます。理科で学んだこと

が様々な職業につながっていることを紹介していまして、自分の将来につながるようなことが

実感できるではないかと思います。２ページにも載っております。様々な職業の方のコメント

などが細かく載っております。 

 大日本図書につきましては、２４ページに「理科の玉手箱」というコラムがあります。身近

な生活の中で学んだことと関係のある資料が載せられておりまして、より深い学びを身に付け

られるようになっております。また、違うコーナーで言いますと、３５ページのように、単元

末にあるところですが、「学んだことを生かそう」というコーナーで、既習内容と実生活を結

び付けた問題を出題することによって、問題解決的な学習活動ができるように工夫されている

ところだと思います。 

 学校図書については、２３ページにある資料や「活用」というようなマークが付いたコーナ

ーがありますが、生活と結び付きが深くて、参考になる資料が掲載されております。そのほか、

単元全体を通して、最初の問題を考える場面のところで、自然の現象であるなど、児童の身近

な生活から問題提起されていますので、最初の問題、考えるところの場面で、そういったとこ

ろから学習をスタートすることができるようになっております。 

 教育出版についてですが、巻頭の部分や５６ページなどにメッセージというコーナーがござ

います。理科や科学に関係する人からの学年、発達段階に合わせた思いが伝わるようなメッセ

ージが掲載されております。様々なコーナー、コラムにおいて学んだことを実生活の場面に照

らして考えるなど、日常生活との関連が図れるような内容が掲載されております。 

 啓林館についてですが、２２ページのような、「つなげよう」というコーナーにおいて、学

習内容を身近なニュースに関連させて考えさせるような場面がございます。そのほか、オリン

ピックやパラリンピック等の内容が多く取り入れられておりますので、児童の関心・意欲が喚

起されている部分になっているかと思います。 
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○村田悦一教育長職務代理者 最初に草加市の児童の実態のお話の中で、「理科で学んだこと

が将来役に立つと感じる児童の割合が低いことが課題」ということがありましたが、これはな

ぜ低いのかということをどう考えていますか。実生活、実社会との関係もあると思うのですが、

どう捉えていますか。 

○説明員 低い原因ですが、おそらく理科で学んだことは理科で学んだこととして子どもたち

の中で終わっていて、それが日常生活につながっているということに関しての子どもたちの意

識が低いところが原因ではないかと考えております。今回、この実社会、実生活との関連が図

られている工夫について、各発行者、調査することによって、子どもたちにより合った教科書

が得られるようにということで、この観点を書かせていただきました。 

○村田悦一教育長職務代理者 今、子どもの意識ということで、以前、理科離れということが

ありました。あれは、子どもたちよりも教員の指導にある意味で責任もあったのではないかと

個人的に感じていますが、そういう意味で、草加の子どもたちの意識、あるいは、最近言われ

ませんが、理科離れという視点でいうとどう捉えていますか。 

○説明員 今おっしゃられたように、理科離れに関しては、教員側の方の課題もあると思いま

す。やはり小学校の段階においては、小学校の教員の方も理科のことを、苦手意識を持ってい

る教員もおりますので、その辺りについて子どもたちへの指導が十分なされていないところが

あると思いますので、この理科離れに関しては、子どもだけではなくて、教員の方についても

課題があると考えております。それに関して、教科書に実験等が丁寧に説明されているなど、

工夫された各コラムが掲載されていることによって、これを活用した指導を教員が行うことに

より、子どもたちへの理解、興味・関心が高められる工夫になるのではと考えております。 

○村田悦一教育長職務代理者 様々な課題がありますが、選ぶときの視点として、一番大事な

視点はどこになるでしょうか。 

○説明員 子どもたちの将来役に立つと感じる割合が低いなど、日常生活にいかす場面が課題

だと考えておりますので、やはり観点としましては、実社会・実生活との関連が図られている

部分が大事かと考えます。 

○宇田川久美子委員 興味を持つというところでは、ＱＲコードや実験など、そういう部分で

特徴的な教科書はありますか。 

○説明員 ＱＲコードにつきましては、各者とも用意されておりまして、発行者によってはま

だ、この先が全部仕上がっていない部分もありますが、各者とも実験の動画があり、また実際

に子どもたちが観察しにくいような場面の写真、動画等の掲載があるなど、どの発行者につき
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ましてもＱＲコード、その先のデジタルコンテンツについては用意されております。 

○髙木宏幸教育長 小学校の理科から中学校の理科につなげるということで、小中のつながり

や学びの系統性などの説明が一部ありましたけれども、他の教科書全体でそういう視点からい

うと、どんな工夫がありますか。 

○説明員 小中のつながりに関して、６年生の教科書には、各者とも中学校とのつながりが載

せられております。 

 東京書籍ですと、１７ページをご覧ください。「理科のひろば」、「はってん」と書かれて

いて、「中学１年で学ぶこと」のところで示されていますが、こういった形で、中学とのつな

がりについて各所に配置されています。それから、２１６から２１７ページにかけては、６年

生が１年間かけて学んだことが示されているのですが、ここにも「中学１年で学習すること」

ということで示されています。 

 大日本図書については、同じような形ですけれども、２７ページの「サイエンスワールド」、

「中学で学ぶこと」、「発展」というような形で示されているように、このようなものが各所

に配置されております。また、２２２ページには、「中学校になったら」というようなコーナ

ーが設けられていて、中学で学ぶことがまとめられて示されているところです。 

 学校図書につきましては、特にこれまでの２者のように、中学何年というような評価はあり

ませんが、３７ページのように、資料の発展として、そこの単元で学んだことの発展的な内容

を示すことによって、小学校だけではなく、その先の学習ということで基本的な内容が示され

ています。 

 教育出版につきましては、例えば１０ページのように、単元の最初に学習のつながりという

ことで、子どもたちの学習、それから、この先の学習ということで示されています。あとは１

８ページのように、「はってん」、「中学１年」というような形の欄が設けられて、学習する

ことの内容が示されているところです。 

 啓林館につきましては、３０ページにあるように、「発展」、「中学校」というマークが付

いたコーナーがございまして、この中学校で学習する内容が考えさせるような問題が示されて

いるところが各所に配置されております。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 生活」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 生活〉 
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○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 それでは、生活科の教科書について、ご説明申し上げます。 

 まず草加市の低学年児童の実態でございますが、情報化・少子化・都市化等の進展に伴いま

して、子どもの育ちに変化が見られています。具体的には、様々な情報機器に囲まれて生活し

ている児童は、メディアを通して知識を獲得することに慣れており、例えば、昆虫の名前は知

っているが、実際につかまえたり、飼ったりした経験がないなど、直接的な体験や実感を伴う

理解が不足しているというような現状があります。 

 さらに、学校と地域との関係において、子どもたちが積極的に社会参画する機会や社会性を

発揮する機会を維持・拡充することが課題であり、これらを解決することが、学校・家庭・地

域が一体となって目指す「草加っ子」（１５歳の姿）の実現に資するものであると考えており

ます。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点でございますが、五つの観点で調査を行いました。 

 生活科におきましても、今回、育成すべき資質・能力として、「知識・技能」、「思考力・

判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間性等の涵養」の三つの柱に整理されております。

この三つの柱をそれぞれ観点としております。 

 さらに二つ観点を付け加えております。一つは、人や自然、社会などを対象として、直接的

な働きかけをもとに探求的な学びや深い学びを展開できるよう、「気付きの質の高まり」とい

う観点です。もう一つは、「幼児教育との円滑な接続」の観点です。特に、スタートカリキュ

ラムの充実を念頭に置きながら、生活科を核としまして、幼児教育の成果を教科等の学びにつ

なぐことができるかを観点としております。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。 

 まず東京書籍です。上巻１ページから１３ページをご覧ください。幼児期に育まれる、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」が小学校の生活や学習のどの場面にいかせるかを教師・

児童がイメージできるよう工夫されております。上巻１０ページ、左下をご覧ください。ここ

に、保護者向けの丁寧な説明が付されており、小学校入学当初のスタートカリキュラム実施に

対する理解の浸透を図る工夫がなされております。続きまして、下巻１５ページをご覧くださ

い。他教科との関連が示され、生活科を核とした合科的指導・関連的指導の実施につながる工

夫があります。これに加えまして、下巻１０４ページをご覧ください。この「つながる ひろ

がる」は、生活科の学習が中学年以降の各教科の学習活動とのつながりが示され、「小学校学

習指導要領解説 生活編」に明文化された生活科の機能を反映させる資料となっております。
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下巻１０７ページをご覧ください。「かつどうべんりてちょう」は、学習の中で利活用でき、

下巻１２２ページ「やってみよう 考えよう」に示されている子どもたちの姿は、「思考力・

判断力・表現力等の育成」につながる資料となっており、他教科にも十分活用できるものとな

っております。上巻７２ページをご覧ください。「もっと楽しくできるかな」で、ここに代表

されるように、各単元の終わりに「学びに向かう力」の育成につながる、「より楽しく生活す

る」、「より豊かな活動にする」といった意欲が湧くような工夫がなされています。 

 続きまして、大日本図書です。上巻３０ページ、３１ページの見開きページをご覧ください。

ここにある大単元のスタートや小単元のスタートには、児童が生き生きと活動している写真が

効果的に配置されており、学習の興味・関心を高めたり、活動全体を捉えやすくしたりする工

夫となっています。上巻２３ページ右側の「せいかつことば」をご覧ください。ここにあるよ

うに、動作、ものの様子、変化など、状態を表す言葉や、五感を使って気付いたことや感じた

ことを表す言葉などが適宜示され、言葉での交流が活発になるような工夫があります。これは

「思考力・判断力・表現力」の育成や気付きの質を十分に高めるものとなっています。続きま

して、下巻１１２ページ、「学習道具箱」をご覧ください。ここにあるように、学習に用いる

道具を児童自らの力で作成できる教材が用意されており、学習活動に対する意欲を高める工夫

と、その教材の持つ機能が児童の活動を焦点化する工夫がなされております。 

 続きまして、学校図書です。こちらは、教科書全体としまして、写真や絵が大きく、説明や

吹き出しなどの文字情報が必要最小限にまとめられていることで、児童の自発性や主体性に沿

った活動の促進や好奇心や探求心を沸き立たせる工夫となっております。目次をご覧ください。

このように学習する時期が、また、各ページの左上に「どきどき」、「いきいき」、「ふむふ

む」、「にこにこ」の４段階で学習過程を示しております。このことは児童に学習の見通しを

持たせる工夫となっています。上巻１ページ冒頭をご覧ください。児童の学び方を示すモデル

として、ここにいるキャラクターが各単元の要所に登場します。そのキャラクターの発する言

葉が活動を発展させたり、継続させたりする工夫となっています。具体的に上巻５４ページを

ご覧ください。この４人のキャラクターの発言が、考えや活動を広げたりするものとなってい

ます。また、別のところでは、分かったことを分析的に捉えたりするような工夫となっており

ます。このことは、資質・能力の三つの柱が一体的に育まれる活動につながるものと考えてお

ります。下巻１０ページをご覧ください。学習カードの例示があります。児童に対してだけで

なく、朱書きのコメントは教員に対する例示にもなっております。 

 続きまして、教育出版になります。上巻末１２７ページ、下巻末１１７ページに、「学びの
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ポケット」がございます。こちらの方をご覧ください。生活科の学習を進める上で必要な「知

識・技能等」と、他教科との関連が分かりやすく整理され、スタートカリキュラム編成や生活

科を核とした合科的な指導、関連的な指導の実施に向けた参考資料となっております。上巻１

５ページをご覧ください。絵本等で児童になじみの深い「いぐら」が登場し、児童に活動を促

したり、また下巻５１ページには、思考を促したりする工夫があります。児童がこれらに応え

ることで活動が主体的になったり、気付きの質が高まったりすると考えます。続いて、上巻８

１ページをご覧ください。単元の振り返りのページにメモ欄があり、ここに書き込むことで教

科書だけで学びの履歴を振り返ることができる工夫や、自分の成長を自覚できる工夫がありま

す。 

 続きまして、光村図書出版です。上巻３ページをご覧ください。右側に示しておりますマー

クによって、学習活動を「ホップ」、「ステップ」、「ジャンプ」の３段階で展開し、児童の

主体的な活動を促す工夫がなされております。上巻２７ページをご覧ください。単元の終わり

に、児童が学習の振り返りをするときに、上巻１４５ページにあるシールに記入し、ここに貼

ることで、学習の成果を実感できるよう工夫されています。さらに、上巻１３６ページをご覧

ください。各単元の終わりに貼ったものをここに集約することで、最終的には学びの履歴や成

長の実感を持てるような工夫とともに、発展的な活動を児童自らが気付けるような工夫となっ

ていると考えます。次に、上巻４９ページをご覧ください。「どうすれば」のコーナーに対象

への働きかけ方を示したり、活動を通して身に付けたいルールや約束などが示されたりしてお

ります。これは活動を通して、規範意識や道徳性を育む工夫となっております。 

 続きまして、新興出版社啓林館でございます。上巻１ページの「がっこうだいすき あいう

えお」をご覧ください。幼稚園や保育園との円滑な接続に関する内容が示されております。ま

た、下巻１２９ページ巻末、「ステップブック」をご覧ください。こちらには、生活科と中学

年以降の教科等とのつながりや学びの連続性を示す内容が取りまとめられています。これは、

「小学校学習指導要領、生活科編」に明文化された生活科の機能を反映させるものとなってお

ります。これに加えまして、保護者への説明が丁寧に示されております。また、各単元、「わ

くわく」、「いきいき」、「ぐんぐん」の３段階で構成されており、ねらいや学習のプロセス

が明確になっていること、また、そのことが教科書左側のタブに示され、児童も今、何をする

段階にあるのかが分かるようになる工夫となっています。上巻３３ページをご覧ください。こ

のように各大単元の最終ページの、「できるかな できたかな？」コーナーには、児童が学習

の成果の振り返りができる工夫が、また、「ひろがるきもち」のコーナーには、学んだことを
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いかす姿を具体的に示し、学びを生活にいかそうとする態度を養うことができる工夫となって

います。また、こちらの方も、３人のキャラクターが発する言葉は、児童の活動の励みや注意

喚起を促すものとなっています。 

 最後に、日本文教出版でございます。全体的に単元と、それを構成する小単元がテーマ色、

シンボルマークで統一されていることで見やすくなっています。上巻２ページをご覧ください。

左側に登場する「せいかつたんけんたい」の３人のキャラクターが各ページに登場し、児童の

主体的な活動を促したり、また、次の３ページの上に示されたマークによって活動の際の注意

喚起をしたりしております。続きまして、２ページ下の方をご覧ください。各小単元の左下に

育成すべき資質・能力に沿った学習のめあてが示され、さらに副題が「比べる」「例える」な

ど、分析的に考えたり、試行錯誤したり、創造的に考えたりなど、思考力・判断力・表現力な

どの育成に資する活動を促すものとなっており、生活科の目標につながる工夫がなされており

ます。上巻末１２５ページの「ちえとわざのたからばこ」をご覧ください。こちらでは、生活

科の学習や体験を通して身に付く「知識・技能」などが整理されており、他の教科での学習活

動の参考資料になるなど、合科的な指導や関連的な指導にいかせるものとなっています。また、

上巻３７ページから４４ページをご覧ください。こちらの方は山折り、谷折りとなっておりま

すけれども、こちらの方を折って使用すると、植物の成長過程が分かるなど、特に、草花や野

菜の栽培に関する内容が充実しております。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 教科書のサイズがそれぞれ異なりますが、低学年の子どもが扱う上での

メリット、デメリット等がありましたら教えてください。 

○説明員 東京書籍ですと、１年生の他の教科書とサイズが一緒になっています。学校図書は

学校図書でサイズが一緒になっているという点で、ランドセルに均一に収まりやすいというメ

リットはあります。また、サイズを拡大することによって、情報量や文字のサイズが広くとれ

るというメリットがございます。 

○小澤尚久委員 全国各地はもちろん、埼玉県内でも生活環境はかなり違っていると思うので

すが、この子どもたちの実態にあったように、直接的な体験や実感を伴う理解を考えた場合に、

草加の子どもたちが利用していく上で、こういうところは何か草加の子どもたちの学習につな

がっていくというところがありましたらご紹介いただければと思います。 
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○説明員 直接的な体験であるなど、実感を伴うような体験は、生活科のねらいとなっており

ますので、それぞれの教科書はそういったことを踏まえて、例えば直接的に昆虫を採集するな

ど、季節を感じた活動をするという内容になっております。大きくどこの教科書がより豊かな

体験になっているかということの差異は、感じることがございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 児童が積極的に社会参画する機会や社会性を発揮する機会に

ついて、課題があるということですが、生活科だけで担っていくものではないと思いますが、 

どのようにお考えですか。 

○説明員 生活科の学習そのものが身近な人との関わり方、徐々に生活を広げていくというよ

うな内容になっています。実際には、生活科だけに関わる問題ではなく、学校教育全体に関わ

る問題として、社会との関連性を考えていかなければいけないのですが、まずは生活科の中で、

人との関わりを学ぶ、自然との関わりを学ぶ、そして、地域社会との関わりを学んでいくこと

が生活科のねらいにもつながっていますので、ここでまず土台を育てていくということがとて

も大事なことではないかと思っております。 

○村田悦一教育長職務代理者 幼保小中を一貫した教育の中で、草加市にはスタートカリキュ

ラムというすばらしいものがあると思うのですが、今ここに７者あります。そのうち、より適

しているのは何者でしょうか。また、草加市の子どもの実態や、幼保小中連携の中で今できて

いるものとの兼ね合いを踏まえ、どこの教科書が採択されても問題はないと考えてよろしいの

でしょうか。 

○説明員 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導の工夫が、小学校で求められ

ているところです。このことから、小学校は、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の具体的

なイメージ、そして、その姿が小学校の生活や学習のどんな場面で捉えるのかを、小学校の先

生たちがイメージを持てるものがとても有効であると考えています。 

 東京書籍の上巻の４ページをご覧いただきたいのですが、見開きのページになっているとこ

ろで、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の項目と、項目ごとの具体的に育っている姿が表

記されています。さらに、イラストを見ていただくと、小学校で発揮している場面が示されて

おりますので、十分にスタートカリキュラムで編成していく上では、効果があると考えます。 

 同じように、学校図書の上巻の４ページをご覧いただきたいのですが、こちらは、幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿として、「ちゃんとできるよ」という表記が、自立心の表記を簡

素化しています。こちらは自立心がイラストでもいかされている場面が示されているので、ス

タートカリキュラムを編成する上で十分効果があると考えています。 
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 他の５者につきましては、代表して、啓林館をご紹介します。２ページと３ページの見開き

のページをご覧いただきたいと思います。文章や文字で表記はされておりませんが、幼児期の

終わりまでに育っている姿の具体が、写真や絵で示されています。一つ例を挙げますと、３ペ

ージの右上に自転車に乗っている写真、こちらは諦めずにやり遂げることで達成感を味わうと

いった自立心の育ちが表されている具体的な姿になっていますが、これが小学校ではどこに出

ているかというと、１２ページに「できるところがふえていく」とあるように、こんな姿にい

かされますということがここで表記されています。小学校が幼児教育を理解する上で、東京書

籍や学校図書のように、対比的に示されている方が見やすいかと考えます。 

○川井かすみ委員 例えば、東京書籍の下巻５２ページと５４ページに、車椅子の人が挿絵で

書かれているなど、インクルーシブを意識した挿絵がありましたが、こういった写真やイラス

トは、児童の視点、指導の視点から、使いやすいというものはどのようなものになるのでしょ

うか。 

○説明員 写真やイラストであるなど、それぞれ自然に子どもたちが受け入れられるように、

様々な学習の場面で、各者、工夫がなされています。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより小学校算数、理科、生活の教科用図書に係る採択に入ります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認いたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、川井委員から投票をお願いいたします。 

(  投  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票状況につきまして、川井委員と事務局で確認をお願いいた

します。 

(  開  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 算数、東京書籍株式会社６票ですので、東京書籍株式会社といたします。 
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 理科、大日本図書株式会社２票、教育出版株式会社４票ですので、教育出版株式会社といた

します。 

 生活、東京書籍株式会社５票、株式会社新興出版社啓林館１票ですので、東京書籍株式会社

といたします。 

 以上でございます。 

 

○髙木宏幸教育長 ここで、午後２時５分まで休憩にしたいと思います。休憩後、再開いたし

ます。 

 

休憩 

 

 

   ◎再開の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。 

 

○髙木宏幸教育長 「小学校 音楽」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 音楽〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 音楽の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、音楽好きな児童が多く、歌唱、器楽とも意欲的に取り

組んでおります。新学習指導要領に示されている指導内容、共通事項を基盤とし、知識・技能

のみならず思考力・判断力・表現力も徐々に育成されてきております。 

 今後につきましては、学習内容や指導内容を明確にして、６年間又は９年間の連続性や系統

性を図り、質の高い音楽活動を通して音楽性を高めていく必要があります。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点でございますが、音楽においては、一つ目に「指導内

容の明確化」、二つ目に「教材の選択」といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。各発行者の第５学年のものを

例にとって、ご説明させていただきます。 

 教育出版につきましては、初めに１６ページをご覧ください。フォスターの作品が取り上げ
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られ、左上に示された課題文で、「和音や低音のはたらきを感じ取って演そうしよう」と投げ

かけ、和音や低音にはどのような効果があるのかを児童に考えさせる構成になっています。そ

して、１７ページの「もっとあそぼう」では、和音の部分をアレンジして演奏できるような工

夫がなされています。次に、３１ページをご覧ください。透明シートで楽器の種類を示し、児

童の興味・関心を高める工夫がされています。全体的に、日本の音楽から世界の音楽まで、多

様なジャンルの音楽が教材として取り上げられており、児童が多様な音楽経験ができるように

工夫されています。 

 次に、教育芸術社につきましては、初めに３４ページをご覧ください。同じくフォスターの

作品が取り上げられております。左上には、「和音の移り変わりを感じ取りながら演奏しまし

ょう」と学習のねらいが明確に示されております。ページ下には、響きの違いを確かめる方法

が具体的に示され、児童が和音の移り変わりを主体的に感じ取れるよう工夫されています。次

に、５８ページをご覧ください。旋律づくりの手順が分かりやすく示されており、吹き出しの

言葉を手掛かりとしながら、主体的に学習できるよう工夫されています。このように各教材が、

それぞれの指導のねらいに適合するよう選択されており、系統的な題材構成と合わせて音楽性

を高めることができるように工夫されています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○加藤由美委員 草加市の児童の実態のご説明の中で、質の高い音楽活動をということがある

のですが、もう少し詳しく意味合いを教えていただければと思います。 

○説明員 新学習指導要領の改訂に伴いまして、主体的・対話的で深い学びを実現できるよう

な効果的な取組ができるようにというところで、教育出版では、「学び合う音楽」というコラ

ムや、「学びナビ」で学び方が示され、児童が見通しを持って学習を深める工夫が見られます。 

 例えば、５年生の１１ページをご覧ください。「タッカ」のリズムを「タタ」のリズムに変

えて歌い比べながら、表現の工夫を進めていくようになっています。そして、教育芸術社では、

学習の手順を示した指示文やキャラクターの吹き出しにより、児童が意見を交流したり、自分

の考えを深めたりできるような工夫が見られます。１５ページをご覧ください。リズムの違い

を歌い比べて、「感じのちがいや気付いたことについて話し合いましょう」と、何を話し合う

かが具体的に示されております。 

 また、リズムだけではなく、強弱の効果につきましても、話し合うようにするとともに、曲
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の山に気付かせるキャラクターの言葉が示され、１２ページの左上にある「曲の特徴を生かし

て、明るい声で歌いましょう」というねらいが達成できるよう、きめ細かい工夫が見られます。

このように子どもたちが考え、次の学習につなげられるような工夫がされているというところ

が、質の高い音楽活動とつながっていると考えております。 

○村田悦一教育長職務代理者 今、質の高い音楽活動ということで、学び合う、話し合うとい

うことが出てきましたが、指導内容の明確化と教材の選択のそれぞれの視点や観点は、どのよ

うに捉えたらいいのですか。 

○説明員 まず、指導内容の明確化というところにつきましては、指導者側もこの時間に何を

学習させるのかという指導のねらいが明確になっていること、子どもたちがこの時間に何を学

ぶのかということが明確になっていることというところで、２者とも共通しておりますが、そ

れぞれのページの左上の題材名のところの工夫が、子どもたちにとっても、先生方にとっても

分かりやすいかどうかという視点で考えております。 

 そして、二点目、教材の選択につきましては、２者とも多様な音楽を取り入れておりますが、

教育出版ですと、世界の音楽、ジャズ、映画音楽というような、多様なジャンルにわたって教

材が取り入れられております。教育芸術社につきましては、小中一貫教育という視点で、中学

校につながる音楽、生活の中の音楽等が多く取り入れられております。 

 こちらの二点に視点を当てて、教材を見させていただいております。 

○村田悦一教育長職務代理者 教材の選択の方で、特に、小中一貫という形での視点もあると

いうことですが、文部省唱歌というか、いわゆる昔からの伝統や日本らしさというものは学校

教育、義務教育の中でしか学べないところがあると思います。ただ、そういうものもだんだん

少なくなって、実際、学校ではみんなの歌などを副教材で取り組んでいるということで、この

２者に限っては、いわゆる文部省唱歌や今まで慣れ親しんできた音楽が今後どのような形で小

中学校の教材として出ていくのか、何か特徴的なことがあればお願いします。 

○説明員 学習指導要領では、文部省唱歌や童謡などを扱うことで、日本の音楽に愛着が持て

るようにしておりまして、両者とも、童謡、歌唱ともに丁寧に扱っております。また、各学年

に文部省唱歌を含めた共通教材、４曲が示されております。発行者によって、教材への位置付

けや学習内容等に特徴がありますので、６年生の教科書を例にして説明をいたします。 

 教育出版、６年生ですが、共通教材、４曲中、２曲を題材に位置付けまして、他の２曲につ

きましては、日本の歌、みんなの歌という取り扱いになっております。４２ページをご覧くだ

さい。「音楽に思いをこめて」の題材に「ふるさと」を取り上げて、歌詞を読んで、作者の思
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いを想像し、表現にいかしていく学習が設定されております。縦書きの歌詞は、「うさぎ追い

しかの山」と表記されております。 

 続きまして、教育芸術社では、まず６ページ、目次の左上をご覧ください。共通教材を「こ

ころのうた」として、「古くから歌いつがれ、これからも歌いついでいきたい歌」と説明があ

り、４曲全て題材内に位置付けられております。４４ページをご覧ください。人々が大切にし

てきた歌として、こちらも「ふるさと」が取り上げられております。４６ページには、学習の

進め方が具体的に示され、児童が歌詞や曲の特徴をいかして、主体的に表現を工夫できるよう

になっています。こちらの縦書きの歌詞は、「うさぎ追いし かの山」と表記され、楽譜の息

継ぎの位置と整合しています。このような特徴が見られます。 

○川井かすみ委員 草加市は、音楽都市宣言をしていて、なおかつ、毎年、もう昨年で３０年

目を迎えたハープフェスティバルも行われており、草加市にかなりゆかりがあると思いますが、

そのハープについては、各者で何か取り上げられているものがありますか。 

○説明員 指導者によっては、世界の音楽として、音楽の時間に触れてみるという活動もござ

いますが、草加市の学校で特に多いのは、ハープコンサート、クラスコンサートという時間を

位置付けまして、ハープ奏者に来ていただいて、演奏を聴き、実際に子どもたちがハープを体

験させていただくということを毎年やっております。 

○宇田川久美子委員 今のことに関連して、草加市の子どもたちは、器楽とも意欲的に取り組

んでいるということで、高学年になると、教科書には多様な楽器が出てきますが、実際に学校

で触れられる、体験できるという楽器はあるのでしょうか。 

○説明員 現在、市内小学校では、鍵盤ハーモニカとソプラノリコーダーにつきましては、個

人所有の楽器として取り扱っております。このほか、学習指導要領では、それぞれの学年で取

り扱う楽器といたしまして、オルガンなどの旋律楽器、木琴、鉄琴などの打楽器が例示されて

おります。これらの楽器につきましては、各学校で整備されておりまして、子どもたちは教科

書にある合奏曲を演奏する活動を通して、それぞれの楽器に親しんで、体験しております。ま

た、和楽器につきましても、琴や和太鼓などが学校に整備されております。各学校では、学習

形態を工夫しながら、児童一人ひとりに演奏の経験を積ませているところでございます。 

○宇田川久美子委員 ２者から選ぶので、関連ではなくて、それぞれの最大のセールスポイン

トを教えてもらっていいですか。 

○説明員 ２者ともに、見開き、左上に課題文が例示されているというところでは共通してお

りますが、特に、教育出版につきましては、児童に活動を誘発するような示し方になっており
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ます。また、資料面、資料性というところで工夫が見られまして、様々な音楽が用意されてお

ります。指導する際は、これらの多様な音楽に精通した上で、児童の実態や指導のねらいに即

して選択していくことで、児童の多様な音楽を経験させていくということができる教材となっ

ております。 

 教育芸術社につきましては、何を学ぶかに加えて、活動の手順が示されております。活動の

手順が示されていることは、音楽をあまり得意としていない教員でも、誰でも同じように授業

が進められるという利点がございまして、低学年にとっては大事なポイントとなります。また、

１年生から６年生までの系統性が、誰が見てもよく分かる構成となっているのが教育芸術社の

特徴となっております。 

○宇田川久美子委員 先ほど、理科のときに、先生の中で苦手意識があるというようなことが

ありましたが、音楽のような専科に対しても、そういう意識をお持ちの方もいらっしゃいます

か。 

○説明員 おります。専科でも、人がいないのでお願いします、ということでやっていただい

ている先生も中にはおりますが、やはりここではこういう学習をしていく、指導していくのだ

ということが明確になっていて、手順が見えていると、とても指導しやすいと思います。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 図画工作」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 図画工作〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 それでは、図画工作科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、児童が主体的に活動し、自ら作り出す喜びを味わうこ

とに課題が見られます。そのために、「つくる」と「考える」は一体化していることに留意し

まして、児童が主体的に活動する時間を十分に確保し、自ら作りたくなるように、また表現し

たくなるように指導を充実させる必要があります。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点でございますが、図画工作では、造形的な創造活動の

喜びを十分に味わわせることと、主体的な活動を引き出せる題材の設定及び題材ページの特徴

に視点を置き、「幼保小中を一貫した教育を充実させるための題材の設定の工夫」を観点にし

ました。 

 それでは、これから１学年、５学年、６学年の中から、主体的な活動を引き出せる題材の設
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定について、電動糸のこぎりを使用する題材等を例にとって具体的に説明させていただきます。 

 初めに、開隆堂出版でございます。１、２年上巻の２、３、４ページをご覧ください。入学

してきた児童が、小学校の図画工作の学習でどんな学習をしていくのか、具体的にイメージを

持たせられるように活動している児童の写真を掲載し、小学校の学習へスムーズに接続できる

よう、工夫が見られます。続いて、５・６年下巻の４６、４７ページをご覧ください。小学校

のこれまでの図工の学習が中学校の美術科や技術・家庭科などの学習につながることや、中学

校へ向けて、小学校で学んだ力をいかしていろいろなことにチャレンジできるように写真を掲

載し、工夫しております。５、６年上巻の教科書１４ページをご覧ください。「糸のこの寄り

道散歩」という題材ですが、この題材で初めて電動糸のこぎりを使用して、作品づくりを行い

ます。本題材では、「電動糸のこぎりの使い方を学び、自由に曲線切りした板の形の組み合わ

せ方を試したり、見付けたりして、作りたいものを創作する」活動を行います。この活動を通

して、初めて扱う道具に慣れ、自由に板を動かして、電動糸のこぎりで板を切るという技術を

身に付けていきます。さらに、自由に切った形から様々なイメージを持たせて、自分の思いを

作品に表していきます。これらのことから、「造形的な創造活動の喜びを十分に味わわせるこ

とのできる」題材と言えます。児童のやってみたい、作ってみたいという気持ちを持たせるた

めに、題材名や、その下のリード文で本題材での大まかな活動をイメージしやすくしています。

そして、学習のめあてを育てたい資質や能力の三つで示し、その言葉も「板の切り方や組み合

わせ方を工夫しよう」というように、「○○しよう」と児童向けの表現となっています。 

 めあてに対する振り返りですが、三つのめあてから、本題材で最も大切と思われる一つに重

点化し、「○○かな」と児童に投げかける表現とし、児童の主体的な活動を促すようにしてい

ます。題材ページの写真を見ますと、児童の活動場面やそのときの会話、制作しているときの

表情や手の動きなどが、児童が発想や構想をするときのヒントとなっています。さらに、作品

例のコメントや吹き出しなども児童が発想、構想していく上で重要なヒントとなっており、主

体的な活動を促すような工夫が見られます。また、この題材で必要となる技能や作品づくりの

手順も写真で紹介されており、分かりやすくなっております。本題材で扱う電動糸のこぎりや

紙やすりの詳しい使い方、安全な使い方については、ページの下の方に、５４、５５ページを

見るようにと書いてあります。５４、５５ページをご覧ください。こちらは写真や絵を大きく

使い、児童自身が使い方を確認できるようになっており、安全面や片付けの方法も示してあり

ます。さらに、各ページにＱＲコードが掲載されており、こちらをタブレット等で写しますと、

題材の参考作品の写真や制作の手順の動画を見ることができるようになっております。この題
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材は、この後、６年生の学習につながっていきます。５・６年の下巻４０・４１ページをご覧

ください。これまで学んできた電動糸のこぎりなどの道具を使用して、さらに「ちょうつがい」

の技術を紹介し、生活の中で役立つ入れ物を作製していく題材です。この「わたしはデザイナ

ー １２さいの力で」という題材では、１枚の板から生活に役立つ入れ物を工夫して作る力を

付けようとしています。このように電動糸のこぎりという一つの道具から、５年生から６年生

へ系統性を持たせて、題材を配置することにより、これまで身に付けた技能を使いながら、そ

の段階で求められる材料や用具の扱い方や技能について、系統的に指導し、その後の中学校の

美術や技術・家庭につなげていくような題材設定の工夫が見られます。 

 続きまして、日本文教出版についてご説明いたします。１、２年上巻の２、３ページをご覧

ください。入学してきた児童が幼稚園・保育園でどんな活動を行ってきたのか想起させ、小学

校の図工でどんな学習ができるか期待を持たせられるように写真を掲載し、小学校へスムーズ

に接続させるための工夫が見られます。５・６年下巻の６４、６５ページをご覧ください。「中

学生になるあなたへ」というメッセージ式となっておりまして、小学校の図工の学習を振り返

りながら、中学校の美術の学習に、また、技術・家庭の学習に期待を持てるような写真を掲載

しております。５・６年上巻の２０、２１ページをご覧ください。「糸のこスイスイ」という

題材では、初めて取り扱う電動糸のこぎりを使って、板を自由に切り、次に切り込みを入れて

組み合わせていくという活動となっております。開隆堂出版と同じように、電動糸のこぎりで

板を切るという初めて使う技術を身に付け、その形から様々なイメージを持たせて、自分の思

いを作品に表していく学習です。「造形的な創造活動の喜びを十分に味わわせることのできる」

題材でございます。特徴といたしましては、どの題材も共通して、一つの題材を見開き２ペー

ジで構成しており、左ページ上部に題材名、それから、その上に学習内容を示し、題材名の下

のリード文で、児童が題材に対して興味・関心を高めるようにしています。その右側の黒板に

は、学習のめあてを育てたい資質や能力の三つで示しています。学習の振り返りとして、右ペ

ージの下に、活動を通して感じたことなどを話し合う際の参考となるものが示されています。

題材ページの写真などを見ますと、制作の過程が左ページ上から下へ、そして右ページへ順番

に示されています。また、児童が実際に板を切り出す様子や、切り出した形から組み合わせて

いくなどの制作している途中の写真や会話により、活動の見通しを持たせるようにしています。

さらに、発想や構想のヒントとなる言葉も多くあり、児童の主体的な活動を促すようになって

います。 

 技能面になりますが、切り込みの作り方が同ページに説明されております。電動糸のこぎり
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の使い方や注意点については、巻末６０ページの「使ってみよう 材料と用具」に写真やイラ

ストを大きく使い、詳しく示されております。この題材の発展として、切った板を組み合わせ

て絵に表す題材や、切った板を使って楽しく遊ぶものを作る題材が本教科書に掲載されていま

す。使用しなかった板や電動糸のこぎりを使って新たな形に切った板を使って、新たな視点を

持たせ、作品づくりをしていきます。６年生へのつながりですが、５、６年下巻の３２ページ

をご覧ください。「１まいの板から」という題材で、１枚の板から無駄のない使い方を考えて、

生活を楽しく豊かにするものを作ることをねらいとしています。「むだのない使い方」と示す

ことによって、高学年ならではの「計画性」をねらいとして高めています。ここでは、制作に

当たって、アイデアスケッチを書いて計画を立て、工作用紙などで試しに作って組み立て方な

どを試し、無駄のない木取りにも配慮しながら工夫して制作する活動が期待されます。この題

材からも、５年生から６年生へ系統性を持たせて題材を配置することにより、これまで身に付

けた技能を使いながら、その段階で求められる材料や用具の扱い方、技能について系統的に指

導し、その後の中学校の技術や技術・家庭につなげていくような題材設定の工夫が見られます。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○川井かすみ委員 教科書内にあるＱＲコードの活用方法ですが、そのＱＲコードは、授業の

中で子どもたちに見ていただくのでしょうか。それともご家庭に帰って、作品集を見てくださ

いという形になるのでしょうか。 

○説明員 タブレットでそのＱＲコードを写すことが可能なところであれば、その場で見て、

児童がその場で作っている様子であったり、実際に動くおもちゃを作ったときのおもちゃが動

く様子だったりなど、制作の手順を見ることが可能です。また、環境的に難しい場合には、家

庭で見ていただくということになります。 

○小澤尚久委員 中には、温めているアイデアがあっても表出するのが苦手な子どももいると

思います。そういう苦手意識のある子どもたちにとっても何か取り上げ方、投げかけ方として

工夫されている場面や、逆に、得意な子どもたちはどんどん発展させていけるような、子ども

たちへの支援として、有効なところがあったらいくつか教えてください。 

○説明員 両者に共通して言えることですが、発想や構想することが苦手な児童は、この教科

書の中に示されている完成作品のコメントや、会話の言葉のところをヒントにする、また、表

情等を見て、作ってみたいな、楽しそうだなという思いを持たせるようなことが挙げられます。 
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 また、技能面で苦手な児童については、作業している手元がアップで写っている写真もあり、

また、巻末の材料や用具の扱い方のページが、活動していく上で参考になっています。得意な

子については、教科書の参考例から、それを更に工夫するような声かけ等によって、よりよい

作品となるよう工夫していけると思われます。 

○小澤尚久委員 それでは、両方の教科書とも同じようにそれぞれの子どもたちに配慮した工

夫が、十分になされているということですね。 

○説明員 はい。それぞれ表現の仕方は違いますが、その発想や構想のヒントとなるものが多

く掲載されております。 

○加藤由美委員 低学年の方で、生活の教科書の中にも紙コップで工作などをして、道具を使

ったりすることがありますが、その使い方や生活の教科書と連動して、何かうまく使えること

があるのでしょうか。 

○説明員 動き方を工夫したり、飾りを工夫したりというところで、表現するということが主

にあります。生活科では、主に気付きなどの部分で、紙コップなどの使用法が示されていると

思われます。 

○宇田川久美子委員 電動糸のこぎりなどが出てくるわけですが、安全面への記載はそれぞれ

いかがですか。 

○説明員 今回、両者とも非常に大きく電動糸のこぎりの使い方を写真やイラストで示してあ

りまして、手の位置などが非常に見やすくなっていると思います。ですから、そこをしっかり

見ることによって安全面への配慮ができると思います。 

○宇田川久美子委員 どちらの発行者も同じように安全面というところでは配慮されている

と考えていいのですか。 

○説明員 はい。開隆堂の方は安全面という部分で項目立てて、「安全」であったり、「かた

づけ」というところが載せてあることが特徴としてあります。 

○村田悦一教育長職務代理者 図画工作の前が音楽でしたが、草加市の児童の実態で、「音楽

好きな児童が多く、歌唱・器楽とも意欲的に取り組んでおります」という話からスタートしま

したが、図画工作は、「児童が主体的に活動し、自ら作り出す喜びを味わうことに課題が見ら

れます」と説明がありました。草加市でも自尊感情や自己有用感を大事に、自分の書いた作品、

作ったものに喜びを見出せないとしたら、大変な問題になってしまうと思いますが、最初の「課

題が見られます」というのは、どういうところでしょうか。指導者の問題でしょうか。 

○説明員 なかなか難しいところですが、教員の指導力の問題もあるかもしれませんし、道具
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の問題など、いろいろなことが絡み合って、主体的な活動を促すような場だったり、時間が設

定できないというようなところも見られます。 

○村田悦一教育長職務代理者 例えば、１年生の教科書の中を見ると、生活科と同じような形

の「さわる」などがあります。内容的には、生活科が１、２年で社会、理科につながりますが、

図画工作は１年から来て、中学で美術、技術・家庭へとつながるあたりが、なんとなく未分化

です。中学では美術になって、その後、高校へ行けば書道、音楽、技術という芸術科の形にな

っていきますが、そのところがうまくいかないために、自分でやっていることの喜びが見出せ

ないのかと、私は自分なりに解釈しています。先ほどの説明を聞くと、とてもいい教科書です

から、まだ使いこなせていないのかもしれません。そういう意味では、学校でもっと図画工作

や生活科、あるいは他の教科との関連をいかしながら授業をしていかないと、図画工作のよさ

がいきていかないという感想を持ちました。 

 そういう意味では、視点としては、題材設定の工夫ということですから、教科書や実生活、

あるいは生活科でやったことなどがうまく関連していけば、子どもたちは自分の作ったもの、

書いたものに喜びを見出していけるかと思います。 

○髙木宏幸教育長 今の村田委員の発言に合わせますと、工作でも、いろいろな興味・関心を

持って、こういうものを作りたい、こういうものを知りたいなど、そういったものはすごく大

事だと思います。今、村田委員からありましたが、この開隆堂は、「あわせてまなぼう」とい

うところで、音楽や国語、道徳というように関連付けている部分が、特に１、２年生にありま

す。日本文教出版はいかがですか。 

○説明員 特に限定して書かれてはいません。 

○髙木宏幸教育長 この違いはどのように受け止めますか。特に記載がなくても、それは指導

者側は当然意識しているという前提で、大きな支障はないのか。あった方がそういう視点を逃

さないで、授業づくりにつなげることができるのか、どうでしょうか。 

○説明員 やはり教科書の中に明示されている方が、教員もそうですし、子どもたちも、国語

で関連されるんだな、国語も見てみようかな、という感じになると思いますので、非常に大事

なことかと思います。 

○宇田川久美子委員 例えば、開隆堂の１、２年上の８ページだと、「好きなもの いっぱい

 食べ物、乗り物、動物、お花、いろいろ描いて楽しもう」というところに、「あわせてまな

ぼう」道徳と書いてありますが、ここで道徳の何を学ぶのですか。 

○説明員 命や生き物です。あるものを大切にしていこう、好きなものを大切にしていこうと
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いうようなところにつながっていきます。 

○宇田川久美子委員 草加市の児童の実態のところで、「つくる」と「考える」が一体化して

いることに留意してということですが、「つくる」と「考える」の一体化とはどういう意味か、

教えてもらっていいですか。 

○説明員 児童がこの作品を作りたいという思いの中で、じゃあ、どういうものをつくろうか

なと考えます。「つくる」と「考える」を一緒に、同様に行いながら、主体的に表現活動を進

めていって、作品づくりをしていく、作りながら考える、考えながら作るというようなことを

一体化して、ということと捉えています。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 家庭」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 家庭〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 家庭科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、家庭生活に関して、児童は調理や裁縫などの実習を好

み、意欲的に取り組んでおります。家庭科の学習を通して、日常生活に必要な基礎的・基本的

な知識や技能を身に付けようという意欲は十分にあります。しかし、知識・技能の確実な習得

には個人差が大きく、また、家庭科の学習が生活をより良くするという考えに結び付くまでに

は至っていません。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点でございますが、家庭科における観点を次の二点とい

たしました。一点目は、「確実な知識・技能の習得」、二点目は、「実践的・体験的な学習活

動」でございます。 

 各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。 

 初めに、東京書籍についてご説明いたします。確実な知識や技能の習得につきましては、ま

ず、教科書４ページ、「学習の進め方」をご覧ください。この教科書の特徴である３ステップ

での学習過程が示されています。題材ごとに、⑴見つめよう、⑵計画しよう・実践しよう、⑶

生活に生かそう・新しい課題を見つけようの３ステップ構成になっており、問題解決的に学習

できるようになっています。１５ページにステップ１、１６ページにステップ２、２２ページ

にステップ３が示されています。このような３ステップの学習過程によって、問題解決的な学

習を進めることができ、基礎的・基本的な知識や技能が着実に身に付けられるように工夫され
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ています。１８、１９ページをご覧ください。実習題材は、イラストや写真を多く使い、紙面

の大きさから、見やすく、実習の流れがよく分かるようになっています。さらにＤマークのつ

いた部分は、調理や製作に関するデジタルコンテンツを活用した学習ができるようになってい

ます。１３０ページをご覧ください。縫う・切るなどの作業的な学習の実寸大の資料が「いつ

も確かめよう」として巻末にまとめてあります。次に、９５ページをご覧ください。本市の観

点である「実践的・体験的な学習活動」につきましては、「生活を変えるチャンス！」のペー

ジで、学習したことをいかして家族のために家庭での実践ができるよう実践の進め方を例示し、

意欲が高まるように工夫されています。続いて、１２４、１２５ページをご覧ください。草加

市の幼保小中を一貫した教育の視点では、幼児や高齢者、外国から来た人との関わりを通して、

共生の視点に気付くことができるよう配慮しています。最後に３ページをご覧ください。巻頭

の目次の次に、「成長の記録」として２年間の学習内容の一覧表があり、学習の振り返りがで

きるようになっています。 

 続きまして、開隆堂出版についてご説明いたします。確実な知識や技能の習得につきまして

は、基礎的・基本的な学習をスモールステップで積み重ねることで、着実に知識・技能を身に

付けられるよう構成しています。まず３ページをご覧ください。題材ごとに学習の流れの三つ

のステップ、①見つける・気づく、②わかる・できる、③生かす・深めるとして、学習の進め

方が示されています。１０ページをご覧ください。各ステップに合わせてめあての提示があり

ます。１３ページにはチェック欄も設けられ、１９ページには学習後の振り返りと自己評価を

促し、基礎的・基本的な知識や技能が確実に習得できるように工夫されています。１４、１５

ページをご覧ください。見開きで学習の流れが分かるようになっており、１５ページ右上にあ

るＱＲコードによる動画や、実物大の資料、調理や製作の流れがつかみやすい横並びの配列な

どの工夫がなされています。実習の流れが写真と説明で分かりやすく表示され、安全面の注意

が必要なところには、１３ページにあるようにチェック欄が設けられ、しっかりと確認・振り

返りができるようになっています。本市の観点である「実践的・体験的な学習活動」について

は、各題材の学習の終わりに「生活に生かそう」があり、学習したことをどのようにいかした

いかを児童に考えさせ、実践できるよう配慮しています。また、自分や家族の「生活」を見つ

め直し、生活をより良くしていくストーリー性があります。続いて、７６、７７ページをご覧

ください。「レッツ トライ 生活の課題と実践」において、課題解決のステップを示し、学

習したことを振り返り、新たな課題を解決するための取組が実践できるよう工夫されています。

最後に、１２６、１２７ページをご覧ください。草加市の幼保小中一貫教育の視点では、中学
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校技術・家庭科「家庭分野」の学習内容が紹介されており、小学校の学習内容を振り返り、中

学校の学習に対する見通しと、小学校と中学校の円滑な接続となるような学習のつながりが分

かりやすく示されています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○加藤由美委員 教科書二つの大きさが違って、ページ数も違いますが、大きいメリット、小

さいメリット、デメリットがもしあれば教えていただければと思います。 

○説明員 東京書籍は、大判でございますが、１ページ当たりの情報量は、東京書籍の方が多

いです。開隆堂の方が１ページ、見開き当たりの情報量は多くないです。東京書籍は、先ほど

申し上げましたとおり、「いつも確かめよう」というところで、手を当てると、ちょうど子ど

もの手と同じ大きさになります。開隆堂も、特に写真や絵を大きく使って、情報量は少ないで

すが、パッと見た感じは、子どもたちが内容に入りやすくなっています。 

○宇田川久美子委員 先ほど安全についての話がありましたが、この両者の安全対策の記述に

ついて分かりやすさなどに違いがありますか。 

○説明員 安全対策に関しましては、東京書籍は、題材の中で、安全指導マークというものを

示して、注意を喚起しております。開隆堂は、安全に実施しようというガイダンスのページが

あるほか、題材の中で、衛生も含めた安全マークで示しておりまして、安全の意識付けがなさ

れております。 

○村田悦一教育長職務代理者 先ほど開隆堂の、「生活をよりよくしていくストーリー性」と

はどういうことなのかをもう少し詳しくお願いします。 

○説明員 この見開きのページのところを見ると、題材が配列されておりますが、例えば５年

生が左のピンクのところで、右側のグリーンが６年生でございます。家族の生活、再発見、生

活を支える家族の仕事というものについて、最初、仕事で、自分にできることがないかなとい

うところから、お湯を沸かすところに入っていって、お湯を沸かして、お茶を飲み、それがゆ

でる調理につながっていき、ゆでる調理からというストーリーがあります。また、学校や地域

の実態に応じて学習、年間指導計画でもちろん入れ替えをすることもあるのですが、このまま

順番で行くと、その季節に合った学習をし、最後に「持続可能な社会を生きる」や「共に生き

る地域での生活」となったとき、中学校での学習とながっていくストーリー性があると感じて

います。 
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○村田悦一教育長職務代理者 小中学校は９年間、特にこの家庭科ですと、５、６年生、中学

校の家庭、技術という学習が終われば、男子でも女子でも自分で調理して、裁縫して生活がで

きるという意味でのストーリー性、確実性は、そういう視点で見たときには東京書籍も開隆堂

も変わらないのですか。これは小中の家庭科だけではなくて、中学校の家庭科も見据えた上で

お聞きしているのですが、その辺は何かありますか。 

○説明員 もちろん東京書籍も、最後は中学校に向けてということで、中学校に行って、こう

いう学習をしたり、自立したりしていくという文言が入っています。生活をより良くするとい

うよりも、最後は、小学校２年間、中学校３年間の学習を終えたときには、生活の自立という

ことをトータル的に考えると、ゴールは同じところにあります。 

○宇田川久美子委員 アレルギーについての取扱いはありますか。 

○説明員 はい。アレルギーでございますが、両者とも食物アレルギーについての記載はござ

います。例えば、ゆでる材料として、今までは卵を使っていたのですが、新学習指導要領では、

青菜やジャガイモなどを扱うことに変わりました。さらに、卵に関しては、ゆでる題材の調理

の活用例として出ていますので、アレルギーに対して、やはり配慮をされています。また、開

隆堂に関しましては、ＱＲコードで読み込んだ際に、食物アレルギーとはどのようなものか、

どういうものが危険なのかというパワーポイントのような資料も提示される仕組みになって

います。１７ページの上のＱＲコードがそれです。 

○宇田川久美子委員 今のところで、東京書籍にはアレルギーに対してのＱＲコードなどはな

いのですか。 

○説明員 東京書籍は、５ページのＤマークが付いているものは、ここから読み取れるように

なっておりまして、こちらを読み取ると動画が出てくるのですが、アレルギーに関しては、特

にそちらで、パワーポイントのような動画資料で提示されています。 

○村田悦一教育長職務代理者 先ほど意欲的に取り組んでいるけれども、個人差が大きいとい

うことが最初にありましたが、その個人差に対応しているとか、男女差も含めてですが、こち

らの方が個人差への対応が随所に見られるとか、そういった違いや特徴的なことはあるのでし

ょうか。 

○説明員 やはりどうしても個人差が出るのは、技能の習得に関しては、１回やっていればで

きることを何回もやらなくてはいけないところだと思いますが、両者とも動画がありますので、

例えば動画を見ながら、自分で何回も繰り返すことができます。１回で見ようと考えると、例

えば開隆堂であれば、「利き手はどちら？」、もちろん利き手も個人差がございますから、利
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き手はどちらということで、技能の方で習得できるようになっておりますし、東京書籍の方も

同じように、右と左の場合というように出ておりますので、個人差に対応は可能だと思います。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 保健」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 保健〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 保健の教科書についてご説明を申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の児童意識調査

や草加市立小中学校体力向上推進委員会での調査において、健康な生活に運動や食事、睡眠が

大切であると答えた児童の割合が全国平均よりも高いという結果が見られた一方で、実生活で

実践されていない現状が見られます。 

 例えば、ほぼ毎日朝食をとってはいますが、バランスのとれた食事がとれていないことや、

学年が上がるにつれて睡眠時間が確保できていないことなどが挙げられます。自分の生活を見

直すことを通して、健康に良い生活について実践する意欲を持てるようにすることが課題であ

ると言えます。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点についてございますが、保健においては、身近な生活

における健康・安全に関する基礎的な内容を重視し、健康な生活を送る資質や能力の基礎を培

うことが必要なことから、「規則正しい生活の確立」といたしました。 

 各発行者の特色、特徴等について、各発行者の第３・４学年のものを例にとってご説明させ

ていただきます。 

 初めに、東京書籍、「新編 新しいほけん」につきましては、まず、教科書の１２、１３ペ

ージをご覧ください。左上にあるように課題が明確に示され、「気づく・見つける」、「調べ

る・解決する」、「深める・伝える」、「まとめる・生かす」という学習の流れになっており

ます。次に、１４ページをご覧ください。「まとめる・生かす」のステップでは、キーワード

を入れてまとめ、振り返りができるようになっており、課題の設定からまとめまでの流れに沿

って授業を展開できる構成となっております。また、ステップごとに記述する欄があり、健康

な生活についての理解と課題を解決するための思考力・判断力・表現力等の育成が図れる構成

になっております。授業終末には資料が配置され、学習したことを自分の生活にいかせるよう

工夫されております。また、全体的にイラストや写真、資料が大きくレイアウトされ、配色が



- 54 - 
 

見やすくなっていて、児童に分かりやすい教科書となっております。 

 次に、大日本図書、「たのしいほけん」につきましては、初めに教科書の６・７ページをご

覧ください。各章の導入に学習をナビゲートするゲームを提示し、児童がその学習への興味・

関心を高められるよう工夫されております。次に、１０、１１ページをご覧ください。１時間

の学習内容が、「やってみよう」、「話し合ってみよう」、「活用して深めよう」という流れ

で、課題解決的な学習を展開できるようになっており、課題を解決するための思考力・判断力・

表現力等の育成が図れる構成となっております。また、ページ下にある「ミニちしき」では、

単元に関連した役立つ知識を紹介し、学習したことを更に広げられるよう工夫されております。

続いて、１８ページをご覧ください。単元終末には、「もっと知りたい！」が配置され、発展

的な学習に取り組める内容やウエブサイトが掲載されており、学びを更に深めるよう工夫され

ております。 

 次に、文教社、「わたしたちのほけん」につきましては、初めに、教科書の６、７ページを

ご覧ください。１時間の学習内容が「ふり返ってみよう」、「考えてみよう」、「新しい自分

にレベルアップ」という流れになっており、初めの学習活動の「ふり返ってみよう」では、自

分の生活を振り返る過程で課題を見付けられるよう工夫されております。次に、８、９ページ

をご覧ください。学習のまとめが、黄色いテキストボックスで示されていたり、重要な語句が

太字で記載されていたりするなど、健康な生活についての基礎的・基本的な内容を理解できる

よう工夫されております。また、「新しい自分にレベルアップ」では、学習したことを実生活

でどのようにいかすのかを考えさせる場面が設定されていたり、１６ページにありますように、

単元終末の「わたしのけんこうせん言」では、学習したことを実生活で実践できるような場面

が設定されていたりして、健康な生活を営む資質や能力を育成できるよう工夫されております。 

 次に、光文書院、「小学ほけん」につきましては、初めに、教科書の１２、１３ページをご

覧ください。右上にありますように学習課題が明確に示され、１時間の学習内容が「はじめに」、

「話し合おう・考えよう・調べよう」、「生かそう・伝えよう」という流れで、課題解決的な

学習の構成になっております。「はじめに」では、自分の生活の振り返りから始まり、自分の

生活の中から課題を見付けられるよう工夫されております。また、課題を解決するために考え

たり調べたり話し合ったりする学習活動が設定され、思考力・判断力・表現力等の育成が図れ

る構成となっております。次に、１４、１５ページをご覧ください。「広げよう・深めよう」

が配置され、動画やウエブサイトなど、学びを広げ深める資料が充実しております。また、近

年の生活習慣や生活環境の変化、ストレスやインターネット被害など今日的な課題に対応した
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資料やホームページアドレスが掲載されており、発展的な学習を支援するよう工夫されており

ます。 

 最後に、学研教育みらい、「新みんなのほけん」につきましては、初めに、教科書の８、９

ページをご覧ください。１時間の学習内容が「つかむ」、「考える・調べる」、「まとめる・

深める」という流れで構成され、それが毎時間、見開き１ページで示されていることで、児童

は見通しを持って課題解決的な学習に取り組めるよう工夫されております。また、８、９ペー

ジの下にあるように、いろいろなマークが記載され、詳しい説明や関連する情報、他の学年、

他の教科の学習内容とのつながりが示され、学習内容と関連付けながら授業を展開できるよう

工夫されております。次に、１０、１１ページをご覧ください。「もっと知りたい・調べたい」

では、学習したことと関連した内容や発展的な内容が掲載され、学んだことが広げ深められる

よう工夫されております。また、学んだことを実生活にいかせるようなシートがあり、健康な

生活を営む資質や能力を育成するための工夫がなされております。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 現代の中で、小学生でも心の病気などを訴える子も多いかと思いますが、

そういうものの扱いは、各者、どのようになっているのですか。 

○説明員 心の健康につきましては、５・６年生の教科書を見ていただきたいのですが、心の

健康というところがございますので、そちらの中でも記載されてはいるのですが、最近、よく

話題に上がってくる、例えばＬＧＢＴなどに関しては、まだ小学校では、具体的な言葉は教科

書のには出てきておりません。ただ、ＬＧＢＴに関しましては、光文書院には、唯一、発展の

中に取り上げられているところがございましたので、そこは他者にはなかったと、一番印象に

残っております。場所は、光文書院の３・４年生の３３ページをご覧いただきたいと思います。

「性についてのなやみ」というところで、これは他の教科書にはなかったかと思いました。 

○宇田川久美子委員 性は分かりましたが、鬱などについてはどうですか。 

○説明員 ５・６年生の教科書で、最初の心の発達の中に、思春期における心の変化などが出

てきますが、鬱という表現はなかったと記憶しております。ただ、心が落ちていくと、体にも

不調が起きるというような内容は書いてあります。光文書院の１６ページ、１７ページと同じ

ようなものが他の教科書にもあります。 

○小澤尚久委員 中学校への接続という観点で、有効である内容や捉え方があったらいくつか
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教えてください。 

○説明員 中学校への系統性のあるというところで考えていきますと、どの発行者も発展的な

内容ということで、それぞれ中学校で習うようなことが小学校の教科書にも記載されておりま

す。また、具体的に見たときには、大日本図書と学研教育みらいは、中学校何年生で学習しま

す、という表記がありました。他のところについては、内容については書かれておりません。 

○宇田川久美子委員 薬物乱用などでは何か特徴的に詳しく、分かりやすく書かれている教科

書はありますか。 

○説明員 やはり学習指導要領の中に入っていることがメインで書かれていますので、どの発

行者でも同じように書かれております。発展的なところでも、中学校のつながりなどもござい

ますので、小学校でやっているところと違うとは思いますが、大きな違いはあまりなかったと

思います。５・６年生の教科書の最後の方のページに、薬物乱用等は載っております。 

○村田悦一教育長職務代理者 先ほどの実態の中で、実践する意欲が持てるようにとありまし

たが、これは言葉を変えれば、主体的にということでいいのでしょうか。そういう意味では、

資料が多かったり、書き込める場所があったりしますが、草加の子どもたちに合っている、主

体的に意欲を持って他の学習に取り組めるようなものは何かありますか。 

 もう一点、規則正しい生活の確立という視点は、５・６年の保健を見たときに、少し小さい

のではないでしょう。保健学習の中で、もう少し健康全般を見ていくような形でないと、規則

正しい生活だけできればいいのか、逆に言うと、規則正しい生活すらできていないのかという

ことになってしまいます。この辺の視点はいかがでしょうか。 

○説明員 まず、規則正しい生活というところに視点を置いたのは、子どもたちの実態として、

食生活はしっかりとしています、食べなければいけない、早寝早起きしなければいけないとい

うところは、とても意識をしている実態はあるのですが、実際にそれが睡眠時間の確保であっ

たり、又は食べる物の内容であったり、そういったところはあまり意識ができていないという

実態がありました。そこを専門部会では重く捉えて、ただの「早寝早起き朝ご飯」ということ

ではなく、具体的にしっかりとそれぞれができているような子どもたちを育成していきたいと

いうことで、選ばせていただいております。 

 続いて、教科書に書き込んだり、ワークシートのようになっていたりということが、実態に

合っているかどうかというところですが、実際に書き込みがある、なしのよさというところで

考えたときに、教科書の中に書き込むスペースが多ければ多いほど、それがワークシートの役

割を果たすことにもなります。子どもたちは教科書だけがあれば、その中で自分の思いや考え
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方も書いていけますし、他のワークシートを用意する必要がなくなりますので、１冊にまとま

っていて使いやすいと感じております。 

 ただ一方で、ワークシートが増えてしまって、その内容を実生活に結び付けるところが多く

なってしまいますと、どの発行者も「発展」というところで扱ったりしていますが、その内容

はどちらかというと、保健で勉強したことを実生活でいかす特別活動などでよく指導する保健

指導というところで行うものであったり、又は学習したところでいかすということで、ご家庭

で取り組んでいただきたいような内容であったり、そういった書き込みを意識して作っている

ところも見受けられましたので、それをよしとするか、しないかというのはまた別かと思いま

す。一長一短あると思いますが、子どもたちからすると、どちらにせよ、教科書になければ、

先生方が用意したワークシートなどを使いながら、自分の考えを持ったり、まとめたりしなが

ら授業を進めていくというところが保健学習であると感じております。 

○髙木宏幸教育長 ５・６年の保健のところで、先ほども宇田川委員からご指摘がありました

が、健康という中で、心の健康という単元で、特に自分の悩みがあったときにどう気持ちを伝

えるかや、心と体のつながりなど、今の思春期の子どもたちにとって、非常に大きな課題だと

思います。心の健康という題材で各者が扱っていますが、より子どもたちの中にスーッと順序

よく、スムーズにこの学習をしっかり展開できるような工夫や、何か特筆すべき編集をしてい

る発行者はありますか。 

○説明員 やはり心の健康に関しては、資料等も多く載っております。どの発行者でも、単元

で勉強してきた後の資料の部分にいろいろなケースが載っていて、それに対してのスクールカ

ウンセラーが答えていたり、又は、現在プロとして活躍しているような有名選手の方々が、以

前どうやって過ごしてきたかなど、心について学んでいくことなどが文章で書いてあったり、

それぞれの工夫がございますので、どこが特筆というところは申し上げられませんが、各者、

ただの学習内容として終わらせるのではなくて、いろいろ考える場面や、資料が付いておりま

す。 

○加藤由美委員 睡眠を確保するというところで、今、情報社会で、子どもたちも６年生のほ

とんどの子が携帯電話を持っていて、携帯電話でラインを行い、夜中までお布団の中で見てい

たり、それがいじめにつながったりすると思うのですが、その情報モラルについて載せている

ところはありますか。 

○説明員 具体的に教科書の内容から少しずれた部分の補足や、関連した資料が載っているホ

ームページのアドレスを記載している発行者がございます。例えば光文書院では、１５ページ
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にスマートフォンやタブレットの使い方など、生活にリンクするところがありますが、こうい

った内容のものがどの発行者にもあると思います。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより小学校音楽、図画工作、家庭、保健の教科用図書に係る採択に入ります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認いたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、加藤委員から投票をお願いいたします。 

(  投  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票状況につきまして、加藤委員と事務局で確認をお願いいた

します。 

(  開  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 音楽、株式会社教育芸術社６票ですので、株式会社教育芸術社といたします。 

 図画工作、開隆堂出版株式会社６票ですので、開隆堂出版株式会社といたします。 

 家庭、開隆堂出版株式会社６票ですので、開隆堂出版株式会社といたします。 

 保健、東京書籍株式会社３票、株式会社学研教育みらい３票、同数でございますので、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の規定によりまして、教育長による決定となります。私

は、東京書籍株式会社を選ばさせていただきましたので、東京書籍株式会社といたします。 

 以上でございます。 

 

○髙木宏幸教育長 ここで、午後３時５５分まで休憩にしたいと思います。休憩後、再開いた

します。 

 

休憩 
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   ◎再開の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。 

 

○髙木宏幸教育長 「小学校 外国語」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈小学校 外国語〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 外国語についてご説明申し上げます。 

 草加市の児童の実態でございますが、草加市学力・学習状況調査質問紙で、小学校５年生、

約９割、小学校６年生、約８割の児童が「外国語活動の授業が楽しい」と回答しており、授業

の中では、特に「友達と英語で話すこと」が一番楽しいと回答した児童が多くおりました。そ

こで、外国語に多く触れたり、外国語によるコミュニケーションを体験したりすることを通し

て、コミュニケーション能力の素地を育成することが必要であると言えます。 

 草加市の児童の実態を踏まえての観点についてございますが、「英語でのコミュニケーショ

ンを図る楽しさが体感できるような工夫」といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴についてご説明申し上げます。各発行者の第６学年のものを例

にとってご説明させていただきます。 

 東京書籍株式会社につきましては、初めに２ページをご覧ください。八つのユニットと三つ

のテーマに分かれた「Check Your Steps」がございます。次に、３ページをご覧ください。こ

の教科書の使い方が明記されております。具体的には６３ページをご覧ください。三つのテー

マのうちの一つ「中学校への扉を開けよう」の単元となっております。次に、６４ページ、６

５ページをご覧ください。毎時間、最初に歌とチャンツを行い、中心となる活動を行って、最

後に、巻末、「Sounds and Letters」を使って、文字指導を行う構成となっております。「S

tarting Out」で音に出会い、６６、６７ページの「Your Turn」で会話に慣れる構成になって

います。「Starting Out」で出てきた音声を繰り返し聞いて、先生や友達とのやりとりを通し

て、繰り返し聞いたり言ったりして、語や表現を練習させるパートとなっております。６８ペ

ージ、６９ページの「Enjoy Communication」は、今まで学習してきた語や表現を使う活動で

身に付けた力を見取るまとめのパートとなっております。７０ページ、７１ページ、単元の最

後の「Over the Horizon」は、コミュニケーション活動と同じテーマを身近なことや他教科に



- 60 - 
 

つなげ、外国の文化等を学べます。８０ページをご覧ください。「Check Your Steps」のコー

ナーでは、ユニット７・８の「Enjoy Communication」の活動で使った巻末のコミュニケーシ

ョンカードを添付します。作成したカードを振り返りながら、卒業記念の寄せ書きを作成し、

スピーチを考え、発表するページとなっております。９６ページをご覧ください。「学び方み

いつけた!」では、小学校で身に付けた言葉の力がつながるように学習を整理しております。

別冊「Picture Dictionary」は、小学校３年生から６年生で扱うべき６００語から７００語や

表現が１冊にまとめられています。次に、開隆堂出版株式会社につきましては、初めに表紙を

お開きください。自分の学習を見通せる「CAN-DO マップ」がございます。Project１、２は、

身に付けた知識や技能を活用する単元となっております。具体的には７５ページをご覧くださ

い。６年生最後の取組として「感謝の気持ちを伝えよう。」という活動を行います。次に、７

７ページをご覧ください。「Let's Play１」でスキット、寸劇を作成し、「Let's Play２」で、

できたスキットを発表します。７８ページには、スキットをいかして、感謝の手紙をグループ、

そして、個人で書き、「Let's Try」で、お世話になった人を招待して発表会をするといった

活動になっております。次に、６０ページをご覧ください。各単元では、単元の始まりで、目

標とする活動が分かり、ゴールを意識しながら学習を進めます。「Let's Listen１」で英語を

聞いて、「Let's Chant１」でリズムに合わせて英語を言って、「Let's Play１」で英語を使

って活動しています。続いて、６２、６３ページでは、聞く活動の後、「Let's Ｐlay２・３・

４」と、英語を使った活動がございます。６４ページ、６５ページをご覧ください。「Let's 

Chant」の後、「Let's Play５」で、なりたい職業とその理由を尋ね合い、「Let's Play６」

で、職業カードを聞いて、その職業となりたい理由を考えて言う活動がございます。６６、６

７ページをご覧ください。「Let's Listen３」で英語を聞いた後、例を見て書き、「Let's T

ry」で将来の夢を発表します。右下の「ふりかえりをしよう」で学習の到達点を知って、次に

つなげています。巻末８１ページの「文字に慣れよう」が単元ごとに設定され、読む、書くの

基礎が体系的に養えるようになっております。１０２ページに、「中学校へつなげよう」とい

う付録もございます。また、１１２ページには、「この教科書で学んだことリスト」があり、

何ができるようになったか確認でき、学習内容を振り返ることができるようになっております。 

 次に、学校図書株式会社につきましては、初めに２、３ページをご覧ください。レッスンは

１０単元あり、３ページ下に記されているように、「Word Corner」では様々な単語を学び、

「Project Time」という、学びを高めるコーナーが年に２回ございます。次に、１０３ページ

をご覧ください。レッスンの扉では、目標や学習の進め方が示されています。足跡一つ分が１



- 61 - 
 

５分間で、モジュール学習にも対応できる構成となっております。１０５ページをご覧くださ

い。上にStepとして、レッスン８の歌、Scene８が太字で示され、このページの学習内容が示

されています。レッスンの１時間目から４時間目までは歌を歌ってから、１０４、１０５ペー

ジのような見開きのLesson Sceneの英語活動を授業の最初に繰り返します。１０６ページ、１

０７ページをご覧ください。１０７ページのStepに流れが書いてあるとおり、最初に歌を歌っ

て、Lesson Sceneの英語を聞き、「Let's Listen」と「Let's Chant」で目標表現を繰り返し

てインプットします。そして、左のページ、①音声を聞いて、後に続いて言う活動で１時間目

を終了します。２時間目もStepに書かれているように、最初に歌を歌って、Lesson Sceneの英

語を聞き、「Let's Listen」と「Let's Chant」を行い、右のページ、②聞く、ペアで伝え合

う、③の⑴、音声を聞いて、単語を読む。⑵で音声を聞いて、英文を指で追う。④音声を聞い

て、英文をなぞってから書き写して、２時間目を終了します。同じように、１０８ページ、１

０９ページもStepで示されているように進みます。１０９ページ⑤では、学んだ表現を使った

異文化や他教科関連の活動を行います。１１０ページをご覧ください。「Use & Check」でレ

ッスンの総復習として、場面を変え、４技能をバランスよく取り入れた活動で学びを深めます。

１１１ページには、５年生から話がつながっているイギリスを舞台とした「Shaggy's Story」

が掲載されております。下段の「Check Time」で学びを振り返ることができるようになってい

ます。 

 次に、株式会社三省堂につきましては、初めに４ページをご覧ください。「HOP」「STEP」

「JUMP」という三つの大単元で学習を進めております。次に、７７ページをご覧ください。「H

OP」では大単元の全体像を把握して、学びの見通しを立てます。７８ページ、７９ページをご

覧ください。「Panorama」は、その課のターゲットや表現や語句について、場面を通して出会

います。８０ページから、Part１、Part２、Part３と進みます。各パートとも、左ページ上段

は、「Listen & Talk」で、ターゲットの表現を学びます。下段は、「Sound Chant」等で、語

句や表現の練習をします。Part１のストーリーは、なじみのある物語を英語で味わいます。P

art２の「Enjoy Reading」は、お話を聞きながら文字に親しみます。Part３の「Enjoy Liste

ning」では、各パートで経験した表現をまとまりのある文を聞いて確認します。８６ページ、

「Write & Talk」は、経験したターゲット表現で、発表ややりとり、各活動を行い、レッスン

のまとめとなっております。次に、９８ページ、９９ページをご覧ください。「JUMP」では、

「STEP」で積み重ねてきたことをもとに自分のことを表現します。９８ページ、「考えよう」

では、グループの活動を基本として、主体的・協働的に学びます。「発表の準備をしよう」は、
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大単元内のステップで経験してきた表現の中から自分の思いを伝える表現を考えます。「友達

に伝えよう」でペアやグループで伝え、「伝えよう」で全体に発表するなど、大単元のまとめ

の活動となっております。１００ページ、「JUMP２」では、できなかったことを修正したり、

友達の姿から学んだりしたことをいかせるようになっております。１０１ページの「CAN-DO

リスト」、「英語でこんなことができた！」や、１２８ページ、「６年生で学習した主な表現」

では、５・６年生で学習した主な表現を振り返り、児童の変容が実感できるようになっており

ます。次に、教育出版株式会社につきましては、初めに２ページをご覧ください。九つのレッ

スンと二つの読み物、「Let's Read and Act」と国際理解コーナー「Let's Look at the Wor

ld」がございます。次に、５ページをご覧ください。冒頭に１年間の目標を示し、英語ででき

るようになりたいことを考えるようになっております。８６ページをご覧ください。見開き１

ページで、まずは単元の目標を意識させ、「Let's Watch」で映像を見て、内容を捉えます。

「Let's Say It Together」で口慣らしをします。「Let's Think」では、気付きや思考を促す

問いが設定されています。次に、８８ページをご覧ください。「Let's Listen」で聞き、８９

ページの「Activity１」でやりとりをする活動を行います。「Let's Think２」では、友達の

夢を応援する英語について考えております。９０ページをご覧ください。「Activity２」では、

就きたい職業についてやりとりをする活動を行います。９１ページの「Let's Read and Writ

e」で読んだり、書いたりします。そして、単元の目標活動としての「Final Activity」では、

学習した語句や表現を使い、やりとりや発表による発信活動を行います。ここで使用している

風船シートは、巻末に自己表現のためのワークシートとして収録されており、児童の成果物と

して評価にいかせるものになっております。９２ページをご覧ください。文字と音声のコーナ

ー、「Sounds and Letters」で、音声と文字への気付きを促しております。９３ページの「R

eview」は、復習と振り返りのコーナーとなっており、「レッスンをふりかえろう」では、三

つの観点に沿って、達成度を確認し、次の活動につなげております。身近な学校生活に関する

テーマや教科横断的な内容も盛り込み、特別活動、学校行事などとの関連を図った教材配列と

なっております。また、１０４ページをご覧ください。「Let's Look at the World」は、言

語や文化、世界とのつながりを感じられる国際理解のコーナーとなっております。 

 次に、光村図書出版株式会社につきましては、初めに６ページをご覧ください。九つのユニ

ットがあり、一つのユニットには、Hop!・Step１・Step２・Jump!という流れで学習が進みま

す。次に、９４ページをご覧ください。右上の「Goal」にこのユニットでできるようになって

いることを示し、そのGoalの下には各単元の目標が端的に示されています。９４ページ左下の
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「Story」は、見開きのイラストを手がかりにして、アニメーション映像を視聴し、内容をつ

かむ活動です。９５ページ右下には、学習する語彙に楽しみながらなれる活動、「Let's pla

y」が設定されております。９６ページ、９７ページのStep１をご覧ください。「Let's watc

h」で、ストーリーを見た一場面を見て学ぶ表現を確かめます。「Let's listen」で英語を聞

いて、「Let's chant」で語句や表現になれる活動を行います。「Let's play」では楽しみな

がら語句や表現になれ、「Let's try」で、学習した語句や表現を使い、お互いの考えや気持

ちを伝え合います。最後に、「Let's write」では、学習した語句の表現を書くことが設定さ

れております。９８ページ、９９ページのStep２も流れは同じで、聞く活動から、徐々に話す・

書く活動へと進んでおります。１００ページ、１０１ページ、「Jump!」をご覧ください。慣

れ親しんできた語句や表現を用いて、文字を指で追って読む活動や、世界の映像を見て話し合

う活動を踏まえて、お互いの考えや気持ちを伝え合う活動が設定されております。右下の「ふ

りかえろう」では、巻末の「CAN-DO」シールを使って自己評価するようになっております。 

 １０２ページ、１０３ページをご覧ください。単元末には「Fun Time」があり、文字の遊び、

英語の歌等が紹介されております。１１４ページ、１１５ページをご覧ください。「Review

 世界の友達」が、各学年に三つずつあり、世界の小学生１２人が紹介され、児童の学習意欲

や異文化理解への関心を高めております。１１６、１１７ページをご覧ください。巻末に、中

学校へ向けて、英語の学習を続けていこうというページが２ページでまとめられております。

次に、株式会社新興出版社啓林館につきましては、初めに表紙をお開きください。ユニットは

八つございます。年間３回「REVIEW」として、学期のまとめのコーナーがございます。次に、

７４ページ、７５ページをご覧ください。単元の扉では「GOAL」が示され、既習事項を使った

即興的なやりとりや、新しい語句・表現の導入を行います。「Listen and Guess」で、聞いて

推測したり、「Jingle」で、ユニットで使う単語や表現をリズムに合わせて言ってみたりしま

す。７６ページ、７７ページをご覧ください。Part１では、ユニットで使う単語や表現を確認

し、後の学習につなげます。７８ページ、７９ページのPart２では、更に新しい表現にも触れ

て、学習を進めます。このパートの「Activity」では、学んだ語句の表現を使ったやりとりの

活動を行っております。二つのパートで聞くこと、話すことを中心とした活動を通して、学習

事項の定着を図ります。８０ページ、８１ページをご覧ください。Part３では、それまで学習

したことをいかして、ユニットのまとめとなる活動を行います。このパートの「Activity」で

は、発表の活動となっております。このように、段階的にインプットからアウトプット活動へ

つながるように構成されております。各パートの最後に書く練習があり、書くことに少しずつ
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慣れていくことができます。８２ページの「Looking Back」では、振り返りと自己評価を行う

ことができます。「Did you know?」のコーナーでは、日本と異なる外国の言語的・文化的な

内容への気付きを促しています。８３ページのように、単元末には、「Let's Read」や「Let

's Read and Write」があり、単語を読んだり書いたりして、文字と音との関係を学習します。

９４ページをご覧ください。先ほど紹介しました年間３回の「REVIEW」のページでございます。

復習問題で、知識及び技能を問う問題に挑戦したり、思考力・判断力・表現力等を働かせたり

する活動を行うことができます。１２０ページをご覧ください。「Can-Do List」で、基本技

能、５領域別の目標を確認でき、５年生、６年生でできるようになったことを振り返ることが

できます。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 現行で使用している文部科学省の教材と何か大きく異なる点があるよ

うでしたら教えてください。 

○説明員 各者とも５・６年生が使用していた文部科学省の教材「We Can！」との対応が考え

られております。 

○小澤尚久委員 草加市の取組で、小学校５年生の９割、６年生の８割が楽しいと答えている

というお話でしたが、今までの積み重ねをいかせるような教科書の内容、取組などがありまし

たらいくつか教えてください。 

○説明員 平成３０年度、令和元年度の２年間は、新学習指導要領への移行期となっており、

５・６年生においては、現行の学習指導要領を踏まえた「Hi friends」と、新学習指導要領を

踏まえた「We Can！」を併用して学習を行っており、どの発行者も「We Can！」とのつながり

を踏まえた学習内容になっております。聞く、話すの活動が多く盛り込まれていて、新学習指

導要領で新たに加わる読むこと、書くことの活動につなげております。書くことでまとめがな

されている部分は、言語の定着において大変効果的だと考えておりまして、言語活動を通して、

文字指導を行うことを大切に考えます。そのことを踏まえた上で、例を挙げさせていただきま

す。 

 ６年生の書く活動について説明させていただきます。東京書籍、６４ページ、６５ページを

ご覧ください。５・６年生で、「Sounds and Letters」で、アルファベットや名前を中心に書

く活動があり、６年生では、「Let's Read and Write」で、毎時間、モデル文を見ながら自分
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のことについて書く活動がございます。 

 学校図書は、６年生の１０７ページ、５・６年生で単元の２時間目、４時間目、６時間目に、

アルファベットの音の動きや目標表現を指でなぞったり、書き写したりする活動があり、１１

０ページで、まとめの「Use & Check」でも書く活動がございます。 

 光村図書でございますが、６年生、９７ページでは、「Let's Write」で学習した語句や表

現をなぞったり、書き写したりする活動がございます。１０１ページのように、書く活動が含

まれている部分もございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市の児童の実態ということで、今までの外国語活動から、

外国語科になるということで、５年生が９割楽しいと言っていたのが、６年生で８割に減って

しまっています。１割減っていることを英語の担当としてどのように考えていますか。また、

中学校へ行って１年生で７割、６割、５割とだんだんと減っていってしまうのではないかとい

う心配があります。英語は、週何時間授業をしますか。 

○説明員 ５・６年生の英語は週２時間です。 

○村田悦一教育長職務代理者 週２時間で、１年間やっていくときに、内容が豊富ですし、こ

れを教えるのが英語の専門ではない担任の先生です。もちろんＡＬＴがいますが、ＡＬＴは、

草加ではどのように担任の補助、アシスタントをやっていくのかを、今の時点で教えてくださ

い。難し過ぎて目標が高いと、英語嫌いになってしまう心配があるのですが、この教科書を使

えば大丈夫だというお話を聞いて、教科書を選びたいと思います。 

○説明員 小学校の段階では、聞いたり、話したりする活動を学校で行うことが、とても大切

だと考えております。５年生から６年生でなぜ外国語が楽しいという回答が低くなっているか

ということについては、小学校５年生は初めての出会いでございますので、期待感等もあると

思います。６年生になり、英語に対しての期待感の部分で、少し減っているのかと個人的に考

えております。 

 また、教科書については、聞くことから導入して、映像を見たりすることから始めています

ので、むしろ言語の発達段階からすると、我々が小さいころから学んでくるのは、聞いて、話

して、読んで、書くという順番で言語を習得していますので、その聞くことと話すことを中心

にどの発行者も作成されておりますので、子どもたちの負担に配慮した構成になっていると考

えられます。 

○加藤由美委員 ５・６年生で楽しいという意見が多かったのが、教科書ができたことによっ

て、つまらないということに変わらないでほしいと思います。子どもの視点も大切ですが、英
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語が苦手な先生方もいらっしゃって、先生方の視点から見て、コミュニケーションがとても取

りやすい教科書かどうか、そういった部分がありましたら教えてください。 

○説明員 例えば、東京書籍の６４ページ、６５ページですが、「Let's Read and Write」で、

毎時間、モデル文を見ながら、自分のことについて書き写す活動がございます。８９ページは、

書いたことをまとめている部分になります。６８、６９ページの「Enjoy communication」で

は、Step１で、まず音声を聞いた後、声に出して読む、次に、さっき書いたセリフを声に出し

て読む、それを友達と交換して読む、といった活動が「Enjoy communication」で、Step２、S

tep３と進んでまいります。 

 さらに、８０ページ、８１ページで、巻末からユニット７・８の活動で使った巻末コミュニ

ケーションを添付して、作成したカードを振り返りながら、卒業記念の寄せ書きを作成し、ス

ピーチを考え、発表するページになっています。 

 開隆堂でございますが、６年生の３７ページ、ペアで２０年後の自分を想像し、同窓会の練

習を行った後、３８ページでは、世界で活躍する自分になりきって、２０年後の同窓会をしよ

うという活動につなげていくということで、活動を段階的に行っていきます。 

 学校図書は、右上に、Stepが示され、どのように進めるかということが先生方には見えると

思います。英語学習の入門期に当たりますので、小学校段階では、音声によるインプットを最

重要視していまして、音声インプットをできる限り多く繰り返し、その中で子どもの気付きを

促していることを基本的にしています。 

 また、各発行者、先生方にとっても、子どもたちにとっても使いやすいように工夫されてお

り、各発行者の特徴がございます。 

○宇田川久美子委員 去年、外国語の授業を見せていただいた時に、他の授業とは異なって、

子どもたちの身振り手振りのコミュニケーション能力が高く、生き生きと活動している姿に驚

いて、すごいなと思いました。これを伸ばしていけたらと思っていたのですが、このように教

科書となってしまうことで、わくわく感のようなものが少なくなってしまってはいけないと思

いますので、わくわく感が特徴的にあるような教科書はありますか。 

○説明員 どの発行者もわくわく感が持てるように、単元などで異なりますが、工夫はされて

おります。 

○髙木宏幸教育長 現在、小学校は外国語活動で、これが教科になります。ここがまず大きな

違いです。今は、外国語活動で子どもたちは英語に慣れ親しみ、楽しんでいることが数字に表

れていて、ほとんどの子が楽しんでいます。その中心は音声による学習です。中学校の英語科
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を見ると、どこでどんどん差がついてくるかというと、文字が入ってきて、極端に言うと、ア

ルファベットが入ってくる、子どもたちの中には、アルファベットの大文字と小文字の違いや

小文字のｂとｄの違いなどでつまずくということがありますね。ですので、音声から文字に、

言葉の習得の過程をなぞっていって、音声を重視しながら、英語学習を進めることによって、

英語が大好きになっていくとつなげていくしかないと思います。小学校６年生の段階で、中学

校に見られる英語の学力差が出てしまうと、これは狙っているところが違うと思うので、文字

の導入と定着をどのようにしていくかが大切だと思います。教科書を見ると、５年生と６年生

では、文字の入ってくる量が違います。３・４年生は外国語活動があり、その流れで５年生に

なるので、少し文字が、ペンマンシップが入り、６年生に行くと思いますが、特徴的だと思う

のは、文字に入るところで、開隆堂は、「文字に慣れよう」ということで、教科書の後半に、

５年生も６年生にも入れていて、分けています。これは大きな、他の発行者と違うところかと

思いました。このように分けていることのメリットとデメリットありますか。５年生の教科書

は６年生と比べると絵が多く、文字がだんだん後半に入ってくる流れになっていますが、５年

生でペンマンシップという、大文字、小文字を学びますよね。その辺りの各教科書の文字の取

り扱い方、特にこの開隆堂は分けて、「文字に慣れよう」と後半に分けて、ある意味で別冊の

ような形になっているようにも見えます。この辺りはどのような評価をしているのかお聞きし

ます。 

○説明員 発行者によって、特徴付けているものはございます。例えば、東京書籍でしたら、

６年生の６４ページ、６５ページの「Sounds and Letters」で、アルファベットや名前を中心

に書く活動があります。「Let's Read and Write」で毎時間、モデル文を見ながら自分のこと

について書き写すといった形で取り込まれているのが特徴でございます。 

 開隆堂は、先ほどありましたように、後ろにまとまっております。 

 学校図書については、１０７ページや１０９ページのように、２時間目と４時間目と６時間

目にこの文字を聞いて、単語を読んだり、英語をなぞってから書き写すことがパターン化され

ているのが特徴でございます。 

 三省堂につきましては、６年生の８６ページ、「Write & Talk」で書く活動を取り扱ってお

ります。 

 教育出版、６年生の９１ページ、風船シートがありますが、「Let's Read and Write」で読

んだり書いたりする活動が、各単元末に設定されて、後ろにワークシートが付いております。 

 光村図書につきましては、６年生、９９ページの右下に「Let's Write」というコーナーが
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ございますので、学習した語句や表現をなぞったり、書き写したりする活動があります。 

 啓林館につきましては、６年生８１ページの単元末に、「Let's Read and Write」で、アル

ファベットや書く活動があり、話したり、聞いたり、慣れ親しんだ表現を用いて、自分が言い

たいことを選択して書く部分があります。開隆堂は特化しておりますが、書くことについては、

それぞれの発行者が折り込んでいます。 

○川井かすみ委員 辞書は使われるのでしょうか。中学生になってから辞書を使うのか、それ

とも５年生のうちから使っていくことになるのでしょう。単語が分からなかったら、辞書を見

て調べるといったことはありますか。 

○説明員 基本的には、各発行者も単語については巻末に解説がございます。「Word List」

という形で載っている発行者や、東京書籍の別冊で、「Picture Dictionary」があったり、絵

辞典であったり、単元に沿うような形でカードであったりなど、様々でございます。 

○川井かすみ委員 例えば、教科書に載っている単語が分からないということではなくて、先

に耳で覚えて、その単語はこういう意味だと覚えていくので、全く辞書は使わないで耳だけで

覚えるということですか。 

○説明員 各発行者は、最初に使いたい語句については、映像や音声で繰り返し聞かせており

ますので、文字として、辞書で調べる形で進んではいきません。 

○川井かすみ委員 聞いて、その聞いたものと単語の意味が合っていないと、不安になること

もあると思います。単語一つ一つについて、どこまで子どもたちに教えていますか。例えば、

５年生の教科書で、耳で何となく聞いていればいいのか、それとも書いてある単語の意味を全

部覚えていかなけばいけないのかというところで、あまりにも単語が多いので、教科書だけを

見ると、不安になるかと思いました。分からない単語があるならば、どうやって調べるのか疑

問に思ったので質問しました。 

○説明員 小学校の学習指導要領で、書くことについて、まず定義を申し上げますと、まずは

大文字、小文字を活字体で書くことができるようにする、又は、語順を意識しながら、音声で

十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができるようにするというこ

とが一つと、あとは、自分のことや身近で簡単な事柄について、例文を参考に音声で十分慣れ

親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにするということですの

で、両方とも音声を十分に聞くということで、書き写す、基本的な表現で書くことができると

いうことでございますので、こちらの教科書で分からなかった単語を辞書で文字を見て探すと

いう活動ではないかと思います。ですので、十分に聞くことや映像でインプットされるような
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構成になっています。 

○髙木宏幸教育長 草加では、小学校の全ての外国語活動、英語科について、ＡＬＴとのティ

ーム・ティーチング、あるいはティーム・ティーチングを組めるようなＡＬＴの配置をしてお

りますが、これは各者、このＡＬＴのこと、ティーム・ティーチングの授業づくりに関しては、

扱い方として扱いにくいとか、これは扱いやすいといったことはありますか。ＡＬＴのティー

ム・ティーチングを行った時に、この教科書だとすごく活動として、授業の組み立てがしやす

いと思えるような編集をしている教科書というのは、どの発行者も工夫をして、そういったこ

とに対応できるような編集になっていると理解してよろしいでしょうか。 

○説明員 はい。各発行者、工夫されていると考えられます。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「小学校 道徳」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈道徳科 道徳〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 道徳科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市では、「心豊かな児童生徒の育成」を掲げ、学習を通して「いのちの尊さ」や「いの

ちの大切さ」を意識させております。全国学力・学習状況調査や埼玉県学力・学習状況調査等

の結果からも、自尊心や自己肯定感を高めていくことが大切であると言われ、道徳を通して、

少しでもそれらの力を高めていくことができればと考えています。 

 そこで、草加市の児童の実態を踏まえた調査の観点として、「『いのちの大切さ』を実感で

きる工夫」を設定いたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴についてご説明申し上げます。 

 初めに、東京書籍についてご説明いたします。４年生の４１ページをご覧ください。「学校

を幸せな場所にするのは、だれだろう」と挿絵をもとに児童に問題を投げかけています。それ

を受け、４２ページでは、「わたしの見つけた小さな幸せ」という間接教材に取り組みます。

４６ページをご覧ください。「いっしょになって、わらっちゃだめだ」の教材を読み、実際の

クラスの様子を想起させるようになっています。このように２時間を連続してユニット形式の

学習にすることで、児童がいじめについて、より深く考えることができるようになっています。

８６ページ、８７ページをご覧ください。「出会う・ふれ合う」というコーナーがどの学年も

二つ設けられています。「あなたのやさしさにありがとう」では仲間のよさを感じられるよう
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にしています。１２１ページ、１２２ページをご覧ください。ここでは「もっとこうすれば、

きちんとできる」という内容で、自分自身の振り返りをするようになっています。「いのちの

大切さ」に関しては、学年に応じた資料を各学年三つずつ取り上げています。低学年には、自

分に関わる命、中学年には、命の連続性、高学年には、国際親善や戦争を題材に取り上げてい

ます。 

 次に、学校図書についてご説明いたします。学校図書は全学年、読み物教材でまとめられた

「きづき」と、活動教材の「まなび」の２冊からできています。読み物教材の「きづき」４ペ

ージをご覧ください。「はじめのいっぽ！学級づくり」があり、より良い学級集団を形成する

ことが大切であることに気付くよう工夫されています。読み物教材の「きづき」、６ページ右

下をご覧ください。それぞれの教材の下にＱＲコードがあり、登場人物の紹介や補助資料を見

られるようになっています。いじめの問題について、読み物教材の「きづき」３８ページをご

覧ください。教材「かたづけ当番」は、一人に片づけを押しつけてしまい、それに気付かずに

遊んでいることについて、漫画で分かりやすく問題提起をしています。これを受けて、「まな

び」の２９ページには、自分の考えや友達の考えを書き、意見を交流しながら、公平公正につ

いて考えを深められるようになっています。「きづき」１２８ページをご覧ください。「ちょ

っと待って」では、情報モラルだけではなく、相互理解についても考えさせる教材になってい

ます。 

 次に、教育出版についてご説明いたします。どの学年にもいじめについて学習する教材があ

ります。４年生の３６ページ、３７ページをご覧ください。「分けへだてなく」という主題名

で、いじめについて考えようとストレートに取り上げ、その後「プロレスごっこ」を読み、み

んなで教材文を通していじめについて考えます。「いのちの大切さ」については、１年生は３

教材、２年生から６年生までは２教材を連続させて配置し、ユニット形式で掲載しています。

４年生の１３０ページ、１３１ページをご覧ください。命はどうして大切なのか、事前に話し

合いをさせてから、「おばあちゃんとの思い出」について学びます。さらに１３４ページの「命

―せいいっぱい生きる―」の教材を読み、生きたくても生きられなかった命のはかなさについ

て考えます。また、いじめや自殺にも触れて関連性を持たせる工夫があります。５３ページを

ご覧ください。「やってみよう」のコーナーがあり、２人１組になって、挨拶をする側、され

る側のロールプレイを行うことにより、そのときの気持ちを考えさせることができるように工

夫されています。７３ページ、７４ページ、７５ページにも同様に「やってみよう」があり、

謝りに行く場面を演じる体験を通して、そのときの気持ちを考えさせる工夫があります。 
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 次に、光村図書出版についてご説明いたします。目次の前に詩が掲載され、全学年「みんな

 生きてる みんなで 生きてる」で終わっている詩で、生命の尊重を意識させるようにして

います。５０ページをご覧ください。教材文の中にはＱＲコードがあり、教材文の音声、関連

情報の外部リンクを紹介してもらえます。「いじめをゆるさない心」のコーナーが各学年に設

定されています。４年生の４１ページ、４５ページ、４９ページをご覧ください。「ひとりぼ

っちのＹちゃん」では、続けて、４５ページの「学級会での出来事」や４９ページの「いじめ

を見つけたら」を連続して扱うことにより、いじめ問題に対して、様々なケースから考えられ

る工夫があります。「いのちの大切さ」については、三つの教材が掲載されています。１０４

ページをご覧ください。「生き物と機械」の教材文があります。本物の犬とロボットの犬を通

して、生き物の大切さと不思議さについて考えさせています。さらに「学びの記録」、６６ペ

ージ、１４４ページ、１８６ページが学年、３か所設けられ、自分の成長を実感できるととも

に自尊感情を育むよう工夫されています。 

 次に、日本文教出版についてご説明いたします。教科書より一回りサイズの小さい「道徳ノ

ート」が別冊でついているのが特徴です。４年生の２８ページをご覧ください。全ての資料の

資料名の横に、主題やあらすじ、主な登場人物のイラストの絵が掲載されています。８４ペー

ジをご覧ください。いじめ問題については、全学年において「いじめをなくすために」のコー

ナーを設け、いじめをなくすにはどうしていけばいいのか、考えさせるようになっています。

「遠足の朝」に続いて、８８ページ、８９ページをご覧ください。「心のベンチ」、「なくそ

う！ いじめ」では、いじめについて話し合った後に、９０ページの「いじりといじめ」の教

材を読み、さらに学習を深められるようになっています。読んで考えて、更に読むというサン

ド形式の学習が工夫されています。１０４ページ、１０５ページをご覧ください。「友達のよ

いところさがし」ビンゴゲームが設定されています。ゲーム型の「心のベンチ」のコーナーが

各学年に設けられ、意図的に友達とゲームを通して関わりを持ち、人間関係がつくれるように

なっています。 

 次に、光文書院についてご説明いたします。１０ページをご覧ください。いじめ問題につい

て、４年生では最初に学習を始めます。新しい友達のことを知るにはどうすればいいのか、み

んなで意見を交え、次の「みんなでやってみよう！」の言葉のキャッチボールができるように

するためのロールプレイを行い、温かな人間関係を形成しようとしています。「いのちの大切

さ」に関しては、５３ページをご覧ください。「みんなの命」の扉で、「命を大切にするため

にできることってどんなこと」について、まず話し合いをしてから、「レスキュー隊」の教材、
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１５６ページの「五百人からもらった命」を通して、さらに命の大切さについて掘り下げて考

えるように工夫されています。資料の下部には、考えるためのヒントや大切な見方が書かれて、

児童の思考を促すようになっています。巻末の折り込み式に「学びの足あと」を毎時間記入で

きるように設けられています。１５８ページをご覧ください。「ちびまる子ちゃんと考えよう！」

が全学年に設けられ、「みんななかよし 楽しい学校」等のテーマで学年に応じた課題を提供

し、意欲的に話合いができるようにしています。 

 次に、学研教育みらいについて説明いたします。３ページをご覧ください。ＱＲコードで、

教材に関わる画像、動画、音声、外部リンク情報を引き出せるように工夫されています。教材

のページにはマークが記されています。他の教科書と一番違うところは、教材文では、意図的

に全ての学年において、主題名を記載しないことで、児童が自ら主体的に課題を発見し、解決

する資質や能力を培うよう構成されているところです。６２ページをご覧ください。いじめ問

題について、「山びこ村の二人」では、仲間外れについて考えさせています。６６ページをご

覧ください。「休み時間のできごと」では、身近な題材を扱い、６９ページにある「つなげよ

う」で、「自分の使っている言葉をふり返ってみよう」の学習を通して、「いやな気持ちにし

ない・させないことの大切さ」を主体的に考えられるようにしています。「いのちの教育」を

最重点のテーマとし、複数時間扱いのユニットとしています。４年生では三つの教材のうち、

１２３ページの「ウミガメの命」で自然界の生き物について、続く「えがおのクリニクラウン」

で命の尊さについて学習します。 

 次に、廣済堂あかつきについて説明いたします。教科書の中に組み込まれている「道徳ノー

ト」が別冊になっています。いじめの問題については、５３ページをご覧ください。「同じ仲

間だから」の教材文には、仲間外れのことについて取り上げています。３６ページをご覧くだ

さい。「相手の心によりそって」のコーナーでは、コミュニケーションの在り方について、話

合いを通して、より良い人間関係をつくることができるように学習を設定されています。続い

て、７６ページをご覧ください。「げんたの消しごむ」と「正しいことは勇気をもって」の２

時間続きの学習を通して、人間関係がつくっていけるように工夫されています。「いのちの大

切さ」に関しては、全学年で３時間を配当し、２時間連続で設置しています。「道徳ノート」

をご覧ください。関係する一つから三つの資料記述部分があり、学級の実態等によって柔軟な

使用方法が考えられるようになっています。ノートの２４ページをご覧ください。心に残って

いる授業の記録として記述箇所が設けられています。また、最後のページに「心のしおり」が

あり、先生や家の人に見てもらった記録をする場所があり、家庭との連携が図れるようにもな
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っています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

○川井かすみ委員 道徳は、感じ方や考え方はそれぞれだと思うのですが、評価をする場合の

観点や支援はどのように考えて、評価をしていくのですか。 

○説明員 授業の中で、メインになるところの主発問を教員は用意をしております。それに従

って、子どもたちがその中でどのように考えてくれるのか、また、最初の段階では、アンケー

ト等をとっていますので、事前の学習のところの子どもたちの様子、そして、授業を通しての

メインになったときの自分ごととして考えたりもしながら、児童がそこで変容について考えて

いきます。また、評価等については、ワークシートやノートに子どもたちの言葉を書いたり、

また、授業中の発表などから見取っていくことをしております。 

○川井かすみ委員 そうすると、評価はどれだけ意欲的に考えられるかや積極的に関わってい

るかといったことになりますか。 

○説明員 はい。また、授業の中で、最初の部分と授業が終わってから、こういう考えもある

んだと気付くことや他の友達と話し合ったり、考えを深めたりしながら、授業の中での変容と

いうところも評価を上げていくようにしています。 

○村田悦一教育長職務代理者 今の評価と関わるところもあるのですが、草加市の子どもたち

の実態の中で、自尊心や自己肯定感を高めていくということがありました。具体的には、道徳

を通じて、自尊心や自己肯定感がどのように高まっていくのかが分からないのですが、どのよ

うな指導で自尊心や自己肯定感が高められるのでしょうか。 

○説明員 道徳の勉強をしていく中には、内容項目がございます。その中で例えば、自分はあ

まりよさがないという学校や学級の実態に応じては、個性伸長の学習の中で、より自分にとっ

てよさや、それから、友達等の話の中で、自分にはこんな良いところもあったんだというよう

な学習をすることができると思います。それによって、まず自己肯定感は、一つの学習を通し

て高めていくことが考えられると思います。 

 また、すぐに諦めてしまう子どもについては、粘り強さというところについて欠けてしまっ

ていると思いますので、その内容を特化していきながら、頑張ることはこんな良いところがあ

るんだ、自分はこういうことはできないけど、これだったら頑張れるというところについて、

学習を通して、又は、友達の中で、よさに気が付いていき、学習を進めることができると思い
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ます。 

○村田悦一教育長職務代理者 どの教科でも、主体的・対話的で深い学び、考え、議論する道

徳という意味では、自尊心や自己肯定感が高まっていくと考えているのですが、特に今、主体

的・対話的で深い学びを同じような内容で、同じような取り扱いなのでしょうか。あるいは、

何か違いはあるのでしょうか。 

○説明員 例えば、５年生の学習で、「すれ違い」というものがございます。学研教育みらい

ですと１５２ページ、光村図書では３７ページ、学校図書では２０ページ、日本文教出版につ

いては１３６ページ、これは全て同じような題材になっています。この中で、今までですと、

一人の主人公に対して、この主人公の心の変容についていろいろ話し合っていくところであり

ましたが、ここの表記が一番分かりやすいのは、光村図書だと思いますが、光村図書の場合に

は、この段階で上にも下にも文章が書かれています。内容については、それぞれの発行者の表

記の問題だと思いますが、今までですと、文章の中に一人の主人公について、その主人公の変

容を追っていく学習であったものが、このようにお互いの立場の違う友達について、こっちの

子どもであれば、どのように考えるのか、一方、こちらの場面だとどのような気持ちになるの

か、それぞれの学習が主体的・対話的で、考え、議論するという視点からも活用することは可

能かと思います。様々な発行者でこのような工夫がされています。ですので、この教材をもし

扱うのであれば、どちらの主人公の話をしてみたいということで、意図的に自分が選ぶことが

まずできるかと思います。また、そうではなくて、お互いのこの時の気持ちについて追ってい

き、考えるという学習展開もできると思います。どのように話し合いたいのかを子どもたちと

一緒に授業を組み立てていくというのも一つの方法としてはあると思います。 

○髙木宏幸教育長 「すれ違い」という題材で構成されている単元がありますが、これはそれ

ぞれの教科書の違いがあります。例えば学研は、主題を書かないで、子どもたちにこの教材を

通して、考えさせる。他の発行者、光村図書で言えば、「相手の立場」が書いてある。それか

ら、日本文教出版も「相手の立場も大切に」と書いてあったり、さらに教科書によっては、読

む前から、その教材のあらすじやリード文のようなものが書いてあるものもあります。これは、

同じ「すれ違い」ということでも、この違いは、メリット、あるいはデメリットということに

関しては、どのように受け止めますか。 

○説明員 こちらは５年生の教材になってきますので、高学年になればなるほど、書いてある

文章が長くなってきます。４５分の中で授業をセッティングした場合に、これをいかに早く読

み取ってもらい、どれについて話合いをしていきたいかをタイトな時間で話合いをしなければ
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なりません。そうなったときに、経験の浅い教員の場合ですと、テーマが最初に書いてあるこ

とによって、読み進めていかなくても、最初のところで子どもたちが確認できて授業が進めら

れるというメリットがあります。 

 一方で、もう既にテーマが出ているということになりますので、意見が最初に主題名などが

あるがために、それが遮られてしまう可能性もあるということがあります。 

 逆に、ないことによって、子どもたちと一緒に授業を進めていくような授業のスタイルが、

確立できることもあるかと思います。これは教員の経験値や教材分析をどれだけ行っているか

ということにも差が出てきてしまうということはあります。ですので、一概にどちらが良いと

は言えないということがあります。 

○加藤由美委員 情報モラルについて、各者の特徴がありましたら教えていただければと思い

ます。 

○説明員 今回の教科書では、どの発行者も情報モラルについては、非常に丁寧に扱っており

ます。その中で、発達段階に応じまして、子どもたちの、例えば１年生ぐらいでしたら、これ

はいいのかなということで、友達のことを勝手に黒板にいたずら書きをするといったところか

ら触れる内容もございます。発達段階に応じてということもあるのですが、高学年になります

と、携帯電話のトラブルも学校現場で発生しておりますので、そのことについて考えていく内

容も多くございます。その中で、６年生の教材の中では、学研教育みらいの１１０ページ、こ

ちらには、「会話のゆくえ」という教材で、携帯の画面で初めのうちは、「ねえ、みんな」と

話をしていくのですが、後半になると、ある一人の子どもの悪口のようなものになっていき、

このままでいいのかなと、投げかける教材も一つございます。 

 また、光文書院の同じく６年生でございます。こちらの４８ページですが、「ほんとうに大

丈夫？」の教材については、今までの学習に対してのユニット型のもので組み合わせ、教材を

読んでから、５２ページのように、資料に基づいて、みんなで話し合いをしていくようなもの

もございます。また、日本文教出版の５６ページ、５７ページでは、「心のベンチ」があり、

辿っていけるようなものということで、いろいろな内容が、ただ読むだけではなく、それぞれ

の発行者によって扱うものの工夫がされております。 

○村田悦一教育長職務代理者 主題名がないということについて、教員の視点から、学ぶ児童

の視点で見ると、主題名のみなのか、いろいろとあらすじなどが書いてあったほうが主体的・

対話的で深い学びができるのか、いかがでしょうか。それぞれの子どもの実態に応じたものが

良いと思うのですが、どっちが良いとは言い切れないのでしょうか。先ほどは、教員の視点か
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らのお話でしたが、子どもたちの視点から見ても同じですか。 

○説明員 子どもたちの視点から見ても、あることによって、やはり妨げられることもあると

思います。草加市の中でも学校がたくさんありますので、その学校の児童の実態に応じても違

ってくるのかと思います。 

○宇田川久美子委員 道徳ノートが付いている発行者がありますが、ノートがあることのメリ

ットとデメリット、また、ノートの中で何か特徴的なことがあれば教えてください。 

○説明員 道徳ノートについては、３者が別冊でございます。こちらのノートについては、発

行者ごとに、その項目の教材に応じて、どのように学習をしていったら良いのか書き進めてい

くものもあれば、この内容項目について、いくつかのものが一緒になっている発行者もござい

ます。また、付いていない教科書につきましては、各学校で道徳ノートを活用しており、ワー

クシートや別に１冊のノートを用意して、学習の中で、例えばアンケート等で、友情について

はこのように思っているということが、学習が終わったときに、「じゃあ、今日の勉強でどん

なことを感じた？ 書いてみて」と言って書くと、結構、上と下が変容していることが分かる

ものが多いので、そういうようなノートを使っているところも多くございます。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより小学校外国語、道徳の教科用図書に係る採択に入ります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認いたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、小澤委員から投票をお願いいたします。 

(  投  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票状況につきまして、小澤委員と事務局で確認をお願いいた

します。 

(  開  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 英語、開隆堂出版株式会社５票、学校図書株式会社１票ですので、開隆堂出版株式会社とい



- 77 - 
 

たします。 

 道徳、株式会社学研教育みらい６票ですので、株式会社学研教育みらいといたします。 

 以上でございます。 

 

○髙木宏幸教育長 以上で、小学校用教科用図書の採択につきましては、決定いたしました。 

 現在審議しております第３２号議案でございますが、本日の審議はここまでとし、中学校用

教科用図書の採択につきましては、明日８月６日に引き続き審議を行いたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

(「はい」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、本日の審議はここまでとし、中学校用教科用図書の採択につき

ましては、明日８月６日の審議とさせていただきます。 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、明日８月６日の日程について、事務局からお願いいたします。 

○教育総務部長 明日８月６日火曜日の会議につきましては、時間は午前９時５０分から、場

所は本日と同じく、ここ文化会館第１・２研修室で引き続きお願いしたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

   ◎閉会の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、以上をもちまして、本日の委員会を終了いたします。 

午後５時２５分 閉会 
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令和元年８月６日（火）午前９時５０分 開会（草加市文化会館 第１・２研修室） 

   ◎開会の宣言 

○髙木宏幸教育長 ただ今から、令和元年教育委員会第２回臨時会を再開いたします。 

 審議の途中となっております、第３２号議案「令和２年度使用小学校及び中学校用教科用図

書の採択について」、引き続き審議を行うことといたします。 

 

   ◎議案審議 

○髙木宏幸教育長 ただ今から、審議に入らせていただきます。本日お配りしております「令

和元年教育委員会第２回臨時会説明委員名簿」のとおり、教科用図書選定資料作成委員会委員

長、副委員長及び担当委員を説明員として出席させますので、ご了承願います。 

 

   ◎第３２号議案  令和２年度使用小学校及び中学校用教科用図書の採択について 

○髙木宏幸教育長 それでは、審議の途中となっております第３２号議案ですが、昨日同様、

まず、各種目の担当委員から選定資料について、報告をいたします。その後、その報告に対す

る質疑及び協議を行います。そして、採択を行いたいと思います。 

 それでは早速、「中学校 国語・書写」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 国語・書写〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 それでは、国語科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、草加っ子の基礎・基本を重点として、各中学校で指導

を積み重ねています。全国学力・学習状況調査の結果から、「話すこと・聞くこと」「書くこ

と」「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の基礎・基本の内容につい

ては、身に付いていることがうかがえます。しかしながら、「話すこと・聞くこと」において、

目的を正確に捉え的確に話すこと、「書くこと」において、必要な情報を読み取り、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと、「読むこと」において、文章の展開に即して心情を理解する

こと、また古典に親しむこと、語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことなどに課題が

ありました。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてございますが、「言語活動を豊かにする工夫」、
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「学校図書館の活用や読書指導の工夫」、「伝統的な言語文化（古典）の指導の工夫」、と設

定いたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。国語科につきましては、各発

行者の第１学年及び第３学年のものを例にとって、言語活動の工夫としてスピーチの取組例、

また、伝統的な言語文化、古典の取組として、草加っ子が親しみやすい「奥の細道」を例に、

説明させていただきます。 

 東京書籍につきましては、第１学年、１１５ページをご覧ください。「具体例を挙げて伝え

よう」というスピーチ活動で、題材としてことわざを取り上げております。学習の流れを提示

して見通しを持たせ、次のページ以降で、発音・発声の練習や選んだことわざについての交流、

構成メモのつくり方、そしてスピーチ活動へとつなげています。次に第３学年、１３５、１３

６ページをご覧ください。「奥の細道」の冒頭を２ページに渡って配置しています。上段に原

文を大き目の字で、中段に色を変えて現代語訳を、下段に語釈を配置しています。また、１３

７、１３８ページにある旅程図は折り込み式で、写真入で俳句を紹介し、裏面には江戸から平

泉までの旅程の資料を掲載しています。発展学習として、１４３ページにありますように、「奥

の細道」の表現の特徴について話し合う活動を取り入れております。 

 次に、学校図書につきましては、第１学年、４３ページをご覧ください。自分のお気に入り

について紹介し合うスピーチ活動です。学習の見通しを提示した後、次のページ以降で、具体

的な話題や構想メモが図で示され、また、スピーチメモや聞き手のメモの例が示されておりま

す。その後、コメントを交流するという活動につなげています。第３学年、１７８ページをご

覧ください。「奥の細道」について、導入文の後に、冒頭部を１７９、１８０ページにまとめ

て配置しています。上段に原文を太字で示し、中段に現代語訳、下段に語釈を配置しています。

行程につきましては、１８３ページにございますように、俳句の紹介を多く示しております。

また、発展学習として、１８４ページにありますように、「芭蕉に短い手紙を書こう」という

活動を取り入れております。 

 次に、三省堂につきましては、第１学年、２５ページをご覧ください。「聞き上手、話し上

手になるために」という単元を設け、次ページ以降で、「話す・聞く」のスキルアップをさせ

るために、１対１やグループになってのスピーチ実験を取り入れています。その後、紹介した

い人物や大切にしているものをテーマにしたスピーチ活動につなげています。第３学年、１１

８、１１９ページをご覧ください。「奥の細道」の冒頭を見開き２ページで提示し、上段に原

文を大き目の字で、中段に現代語訳を青字で、下段に語釈を配置しています。１２２ページに
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ありますように、行程図は半ページにまとめています。発展学習として、１２３ページにあり

ますように、「学びを広げよう」を設け、「奥の細道」から１句を選んで紹介し合う活動を取

り入れています。 

 次に、教育出版につきましては、第１学年、４２ページをご覧ください。情報を分かりやす

く伝えるために「フリップを用いて報告する」という活動を取り上げています。４３ページに

は通学安全マップの例や構成の例を、４４ページにはスピーチの例文を提示しております。第

３学年、１０４ページをご覧ください。「奥の細道」の導入文を提示した後、旅程図を１０６、

１０７ページに見開き２ページ、俳句を写真入りで紹介しております。「草加」の地名も記載

されております。冒頭につきましては、１０８ページに１ページでまとめ、上段に原文、下段

に現代語訳を配置しています。発展学習として、１１３ページの「深めよう」にありますよう

に、印象に残った俳句の紹介文を書く活動を取り入れております。 

 最後に、光村図書出版につきましては、第１学年、５６ページをご覧ください。「好きなも

のを紹介しよう」という活動を取り上げています。５７ページからは、クラスの生徒に向けて

どうスピーチを組み立てるべきか、スピーチメモの例を示すとともに、実際の場面の写真や絵、

スピーチの例文をもとに、見通しを持って主体的に学習できるよう工夫しています。また、ス

ピーチの前と後に交流の場を設け、言語活動の充実を図るとともに、「生活に生かす」で、日

常生活の中での活用例を提示しています。第３学年、１４６、１４７ページをご覧ください。

「奥の細道」の冒頭を見開き２ページで提示し、上段に原文を太字で大きく、中段に現代語訳、

下段に語釈を配置しています。行程につきましても、１４８、１４９ページで見開きで示し、

生徒の興味が高まるように俳句のイメージを写真入りで紹介しています。「草加」の地名も記

載されております。発展学習として、１５４ページにありますように、古典の言葉を引用した

メッセージを身近な人に書くという、生徒が古典に親しみを持てる言語活動の具体例を挙げて

取り入れております。 

 最後に、現在使用している光村図書出版の使用実績につきましては、一つ一つの教材の初め

と終わりに目標が示され、見通しと振り返りにおいて活用しやすく、また、言語事項において、

説明や例、練習問題が適切に示され、生徒にとって理解しやすい構成になっております。 

 国語の説明は以上でございます。 

 続いて、書写の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、草加っ子の基礎・基本をもとに、各中学校では、書く

姿勢や筆記具の持ち方、書体の違いに留意して、文字を正しく書けるよう指導しております。
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市内硬筆展や書き初め展など競い合う場を設けての意欲の向上や、日常生活の中での書写の技

能の向上に、学校ごとに工夫していることがうかがえます。しかしながら、書体の違いに考慮

して字形や筆順、配置等に気を付けること、また、書写の時間に習得した知識や技能を日常生

活における文字を書く場面にいかすことが課題となっております。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてございますが、「学年間の系統的・計画的な

指導との関連についての工夫」、「硬筆と毛筆との関連についての工夫」、「目的に合わせて

文字を整えて書くことについての工夫」、と設定いたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。 

 書写につきましては、各発行者の筆使いの習得のページと、学校生活で多く用いられる、新

聞やポスターなど掲示物の書き方を紹介したページを例にとって、説明させていただきます。 

 東京書籍につきましては、１２、１３ページをご覧ください。楷書の基本点画について、見

開き２ページで示しています。横画や縦画、折れなど九つの基本点画を「トン」「スー」「ピ

タ」と生徒がイメージしやすいオノマトペ、擬音語を使って示しています。筆圧については、

穂先の状態を絵図で示すとともにポイントが説明されており、生徒の理解を助けています。４

４ページをご覧ください。職場訪問で学んだことを新聞形式でまとめた生徒作品を例に挙げて

います。この新聞の詳しい書き方を１０１ページで説明しています。１０１ページをご覧くだ

さい。新聞の基本的な書き方とポイントを端的に示し、生徒が新聞を作る際の参考になるよう

にしています。 

 次に、学校図書につきましては、１１ページをご覧ください。基本的な点画の復習につきま

して、小学校で学習したことの復習という形で１ページで示されています。「点」「右払い」

「縦画」など八つの点画の基本について、「はねる」「払う」「とめる」など、ポイントを端

的な語句で示しています。続いて、８６、８７ページをご覧ください。「書写を生活に生かそ

う」という単元を設け、修学旅行新聞や色紙を題材に、いろいろな筆記具の活用について説明

しています。題名や大見出し、リード文、小見出し、本文について示すとともに、実際の生徒

作品を示して、相手に伝えるための工夫をイメージしやすくしています。 

 次に、三省堂につきましては、９ページをご覧ください。「筆使いを確かめよう」というこ

とで、九つの基本的な点画の筆使いを１ページで示しています。それぞれの点画について、「穂

先」と「筆圧」のポイントを説明し、生徒の理解を助けています。また、毛筆で書くときの三

つのポイントとして、「穂先」「軸」「筆圧」について、絵図で示して説明しています。新聞

形式につきましては、４０ページをご覧ください。本の紹介として「はがき新聞」を一例とし
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て挙げています。続いて７２ページをご覧ください。このページでは、掲示物、校内合唱コン

クールのポスターを例に挙げて、どのように書き方を工夫するのかを考えさせています。ワー

クシートを使って、書く内容や用紙、筆記具を決めたり、８３ページにありますようにレイア

ウトの工夫を分かりやすく説明したりしています。 

 次に、教育出版につきましては、１２、１３ページをご覧ください。基本点画の種類と筆使

いについて、見開き２ページで示して、小学校での学習を振り返っています。筆圧の違いを、

１の力、２の力、３の力で示し、生徒が実感できるよう、実際の筆使いの写真で示しています。

また、実際の漢字を例にした部分を示しながら、九つの基本点画についてポイントを示してい

ます。続いて９６ページをご覧ください。目的や必要に応じて効果的に伝えることを目標に、

新聞形式で地域を紹介する学習を取り上げています。文字の大きさや割りつけの工夫、筆記用

具の使い方など、読みやすく書くポイントの説明があり、生徒がイメージしやすい内容となっ

ています。 

 最後に、光村図書出版につきましては、６、７ページをご覧ください。点画の種類と筆使い

について、小学校で学習したことを確認しながら、見開き２ページで示しています。筆圧と線

の太さについては、１の力、２の力、３の力の違いを生徒が実感できるよう、実際の筆使いの

写真で示しています。また、全ての例にこの「１、２、３」と筆圧を示すとともに、実際の漢

字を例にした部分を丁寧に示すことで、生徒はイメージしやすく、系統的で確実な基礎・基本

の習得を目指しています。続いて７２ページをご覧ください。新しい情報を、より多くの人に

伝えたいという目的で、職場訪問を題材にした職場訪問新聞を取り上げています。生徒の作成

した実物の新聞をもとに、「見出し」「リード文」「記事」という新聞の３要素について理解

を深めるとともに、文字の大きさや目立たせ方、図や表を用いてのレイアウトなど、読みやす

く整えて書くために大変参考になると思われます。 

 最後に、現在使用している教育出版の使用実績につきましては、「考えよう」「生かそう」

「振り返ろう」などの項目があり、生徒にとって学習の見通しを立てたり、振り返ったりする

活動ができる構成になっております。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○小澤尚久委員 現行で使われている教科書の良い点を何点か、現場の声として挙げてくださ

ったのですが、逆に、改善を望むというような声があったら教えていただきたいのが１点と、
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もう１点は、小学校から中学校への連携として工夫されているような内容がありましたら、教

えていただきたいと思います。 

○説明員 まず１点目の、改善が望まれるという点についての声ですが、これについては私の

ところには耳に届いていないというのが現状です。 

 ２点目の、小学校と中学校の連携という、接続という観点から効果的な例ですが、いずれの

教科書におきましても、小学校で学習した学習内容を中学校でいかせるように、学習内容に系

統性を持たせています。 

 具体的には、東京書籍では、巻末の資料編に「学習を始める前に」という項を設けて、１年

生の教科書でございますが、ノートの書き方や情報の調べ方など、中学校での国語学習を進め

るための基本事項を適宜確かめられるようになっております。巻末の資料編の「学習を始める

前に」という項を設けているということです。２６６ページ、２６７ページです。具体的にノ

ートの書き方、情報の調べ方など、中学校での国語学習を始めるための基本事項を適宜確かめ

られるようになっています。 

 学校図書につきましては、これも第１学年の教科書になります。冒頭のところで、中学生が

小学校２年生で学習しました「スイミー」の勉強を思い出し、話し合いをしているという文章

を提示しています。冒頭の２、３ページです。「新しい言葉の学びへ」ここで、小学校２年生

で学習しました「スイミー」の勉強を思い出し、中学生になってから話し合いをしているとい

う文章を提示しています。その中で、中学生に成長してからの読みの切り口、あるいは理解の

深さというものを実感させ、今後の中学の国語学習への意欲を高めさせている例が挙げられま

す。 

 続いて三省堂でございますが、これも第１学年です。「ペンギンの防寒着」という教材が提

示されております。３２ページになります。この「ペンギンの防寒着」という教材で、小学校

で学習した説明文の基本構造を確認できるようにして、その後、次につなげるものとして「ク

ジラの飲み水」、次からの教材になりますが、この説明文教材で、段落相互の関係に着目させ

ながら、文章の展開を捉えるという中学生の学習につなげております。 

 続いて教育出版ですが、これも第１学年になります。学年当初の冒頭の「言葉と出会う」と

いう解説の中で、ページ数でいうと１３ページです。その「言葉と出会う」のページをめくっ

ていただいて、１６、１７ページになりますが、そこに解説が載っておりますが、そこで、小

学校で学んだこと、中学校で学ぶこと、これを対比させ、小学校でどんなことを学習したのか

を振り返らせ、そして中学校で新しく学習することを具体的に提示しております。 
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 最後に光村図書出版についてですが、これも１学年の教科書、年度当初の授業開き等で使え

るところですが、「言葉に出会うために」という教材が提示してあるページです。１３ページ

からになります。大体、１年生の最初の授業開きで使いますが、学習の基礎・基本を確認でき

るように、この教材を提示しております。ページをめくっていただいて、このような解説の中

で、ノートのとり方を具体的に示したり、２４ページ、「続けてみよう」という教材、これは

小学校の教科書にも載っているのですが、同じような内容で、小学校の教科書との連携を図っ

ているというのがあります。小中の連携という観点からは以上でございます。 

○加藤由美委員 各者の最後のところに、常用漢字であったり、資料であったり、言葉の学習

であったり、いろいろと載っているのですが、各者に特徴はありますか。 

 あと、先ほどご説明でありました、光村図書はうまく活用されているのでしょうか。 

○説明員 巻末の資料についてですが、漢字や文法事項その他の内容につきましては、各者そ

れぞれの言語活動等が有効に活用できるようにという方針で、しっかり載せられていると思い

ます。また、文法事項等につきましては、巻末だけでなく、教科書の時々に分割して入ってい

たりして、最後に巻末で、そこを見れば文法事項は書かれているという工夫がなされています。 

 光村図書につきましても、そのような工夫がなされており、しっかり活用されているという

のが現状でございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市では、草加市子ども読書活動推進計画を推進しているわ

けですが、特にそういう意味で、どこの教科書も読書へのいざないというか、それはあると思

うのですが、何か特徴的にあるところがあれば教えてください。 

○説明員 いずれの発行者につきましても、図書館の使い方や読書紹介等で読書を紹介してお

ります。単元ごとに並行読書を紹介していたり、まとめて読書案内、あるいはブックトークの

ページを設定したりして、読書指導の工夫をしているところです。 

○宇田川久美子委員 現行の光村図書ですが、ページ数が上に付いています。私は、国語で上

に付いているのは違和感がありました。特に問題はないと思うのですが、何か、上に付けてい

る意図みたいなものがあるのでしょうか。 

○説明員 現場からは特段、そのような声は上がっていなかったのですが、慣れてしまえばと

いうところかと思います。 

○宇田川久美子委員 慣れてしまえばと思うのですが、何となく、国語科だからなおさら、上

に付いているのは不思議でした。特に問題はないと思うのですが、発行者の意図として、ペー

ジを上にしますということは特にないのですか。 
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○説明員 そこまでは確認できておりません。申し訳ございません。 

○髙木宏幸教育長 先ほど、古典ということで、「奥の細道」の題材について、各者特徴を比

較していただきましたが、細かいことで、「草加」が入っているのは２者だけなのですが、「奥

の細道」に草加の帖があって、これはやはり、子どもたち、我々にとっても宝なので、これを

いかした指導をされていると思うのですが、同時に、この「奥の細道」の原典、現代語訳や、

どういうふうにたどった、そこで詠んだ俳句など、この光村図書の配列というか構成、使用実

績で説明をいただきましたが、この配列、構成というのは、学校現場ではどのように評価され

ているのでしょうか。 

○説明員 光村図書出版に関しましては、使用している教科書というのもありまして、現場か

らの声も結構上がっております。非常に、古典については分かりやすい、扱いやすいという先

生方の声は聞いております。そんな中で、取り上げている「奥の細道」の中のものにつきまし

ては、子どもたちにとってもなじみやすいので、理解が深められる教材であると声が上がって

いる報告があります。 

○村田悦一教育長職務代理者 書写で、視点にも、硬筆と毛筆との関連についての工夫という

ことで、これは小学校３年から毛筆は始まるわけですが、今度は１年生から毛筆への前段で水

書書きというものもあります。中学生になって、硬筆と毛筆との関連は実際の授業などは、小

学校から中学校に来た子どもたちに、本当に関連した指導がいきてきているのでしょうか。こ

れは教科書というよりも、実際に子どもたちが日常生活における文字を書く場面にいかすこと

ができていないという課題にもあったので、その辺りについて何か特徴的なことがあれば教え

てください。 

○説明員 中学校でも、毛筆を書写の時間に取り扱っております。実際、各学期ごとに、ある

いはちょうど年末年始の書き初め等で、実際に競書会などを設けたりする学校もあるというと

ころですが、硬筆との関連といいますと、やはり日常生活では硬筆を中心にノートを取ってお

ります。その中で、書写の中での役割としては、中学校での書写科の目標でもあります、書き

方や形などを理解して、効果的に文字に関心を持たせて指導していくということを、各現場で

は行っているところです。 

○髙木宏幸教育長 他にご意、ご質問はございませんか。 

 それでは、次に「中学校 社会・地図」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 社会・地図〉 
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○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 社会科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、作業的な学習や調べ学習には意欲を示しますが、調べ

た内容から自分の考えを持つことや、自分の言葉で表現する力、また資料を読み取り、それを

活用して多面的・多角的に考察する力が課題でございます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、地理的分野・歴史的分野・

公民的分野・地図について、それぞれ次のように設定いたしました。 

 地理的分野は、「地理的な見方や考え方の基礎を培う工夫」、歴史的分野では、「資料や知

識に基づき、多面的・多角的に考察する工夫」、公民的分野では、「国民主権を担う公民とし

て必要な基礎的教養を培う工夫」、最後に地図ですが、「地理的な見方・考え方の工夫」とい

たしました。 

 学習指導要領における目標にもありますとおり、社会科は、広い視野に立って、社会に対す

る関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察することが大事であり、教科用図書は

そのための手段として使用いたします。つまり、学習課題を解決するために、資料を適切に収

集・選択・処理・活用し、それらの資料に基づいて多面的・多角的に考察し、公正に判断する

態度を身に付けさせることが大事です。したがって、教科用図書がどのような資料を掲載し、

いかに生徒に多面的・多角的に考えさせることができるのかが、ポイントになると思われます。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。 

 初めに、地理的分野について申し上げます。各発行者の、日本の山地や平野、河川について

記述している単元を例に取り、ご説明申し上げます。 

 地理的分野については、４者ともに、見開き２ページが１時間の内容となっており、問題解

決学習の構成となっております。学習課題が左上、学習内容の振り返りが右下に設けられてお

ります。振り返りについては、各者で特色があります。２段階で更に深めるように設定されて

いるものもあります。 

 それではまず、東京書籍ですが、１４４ページから１４７ページをご覧ください。この単元

では写真資料が多く、地形の様子がよく分かります。１４７ページの扇状地と三角州は、写真

と地形図を並べて掲載するなどイメージを持ちやすく、地理的な見方の基礎が学習できるとい

う工夫がされています。１４７ページの上に掲載されている地形の分類表も特色です。教科書

全体を通して、写真・地図・表・グラフ等が豊富に掲載され、更にそれぞれの資料についての

説明が詳細で、読図や作図などの技能を高め、調査学習を進める上での資料が充実しています。 
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 次に、教育出版ですが、１４０ページをご覧ください。地図などの資料が大きく、見やすい

のが特色です。１４０ページの扇状地や三角州、リアス式海岸など、代表的な日本の地形を示

す写真が効果的に掲載されており、イメージが持ちやすくなっております。教科書全体を通し

て、写真・地図・表・グラフ等が豊富に掲載され、見開き２ページの左上の導入資料には「見

てみよう」というコーナーで詳細に資料が説明されています。 

 次に、帝国書院ですが、１３４ページから１３７ページをご覧ください。写真資料が大きく

見やすいので、地形の様子がよく分かります。１３７ページには、写真とイラストから「扇状

地とその利用」「三角州とその利用」についての解説が効果的に掲載されております。 

 教科書全体を通して、写真・地図・表・グラフ等が豊富に掲載され「資料活用」というコー

ナーで資料に関する問題を提示し、資料のポイントとなる点を押さえています。 

 最後に、日本文教出版ですが、１３４ページをご覧ください。地図が大きく、見やすくなっ

ております。１３４ページに、扇状地、三角州の写真が掲載されています。漫画のキャラクタ

ーが具体的な学習課題をコメントしています。また、日本の全山脈・山地及び全ての平野を掲

載しているのが特色です。教科書全体を通してでは、「スキルup」というコラムで、地理的学

習を進めるに当たって必要な技能を系統立てて習得できるように構成されています。 

 最後に、現在使用している東京書籍の使用実績につきましては、掲載されている写真や地

図・グラフ等の資料の質が高く、授業での取り扱いがいろいろと工夫できることが挙げられま

す。また、各章の冒頭のページで小学校との学習を関連付けたり、世界や日本の諸地域では、

単元の学習テーマを確認したりと、挿絵で登場する先生と生徒の会話が様々な場面で役に立っ

ています。 

 地図については以上でございます。 

 次に、歴史的分野について申し上げます。歴史的分野については、各発行者とも、「鉄砲と

キリスト教の伝来」について記述している単元を例にご説明いたします。 

 歴史的分野につきましては、８者ともに、見開き２ページが１時間の内容となっており、問

題解決学習の構成となっております。そのうちの１者が、２章から生徒自ら課題を設定して取

り組むように構成されております。 

 学習課題が左上、学習内容の振り返りが右下に設けられております。振り返りにつきまして

は、各者で特色があります。２段階で更に深めるように設定されているものもあります。 

 それではまず、東京書籍でございますが、１０４ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏

風」や「火縄銃」、「ザビエル肖像画」など、２ページで七つの資料が掲載されております。
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他社との比較では「キリシタンの増加」のグラフが特色となっております。それぞれの資料に

ついての説明が詳細で、１単元ごとのメインの資料についても、案内役の人物が資料について

の問題を提示しております。１０４ページの下には、時代のスケールが掲載され、どの時代に

なるか分かるように工夫されております。教科書全体を通してでは、１０９ページに掲載され

ているように「歴史にアクセス」のミニコラムや、「私たちの歴史的探検隊」「深めよう」な

ど多種多様な資料を計７３のテーマを随所に掲載しております。 

 次に、教育出版でございますが、９４ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や「火

縄銃」、「ザビエル肖像画」など、東京書籍と同じく２ページで七つの資料が掲載されており

ます。他社との比較では「キリスト教の広まり」の図が特色です。それぞれの資料についての

説明が詳細で、さらに、小学校で学習した人物資料と、中学校で学習する人物資料の違いを表

示しております。９４ページの課題の上には、世紀を表したスケールが掲載されております。

教科書全体を通してでは、「郷土の歴史を探ろう」が５つのテーマ、「資料から歴史を探ろう」

が５つのテーマなど、見開き２ページの特設コーナーで資料を計４９テーマ掲載しているのが

特色です。 

 次に、清水書院でございます。９８ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や「火縄

銃」、「ザビエル肖像画」など、２ページで五つの資料が掲載されております。資料の中にコ

ラムが掲載されております。教科書のサイズは、他者と比べると小さいため、資料も比較的コ

ンパクトにまとめられています。単元タイトルの横に学習のめあてとなる課題を明示していま

す。さらに、学習した内容を文章でまとめたり、表に整理したりするための課題を最後に示し

ています。教科書全体を通してでは、「もっと知りたい歴史」や「歴史のとびら」「地図で見

る世界史」など、ミニコラムを中心にして、様々な資料を計４３テーマ掲載しております。 

 次に、帝国書院でございます。９０ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や「火縄

銃」、「ザビエル肖像画」など、２ページで六つの資料が掲載されております。他社との比較

では「銀の動き」の資料が特色です。９０ページ、９１ページには、地域の歴史を紹介した「地

域史」というコラムが掲載されております。教科書全体を通してでは、７２ページにある「タ

イムトラベル」で、見開き２ページを使って時代のイラストが描かれ、本文との関係が分かる

ように記載されています。ミニコラムを初め、様々なコラムを計８０テーマ掲載しております。 

 次に、日本文教出版でございます。１０４ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や

「ザビエル肖像画」など、１ページで三つの資料が掲載されております。他者との比較では「鉄

砲・キリスト教と信長との関係地」を示した図が特色です。また、１０４ページの左側には、
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縦に時代と世紀のスケールが掲載され、この単元がどの時代なのか分かるように工夫されてお

ります。単元のメインになる資料について、案内役が資料の内容について問題を出しています。

教科書全体を通してでは、「でかけよう地域調べ」「歴史を掘り下げる」「プラスα」など特

設コーナーやミニコラム等、計５８テーマの資料を掲載しております。 

 次に、自由社でございます。１１４ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や「火縄

銃」、「ザビエル肖像画」など、２ページで五つの資料が掲載されております。教科書のサイ

ズが小さいため、資料は比較的コンパクトになっております。単元タイトルの下に、その時間

で学習する内容の見通しを持つための課題を明示してあります。単元の学習で押さえたい要点

を問題形式にして示しています。教科書全体を通してでは、「もっと知りたい」「人物クロー

ズアップ」「外の目から見た日本」など、見開き２ページの読み物資料を中心に計３５テーマ

掲載しています。人物に焦点を当てた資料が多くあります。 

 次に、育鵬社でございます。１０６ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や「火縄

銃」、「ザビエル肖像画」など、２ページで五つの資料が掲載されております。１０７ページ

には「歴史的にビュー」があり、本文の内容に関わる事項について解説しているところは、他

者とは違う構成になっています。教科書全体を通してでは、各章の導入ページとして「歴史的

絵巻」があり、これからの時代の学習の大きな流れを読み取ることができ、更に本文との関係

も示されています。単元内容をより詳細に発展させた読み物資料が特徴で、「歴史ズームイン」

「人物クローズアップ」「なでしこ日本史」など計６４テーマ掲載されています。 

 最後に、学び舎でございます。９６ページをご覧ください。「南蛮人渡来図屏風」や「火縄

銃」、「ザビエル肖像画」など、２ページで五つの資料が掲載されております。単元のタイト

ルの上に大きな資料があり、この資料を第１セクションとして、ここから感じたり疑問に思っ

たりしたことを出し合い、課題を立てるような構成になっております。９８ページにあるよう

な、「フォーカス」という歴史の舞台に焦点を当てたコラムが掲載されています。教科書全体

を通してでは、大きさが８者の中で一番大きく、文字や資料等も大きく見やすいのが特徴です。

第１章では学習課題が記載されていますが、第２章以降は生徒の疑問から課題設定するような

工夫がされております。 

 最後に、現在使用している東京書籍の使用実績につきましては、見開き２ページで１時間の

授業構成になっております。左ページの上には本時の学習課題、右ページ下には振り返りの視

点が掲載されているので、取り扱いやすいです。また、小学校との関連や資料同士の比較がで

きますので、理解に役立つことができます。 
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 続きまして、公民的分野について申し上げます。各者とも、「地方自治」について記述して

いる単元を例に説明いたします。 

 公民につきましては、７者ともに、見開き２ページが１時間の内容となっており、問題解決

学習の構成となっております。学習課題が左上、学習内容の振り返りが右下に設けられており

ます。振り返りについては各者で特色があります。２段階で更に深めるように設定されている

ものもあります。 

 まず、東京書籍でございます。１０２ページから１０９ページをご覧ください。写真資料を

中心に、図、グラフ、表など、４時間の扱いで２７の資料が掲載されております。１０２ペー

ジの「公民にアクセス」、１０７ページの「公民にチャレンジ」は、学習内容を深め、主体的

に学習を進めることができるための資料となっています。教科書全体を通してでは、資料が豊

富で、章の初めには、その章を特徴付ける資料を掲載し、話し合い活動を通して、公民として

必要な基礎的な事柄について考えるような構成になっております。 

 次に、教育出版でございます。１０６ページから１１３ページをご覧ください。グラフ資料

を中心に、写真、図、表など、４時間の扱いで２５の資料が掲載されております。１０９ペー

ジには「公民の窓」があり、単元の学習に関連している資料を掲載しています。教科書全体を

通してでは、１１４ページの「言葉で伝え合おう」のように、表現力を育成するための効果的

な資料が掲載されているのが特色です。また、特に重要なグラフ等の資料には「読み解こう」

を設け、資料を読み解く手がかりを示しております。 

 次に、清水書院でございます。８６ページから８９ページをご覧ください。写真、図、グラ

フ、表など、２時間の扱いで九つの資料が掲載されております。教科書全体を通してでは、教

科書のサイズが小さいため、資料等はコンパクトにまとめられております。８４ページの「も

っと知りたい公民」では、学習に関連する資料から更に興味や関心を広げることができたり、

９０ページの「深める公民」では、学習に関連するテーマを掘り下げ、知識と理解を深めるた

めの資料となっております。このような見開きの特設コーナーでの資料掲載が特色となってお

ります。 

 次に、帝国書院でございます。８８ページから９５ページをご覧ください。写真資料を中心

に、図、グラフ、表など、４時間の扱いで２６の資料が掲載されております。８８ページの「ク

ローズアップ」のコラムのように、最初のコラムを単元の課題とともに掲載し、導入や学習課

題で活用できるように工夫されております。教科書全体を通してでは、３０ページのように、

各部の初めに、イラスト等を見ながら身近な出来事と結び付けて考えさせ、各単元の問題解決



- 91 - 
 

学習へと入っていくような構成になっております。 

 次に、日本文教出版でございます。８６ページから９３ページをご覧ください。写真資料を

中心に、グラフ、図、表など、４時間の扱いで２６の資料が掲載されております。また、各単

元や学習課題のほかに、導入時に使用することができる資料の中にも課題を提示しているのが

特色です。本文の下には、地理的・歴史的分野との関連について記載されています。教科書全

体を通してでは、９４ページの「明日に向かって」や、８４ページの「情報スキルアップ」の

ように特設ページで解説する資料や、「公民プラスα」「アクティビティ」のようなミニコラ

ムなど、多種多様な資料を掲載しております。 

 次に、自由社でございます。１０２ページから１０５ページをご覧ください。写真資料を中

心に、グラフ、図、表など、２時間の扱いで１３の資料が掲載されております。教科書全体を

通してでは、教科書が小さいため、資料等はコンパクトに配置されています。１００ページの

「もっと知りたい」、１８４ページの「課題の探求」のように、写真や図表を示し、見開き２

ページの読み物資料を掲載しています。また、各章のまとめでは、単元の重要語句を提示し、

学習の発展では、文章でまとめるようなテーマが示されております。 

 最後に、育鵬社でございます。１１２ページから１１７ページをご覧ください。写真資料を

中心に、グラフ、図、表など、２時間の扱いで１５の資料が掲載されております。１単元ごと

に、中心となる資料は、案内役の人物が資料の問題を提示しております。教科書全体を通して

では、１１８ページの「やってみよう」のように、見開き２ページを使ってテーマを掘り下げ

て解説したり、８０ページの「理解を深めよう」のように、学習内容を深化させるための資料

が掲載されております。 

 最後に、現在使用しています東京書籍の使用実績につきまして、見開き２ページで１時間の

授業構成となっております。特に左上の資料やイラストは、導入時に取り扱い、生徒の関心を

引き出す効果があります。また、地理や歴史と関連する資料にはマークが記載されており、復

習に役立つことができます。 

 公民については以上でございます。 

 次に、地図について申し上げます。各者とも、「北アメリカ州」について記述している単元

を例に説明いたします。 

 まずは、東京書籍でございます。５５ページから６３ページをご覧ください。基本図では、

縮尺や図法、北アメリカ州の地球上の位置や国々の国旗を明記しています。資料については、

「基本資料」と「テーマ資料」とを区別しており、基礎・基本として押さえるべき知識として
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の資料と、課題解決学習として活用する資料とを明確に区別しているのが特色です。５９ペー

ジ以降の、北アメリカ州の資料をご覧いただきますと分かります。全部で２２の資料が掲載さ

れておりますが、６１ページの「アメリカ合衆国の農業」、６３ページの「さまざまな民族が

住むロサンゼルス」のように、写真資料も掲載されております。 

 次に、帝国書院でございます。５７ページから６５ページをご覧ください。基本図では、東

京書籍と同じく、縮尺や図法、北アメリカ州の地球上の位置や国々の国旗を明記しています。

必ず同緯度・同経度の同縮尺の日本を掲載しているところが特色です。６０ページの北アメリ

カ州の地図をご覧ください。ニューヨークは青森県と同緯度であること分かります。また、「地

図を見る目」を設け、地図を見る際のポイントを押さえております。資料については、最初に

基本となる「州の自然や生活」「気温・降水量」等の資料、その次に、問題解決学習として活

用する資料を掲載しております。６１ページ以降の、北アメリカ州の資料をご覧いただきます

と分かるかと存じます。 

 最後に、現在使用しております帝国書院の使用実績につきまして、１５８ページからの世界

統計資料におきまして、各項目上位の国の数値は朱書きで、下位の国は青で記載されており、

大変見やすく、授業でも説明しやすいです。また、６ページにありますように、調査学習をす

る際の使用上の留意点につきまして、丁寧に説明がされており、役に立ちます。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 先ほど、東京書籍を三つ使っているということで、歴史や地理等の関連

する資料にはマークの記載があるということでしたが、他の発行者も全部、マークがあるので

すか。 

○説明員 使っている発行者もあれば、付いていない発行者もございます。 

○宇田川久美子委員 それは逆に、マークがあることで関連付けて役に立っていますか。 

○説明員 そのマークを授業の中で教員が子どもたちに示すことによって、地理を振り返って

みようか、歴史に振り返ってみようかということで、簡単ですが振り返りをすることができる

と、現場では声が上がっております。 

○加藤由美委員 先ほど、地理の、現在使っている東京書籍の中の説明で、資料の質が高いと

おっしゃっていましたが、草加の生徒たちが資料を読み取りやすいという意味なのか、もう少

し詳しく説明していただければと思います。 
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○説明員 例えば、説明で申し上げました１４７ページをご覧いただけると分かると思うので

すが、現場の声として非常に役立つということですが、扇状地と三角州の写真と地形図が同じ

ように並べられています。そうすると、地形図だけではイメージしにくいものが、写真が同じ

ページに掲載されることで、地形図と写真がイメージとしてマッチし、具体的に地形を捉えや

すい、さらにはその上に、我々も山脈と山地の違いって何ですかと聞かれたときに、やはり説

明しづらいところがあると思います。盆地とはどういうところが盆地なのか、そういったこと

も、１４７ページの上の資料では、地形についても細かく説明しています。非常に丁寧に、子

どもが理解しやすいような資料掲載になっているというところでございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 中学校では社会科は地理・歴史・公民という形で、教科書も今

ご説明いただいたように分かれてしまいます。生徒の興味・関心や、男女差もいろいろあると

思うのですが、やはり同じ社会科といっても、好き嫌いはかなり出てきてしまうものなのか、

一般的なことも含めて、どうなのでしょうか。 

○説明員 １年生の社会科の授業を持つ先生に聞いたことがあるのですが、まずはアンケート

をとるそうです。社会科は好きかどうか、そうすると、小学校の社会科学習というものがどの

程度子どもたちに興味・関心を引き起こして、学習内容の理解度が深まっているかということ

に関わってしまうのですが、総じて暗記中心の教科であると、覚えることが多いというイメー

ジを持って入ってくる子どもが多いということが、中学校１年生で入ってくる子どもの大方の

イメージです。そのため、そのことをどうやって、「そうじゃないんだよ、知識も大事だけれ

ど、それをもとにして思考を深める楽しさが社会科の醍醐味なんだよ」ということを、授業の

中でいかに子どもたちに分かってもらうか。そういったところで授業を改善・工夫していると

いうことは聞いています。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市で今、幼保小中を一貫した教育で取り組んでいますが、

社会科でも小学校、中学校とのつながりがあるわけですから、是非、課題があるのであれば、

子どもたちに、暗記だけではなく考えていくことの必要性を中学校からも発信してほしいと思

います。もう一つ、私は今、いろいろ聞いていて、やはり地理でも歴史でもキーワードは、「資

料」だと思います。まとめて言うと情報処理能力というか、資料をどう活用していくのか、ど

の資料が大事で、あるいは自分から資料をどう求めていくか、それが社会の中で生きて働く力

になっていくかと思うのですが、そういう情報処理能力を社会科、地理・歴史・公民を見た場

合に、指導あるいは教科書との関連など、中学校の先生方は意識しているのでしょうか。 

○説明員 １時間という授業の中で、教科用図書に掲載されている資料をどう処理していくか



- 94 - 
 

にかかってくると思います。例えば、最初の授業の導入で資料を見せ、子どもの意欲を高める、

注意を引きつける、そういうための資料、大体これは、多くの教科書は左上に掲載するのです

が、そういった資料の扱い方があります。そして今度は、学習課題を明示して、今日のメイン

となる課題解決学習のための資料、その資料をいくつか教員が提示して、この資料から課題を

解決していきます。そして最後、振り返りになったときに、今日の１時間の学習を振り返った

上で、この学習内容を更に補完・補充するような資料と、大きく分けてその三つの展開の中で、

資料をどう子どもに提示し、考えさせるか、そういう意識を持って、情報処理能力という意味

ではやっていく必要があるかと思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 ある意味で情報過多というか、逆に言うと、教科書以外にも資

料集というのを中学でも持っているのですか。 

○説明員 それは教員によります。 

○村田悦一教育長職務代理者 一般的にはどうなのですか。教科書だけでやろうとしているの

か、あるいは資料集を使った方がいいのでしょうか。小学校などではかなり資料集が使われて

いたと、自分では記憶しています。 

○説明員 現在使用している東京書籍につきましては、かなり資料が豊富です。ですので、資

料集というよりも、ワーク学習、振り返り学習のためにワークで少し基礎・基本を身に付けよ

うということで、副教材を買っている現場の教員は多いかもしれません。 

○村田悦一教育長職務代理者 東京書籍は私もいいと思いますが、是非、この資料を使い切る

というか、この資料をいかすことが大事かと思います。 

○説明員 それは、逆に言うと課題でもあります。多いのでそれをどう処理するかということ

になります。 

○髙木宏幸教育長 関連ですが、資料を読み取って、それを活用して、多面的・多角的に考察

するところを狙っているわけですが、そういった読み取りができるというのは、当然、基礎・

基本が身に付いていないとできないと思います。どこに分析の視点を置くか、どこに着目する

かというのは、当然そういった小学校からの積み上げも含めて、基礎・基本がしっかりないと、

ただ資料を見て、ここから何が読み取れますかといっても、学習は展開しないと思うのですが、

資料の読み取りと同時に社会科としての基礎・基本をどう押さえていくかという意味での教科

書の編成、編集、特に今使っている東京書籍の使用実績はどうですか。 

○説明員 小学校との関連で言いますと、東京書籍は必ず、地理も歴史も公民も、各章の初め

に、小学校の振り返りをしようということで、必ず載せています。他者でもあるのですが、必
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ず章の初めにはイラストが出てきて、小学校ではこんなことを勉強したよね、こんなことを深

めたよね、それを踏まえた上で章に入っていくという構成になっていますので、そういった意

味では、小学校で既習した基礎的な事項についての確認ができるという特徴があります。あと

は、資料を読み取るための基礎的な知識がないとできないところがあります。例えば、地理で

言いますと雨温図というのがあります。降水量と気温を同時に示した図なのですが、あれは、

縦軸が何を示して横軸が何を示しているというのが理解できていないと分かりません。そうい

った基礎的なところも、小学校と連携しなければいけないと思うのですが、きちんと押さえな

がら、いきなり資料を示して、これで課題を解決しなさいというのは無理なので、子どもが読

み解くべき資料につきましても、基礎的知識は同時に押さえていかなければいけないことだと

思っています。 

○加藤由美委員 現在使っている歴史の東京書籍の、新たな時代の日本と世界というふうに続

いてありますが、令和の時代に変わったことなど、どのように資料を足していかれるのですか。 

○説明員 新しい時代の資料につきましては、新聞記事、あるいはインターネットで教員が調

べて印刷した記事であるとか、そういったものでしかないと思います。教科書ではまだ令和の

時代の話は出てきません。やはり公民などは、最新の資料というものがとても大事になってき

ますから、教科書の資料＋αで、例えば、公民などでは株の授業もあるのですが、今現在株価

はどうなっているのか、円高や円安の問題でも、為替相場はどうなっているのかということも、

今の時代と合わせて話をしていく必要があると思います。 

○川井かすみ委員 バリアフリーに関して、各者の特徴があれば教えてください。 

○説明員 バリアフリーにつきましては、特に公民の分野で取り上げることが多いです。特に

平等権の扱いのところで、ほとんどが取り扱っております。 

 例えば東京書籍の公民の教科書でいいますと、４８ページをご覧ください。公民の学習では、

基本的人権を最初に、学ぶのですが、憲法学習の中の一環として人権を学びます。特にその人

権の中の平等権の扱いの中で、バリアフリーを取り扱います。４８ページの一番下に、「バリ

アフリー」と太字で書いてあると思います。また右上にも「バリアフリーについて考えよう」、

４９ページですが、ミニコラムがあります。今の時代、こういった問題はとてもタイムリーで

すし、我々もきちっと子どもたちに、基礎的なこととして押さえておかなければいけないこと

ですので、各者こういった平等権の扱いの中でバリアフリーを取り扱っています。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより中学校国語、書写、社会の地理的分野、歴史的分野、公民的分野、地図
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の教科用図書に係る採択に入ります。 

 採択は昨日同様の方法で行いますが、改めて確認をいたします。 

 採択は、無記名投票により行います。これから委員の皆様に投票用紙を配付いたします。採

択すべきと思う発行者の投票欄に、１者だけ〇をお付けください。記載はボールペンでお願い

いたします。 

 なお、複数の発行者に〇を付けたり、〇以外の印は無効となりますので、ご注意ください。

書き損じをされた場合には、はっきり分かるように二重線で消していただいて、新たに〇をお

付けください。 

 それでは、投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認をいたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、宇田川委員から投票をお願いいたします。 

（  投  票  ） 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票の状況につきまして、宇田川委員と事務局で確認をお願い

いたします。 

（  開  票  ） 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 国語、光村図書出版株式会社６票ですので、光村図書出版株式会社といたします。 

 書写、教育出版株式会社６票ですので、教育出版株式会社といたします。 

 社会の地理的分野、東京書籍株式会社６票ですので、東京書籍株式会社といたします。 

 社会の歴史的分野、東京書籍株式会社６票ですので、東京書籍株式会社といたします。 

 社会の公民的分野、東京書籍株式会社６票ですので、東京書籍株式会社といたします。 

 地図、株式会社帝国書院６票ですので、株式会社帝国書院といたします。 

 以上でございます。 

 

 ○髙木宏幸教育長 ここで午後０時２０分まで休憩にしたいと思います。休憩後、再開いた
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します。 

 

休憩 

 

 

   ◎再開の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。 

 

○髙木宏幸教育長 「中学校 数学」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 数学〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 それでは、数学科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、全国及び県の学力・学習状況調査においては、全体的

に全国及び県の平均正答率を下回る傾向にあります。特に、数学を活用したり、根拠を明らか

にしながら筋道を立てて考えたり、説明したりする力が弱い傾向にあります。 

 基礎・基本をより確実に定着させるとともに、それらを活用して考えたり、数学的な言葉で

表現したり、説明したりする力をより高めることが課題であるといえます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、「数学を活用して考えたり

判断したりしようとする態度を育てる工夫」といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。各発行者の第３学年のものを

例にとって、ご説明させていただきます。 

 東京書籍につきましては、初めに２４ページをご覧ください。「目標」「Ｑ」「例」「たし

かめ」「問」の順に配列されていて、基礎・基本が確実に定着できるような問題が工夫されて

おり、きめ細やかな指導がしやすくなっています。欄外の「もっと練習！」に補充問題があり、

そのページの下に解答が示されているので、生徒が学習に取り組みやすくなっています。次に、

１５６ページをご覧ください。「活用の問題」では、既習事項をもとに、さらに発展的に考え

たり、活用したりすることで解決できる問題で、特に事柄や事実、方法、理由などを説明する

記述式の問題が取り上げられています。「数学のまど」では、社会や職業における数学の活用

が取り上げられています。 
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 次に、大日本図書につきましては、初めに８０ページをご覧ください。見開き２ページ分が

１時間の授業に対応するよう構成されています。この構成の仕方は教科書全体にわたっていて、

必ず左ページから授業をスタートすることができるので、学習に取り組みやすくなっています。

次に、１７２ページをご覧ください。章末の「もっと数学！」では、それまでに学習した内容

を使うことにより、数学を活用して考えるなど、発展的な課題に取り組むことができるように

工夫されています。 

 次に、学校図書につきましては、初めに４１ページをご覧ください。「まとめの問題」では、

これまでの学習を振り返りながら、「基本」「応用」「活用」の順に問題が配列されており、

基礎的な内容から活用の問題まで、見通しを持って進められるように工夫されています。次に、

２３６ページをご覧ください。「さらなる数学へ」では、日常的な課題や教科横断的な課題な

どを設け、レポートの作成や発表の仕方、共同学習の進め方など、今までに学んだことを総合

的に活用する内容を取り上げています。 

 次に、教育出版につきましては、初めに４６ページをご覧ください。各章の初めに、ここで

は「２章 平方根 を学習する前に」を設け、問題形式で既習事項を振り返ることができるよ

うに工夫されています。基本的な内容を押さえ、その章の学習内容にスムーズに取り組めるよ

う工夫されています。次に、２３８ページをご覧ください。「数学で大切にしたい考え方」で

は、数学で使われる様々な考え方について、具体的に問題を解決する中で、それらの考え方が

身に付けられるよう工夫されています。また、それらの考え方がどの問題で使われていたか、

ページを示し、振り返ることができるようになっています。 

 次に、新興出版社啓林館につきましては、初めに１７ページをご覧ください。問４の右側を

ご覧ください。ここに「くりかえし練習」のためのページが表示されています。この例では２

０７ページとなっております。さらに進んで取り組んだり、力を伸ばしたりするための問題が

用意されています。別冊の「MathNaviブック」をご覧ください。この別冊「MathNaviブック」

には、全体を通して様々な形の問題や課題があり、生徒がいろいろな場面で数学を活用するこ

とができるように工夫されております。 

 次に、数研出版につきましては、初めに４ページをご覧ください。「出発前のクイックチャ

ージ」では、今までに学んだ内容を振り返り、新しい学習内容が無理なく身に付けられるよう

に、既習事項の確認とそのためのドリルが用意されています。次に、１９０ページをご覧くだ

さい。「やってみよう」では、その章で身に付けた知識や考え方を活用して、身の回りの日常

的な課題を解決し、数学の有用性が分かる活用場面などが設定されています。 
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 最後に、日本文教出版につきましては、初めに９２ページをご覧ください。中学生に親しみ

やすいメーンキャラクターの「マテマ」や中学生キャラクターを登場させ、注意を促し、考え

方のヒントを示すなどの工夫があります。このキャラクターは、各章の導入にいかされていま

す。次に、１１７ページをご覧ください。「やってみよう」では、そこで学んだことを用いて

問題を解くことで、数学を学ぶ意義やよさが分かるような課題を設定し、数学の有用性を味わ

わせる工夫がされています。 

 最後に、現在使用している東京書籍の使用実績につきましては、初めに３１ページ、３２ペ

ージをご覧ください。「学び合い」につきましては、「自分で考えてみよう」「友だちの考え

を知ろう」「話し合ってみよう」「ふり返ってみよう」「深めてみよう」と学習の流れが明示

されており、生徒が見通しを持って授業に取り組むことができるように工夫されております。

次に、２３２ページから２３４ページまでをご覧ください。学びをいかす「活用の問題」では、

２３２ページにございます「運賃のしくみ」で日常生活に関連する教材を、２３４ページにご

ざいます「大工道具『さしがね』」で他教科と関連のある教材が用意されております。これま

でに学習した内容を活用・発展させることで、学習の有用性を生徒に実感させることができる

ように工夫されております。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○小澤尚久委員 中学校１年生の教科書で、６年生からの連続という意味で、草加の子どもた

ちにとって有効な取組内容等があったら、いくつか教えてください。 

○説明員 例えば東京書籍では、１年生の２１ページをご覧ください。「小学校で学んだ足し

算の計算法則を、正負の数で考えてみよう」と一番上に書いております。このように、小学校

での学習と関連付けるとともに、関連する事柄について、巻末にある「学びをつなげる」で確

認できるように工夫されております。このような場面が適宜配置されており、必要に応じて小

学校での学習とのつながりを意識して、学習を進められるように工夫されております。 

 また、東京書籍の２ページ、大日本図書の２ページ、学校図書の４ページ、日本文教出版の

２ページをご覧ください。この４者につきましては、目次の各章のところに、小学校での学習

内容が記載されています。また、巻末では、算数を復習するための内容や問題が用意されてお

ります。これは先ほど申し上げました東京書籍と同じように、各発行者とも、関連する小学校

の復習問題等が巻末に用意されており、その都度、振り返ることができるように工夫されてい
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ます。 

 また、啓林館の２３ページをご覧ください。ここでは「振り返り」という小見出しを付けた

問いを適宜配置し、小学校での学習内容を確認できるように工夫しております。 

○宇田川久美子委員 草加市の生徒の実態のところで、「数学的な言葉で表現」の「数学的な

言葉」というのは、具体的にどういう表現のことですか。 

○説明員 数学の教科書に出てくる専門的な用語ですが、例えば角度で言えば、同じ位置にあ

る角を同位角と言ったり、互い違いな角を錯角と言ったり、始めは「同じ位置にある」という

言葉でいいとしても、最終的には専門的な用語をしっかり使って友達に説明できる、あるいは

自分の考えをノートにまとめて発表することができるというようなことでございます。 

○宇田川久美子委員 その観点からすると、ここはそういう言葉を教えるのにとてもうまく説

明できているという教科書はありますか。 

○説明員 各発行者とも、新しく出てくる単語については太字のゴシック体等で強調されてお

ります。その言葉について教員がその都度更に補足して説明し、こういった意味であるとか、

この用語はしっかり覚えて、説明の中で、あるいは自分の考えをまとめる中で使うことができ

るということを授業の中で示しております。 

○村田悦一教育長職務代理者 先ほど、草加市では幼保小中一貫した教育ということで、例え

ば、なぜ算数を数学というのだろうと、その辺の素朴な疑問が解決できないと、今まで算数が

好きだったけれど数学は嫌いになってしまうのではと思うのですが、いかがでしょうか。小か

ら中という連携は、何か特徴的なことはありますか。 

○説明員 説明したり、自分の考えをまとめたりする中で、数学的な用語といったものが、中

学に入ってくると非常に多くなります。 

 そういった用語を使うことによって、子どもたちも最初は多少混乱するところはあるとは思

うのですが、手で示したり、鉛筆でマークをしたりして、こことここが同じだからこういうこ

とが成り立ちますという説明をする中で、そういう過程を通して、最終的には専門的な言葉等

を使って説明することができるようになればいいと考えております。 

 もちろん、小学校ではこういう学習はこういう観点でしたが、中学校では更にそれを式で表

したり、表とグラフと式を関連付けて考えたり、そういう学習をこれからしていきますという

ことで、小学校との関連を図りながら授業を進めていくように工夫しております。 

○村田悦一教育長職務代理者 数学を活用して、考えたり判断したりしようとする態度を育て

るということで、日常にそういう機会があるのかという、素朴な疑問があります。 
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○説明員 子どもたちが学校生活や家庭生活を送る中で、算数・数学を使っているといえば、

買い物のときの計算程度だと思うのですが、社会全体を通してみると、全ての工作物等には必

ず計算というものがございまして、そういったものは子どもたちには難しくて分からないかも

しれませんが、とにかく数学が一つの言語の代わりとして活用されていますということを説明

しています。 

 また、論理的に証明するなど、筋道を立てて考えるということは非常に重要だと思うのです

が、これは社会に出て、例えば自分が何かを会社の人に対してアピールするというときに、ど

のような手順で、どのように筋道を立てて論理的に説明すれば、相手により納得、理解しても

らえるか、そういうことを考える上で、この図形の論証の思考過程というのはとても活用でき

ます。ただ「この商品はすばらしいです」と言って説明しても、相手はそれだけでは納得して

くれません。筋道を立て、ここではこういう特徴があります、こういう課題もあります、でも

この課題を克服するためにこういう改良をしました、だから今この商品がありますので、是非

活用してください、というように、論理的に筋道を立てて考える、発表するという力を養う教

科は、数学しかないと思っておりますので、そういった考え方を少しずつ子どもたちに育成で

きればと考えています。 

○髙木宏幸教育長 今の草加市の生徒の実態ということで、数学を活用して考えたり判断した

りしようとする態度を育てる工夫という、その視点があるわけですが、それとともに、前提と

して「基礎・基本をより確実に定着させるとともに」とあります。 

 先ほど、東京書籍の使用実績のところで、単元の１時間の取り扱いで、こんなふうに授業で

は使われますという説明がありましたが、例えばこの教科書を、自学自習ではないですが、授

業で受け、授業でやり、復習あるいは予習のときに、教科書を読んでいけば十分に理解できる

というような筋道というか、ステップ・バイ・ステップを踏んでいるような、そういう工夫と

いうか、子どもたちの実態を見たときに、使用実績でこの辺の編集構成というのはどんなふう

に現場では捉えられているのでしょうか。 

○説明員 先ほど東京書籍のところでご説明申し上げたように、各単元、小単元ともに、「目

標」「Ｑ」「例」「たしかめ」「問」というように、学習の流れが全て一貫して統一されてお

ります。 

 この流れに沿って、学校の授業でやったことを家庭で復習する際に、今日はこの学習をどう

いう流れでやったのか、もちろんノート以外にも、教科書を見れば学習の流れが分かるように

なっております。まず「目標」と「Ｑ」で、今日はこういう流れでこういう力を見付けようと
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いうことが書いてあります。それに関する例題が書いてあり、例の中には解き方、考え方が細

かく書いてあります。それで例題をやった後に、「たしかめ」の問題で自分の力を確認し、更

に力を付けるために「問」や補充問題等が準備されています。 

 全てそのように、基礎・基本、計算力などそういったものを養う工夫が随所になされており

ます。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「中学校 理科」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 理科〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 それでは、理科の教科書についてご説明申し上げます。 

 まず、草加市の生徒の実態でございますが、自然事象への関心・意欲・態度に課題が見られ

ます。また、地震発生の仕組みや水溶液中の粒子の様子など、実際に観察・実験を行うことが

できず、模式図や映像などのモデルを通して理解を図るような学習内容の定着に、少し課題が

見られます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、「基礎的・基本的な知識・

技能を習得させる工夫」「思考力、判断力、表現力等を育成する工夫」「主体的に学習に取り

組む態度を養う工夫」「実社会・実生活との関連を図る工夫」といたしました。 

 それでは、各発行者の特色、特徴等について、主に３年生の「運動とエネルギー」の単元を

例に、ご説明申し上げます。 

 まず、東京書籍についてでございます。３年生の１１６ページをお開きください。しっかり

とした定着を図りたい「基礎技能」は、本文と区別した囲み「基礎操作」で示されており、手

順や操作上の注意事項も詳細に記述されています。お開きの１１６ページから１１９ページに

かけてご覧ください。探究の過程に関わる生徒の活動や、課題、観察・実験、考察、活用の場

面が、１１６ページの「はてなマーク」、１１７ページの「実験１」、１１８ページの「実験

から」、１１９ページの「びっくりマークのついたまとめ」のように共通のマークや色で統一

されており、生徒が探究の流れを意識しやすくなっています。 

 次に、大日本図書についてです。３年生の３ページ下段をご覧ください。 

 技能の習得を図る工夫として、観察・実験のための「基本操作」が数多く掲載されており、

それを目次でも整理されています。２７ページをご覧ください。基礎操作が載っているページ
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には、右下にあるようなマークがつけられています。次に３８・３９ページをご覧ください。

科学者の業績を紹介した「科学史」、日常生活との関連を紹介した「くらしの中の理科」、様々

な職業との関連を紹介した「プロフェッショナル」などが多数掲載されており、理科の有用性

を実感できるような工夫がされています。 

 次に、学校図書についてでございます。３年生の５ページと８ページをご覧ください。５ペ

ージのような単元の初め、８ページのような各章の初めに、「これまでに学んできたこと」が

掲載されています。１０ページをご覧ください。本文中にも「思い出してみよう」として既習

事項が掲載され、確認や復習ができるようになっており、学習内容との関連や系統性が分かる

ようになっています。次に２６ページをご覧ください。公式が出る場面では、公式の提示の後、

まず例題とその解き方が掲載されており、その後に学習内容に係る「問い」が出され、生徒が

取り組む流れになっており、公式の使い方を定着させる工夫がされています。 

 次に、教育出版についてでございます。まず、３年生の巻末をご覧ください。学年ごとに付

録として、まず３年生には「星座早見作成シート」、２年生には「原子のモデルカード」、１

年生には「カメラ作成シート」などがついており、生徒が意欲的に取り組むための一助となっ

ております。次に４６・４７ページをご覧ください。単元扉で身近な事物・事象などが紹介さ

れ、学習への意欲が高まる工夫がされています。次に、５５ページから５８ページにかけてご

覧ください。科学の話題を紹介したコラム「ハローサイエンス」が随所に掲載されており、科

学と実生活との関連、環境などについて考えられるようになっています。 

 最後に、新興出版社啓林館についてでございます。３年生の巻末についております別冊の１

１ページをご覧ください。観察・実験に取り組む前や後で活用できるようになっております。

同じく別冊の４６ページをご覧ください。用語や要点の確認ができるようになっています。次

に、教科書本体の２９５ページをご覧ください。２９５ページについております青色シートを

活用すると、効果的に学習内容の定着が図れるようになっております。次に、２００ページを

ご覧ください。最新の話題や将来の科学技術を紹介する「ひろがる世界」などのコラムが多く

掲載されており、学習内容を応用したり、理科の有用性を実感させたりする工夫がされていま

す。 

 最後に、現在使用している大日本図書の使用実績につきましては、課題の表現が簡潔であり、

実験ごとに「結果の整理」「結果から考えてみよう」などが掲載され、目的を持った科学的探

究ができるよう工夫されています。また、「暮らしの中の理科」では、日常生活の例を取り上

げ、日常生活でどのように活用されているか分かるように工夫されています。 
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○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 理科という教科の中で、各発行者が「理科」という表現をしたり、「科

学」「サイエンス」としたりしていますが、それぞれ何かそこには発行者のねらいみたいなも

のがあるのでしょうか。子どもたちが手にとったときに「理科」と書いてあると、教科として

小学校からの延長でできるような気がしますけれど、「科学」や「サイエンス」と書かれてし

まうと、これから何を学ぶのだろうという気持ちにならないでしょうか。 

○説明員 「理科」という表現は、教科としての表現になります。「科学」や「サイエンス」

というのは、英語も学習してきていますので、英語という観点で「サイエンス」という言葉を

身近なものにするために使う発行者もあるのではと思います。あと「科学」というのは、とて

も未来を見通した、これからの人間生活をますます発展させていきたい、そのために理科とい

う教科の学習は必要というような意味が込められているような気がいたします。 

○加藤由美委員 理科の教科書ですが、小学生は教育出版を使われていて、小学校の理科の説

明の中で、幼保小中が今、一貫した教育がなされていて、中学校の先生が小学校に行って教え

ることもあるとおっしゃっていました。その中で、同じ教科書の方がいいと考える先生もいら

っしゃるかもしれないけれど、小学生では別に教科書が違っていても構わないということをお

っしゃっていましたが、中学校の先生としてはどうお考えなのでしょうか。 

○説明員 やはり発達段階に応じた学習内容になっておりますので、同じ発行者ではないとい

けないということは、私も断言することはできないのではないかと思います。小学校の先生が、

自分がこの教科書を使って授業をすると考えたときに、たくさんの発行者の教科書を見て、そ

して選択したものだと思いますので、それはそれで間違いではないかと思います。 

 また、我々が小学校に出向いて、一貫教育ということで授業を実践する中で、基本的に、そ

れぞれの発行者の特色、すばらしいところはあるのですが、学習する内容は学習指導要領に基

づいていて、教える内容は同じですので、それは工夫するなり、小学校の先生と連携を図りな

がら、授業をどのようにしていくかは、その時その時で工夫して改善できるのではないかと思

います。 

○川井かすみ委員 大日本図書の２年生の５０ページ、銅像（埼玉県草加市）の映像が載って

いるのですが、他の発行者で草加を記載している教科書はあるのでしょうか。 

○説明員 下調べをした中で、入間市、川口市、越谷市、熊谷市、それから深谷市、所沢市、

それぞれ各市１つずつ、なるべくいろいろな市からの映像等を載せて、工夫されているのだろ
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うと感じております。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「中学校 音楽」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 音楽〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 音楽科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、週１時間の授業ではありますが、音楽科の学習に積極

的に取り組む生徒が多く見られます。日々の授業や、全ての中学校で実施されている合唱コン

クールなどで、着実に表現力、特に歌唱力が向上しています。 

 しかし、生徒一人ひとりの、これまでの音楽体験の有無により、技能に個人差があります。

技能を伴う教科であることから、個人差にかかわらず、生徒の興味・関心を高め、基礎的な能

力を伸ばすことが求められます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてございますが、音楽科（一般）では、一つ目

に「教材選択についての工夫」、二つ目に「鑑賞の活動において言語活動の充実を図るための

工夫」。器楽では、一般と同様に「教材選択についての工夫」といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。音楽科（一般）につきまして

は、各発行者の第１学年のものを例にとって、説明させていただきます。 

 教育出版につきましては、初めに「中学音楽１」の２０ページをご覧ください。２０ページ

から２１ページにかけまして、共通教材「赤とんぼ」が掲載されています。最初のページで学

習課題が提示され、大きな写真や歌詞に関する写真によって、情景を想像しやすい工夫がされ

ています。次に、３２ページをご覧ください。３２ページから３５ページにかけまして、鑑賞

教材のヴィヴァルディ作曲の「春」が掲載されています。最初に２ページで楽曲や作曲者につ

いて説明し、次の２ページで、「春」全体の主旋律の楽譜が掲載されています。このように、

音楽活動が主体的に行えるよう、写真が豊富に準備され、曲全体の楽譜が掲載されるなど、楽

譜からの情報も得ることができます。このことから、言語活動の充実が図られ、発展的な学習

にも対応し、幅広い音楽的知識が身に付けられるよう配慮されています。 

 次に、教育芸術社につきましては、初めに「中学校の音楽１」の２４ページをご覧ください。 

 ２４ページから２５ページにかけまして、共通教材「赤とんぼ」が掲載されています。最初

のページの上に目標、そしてページの下にその目標を達成するための具体的な学習課題が示さ
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れています。次に３２ページをご覧ください。３２ページから３５ページにかけまして、同じ

鑑賞教材のヴィヴァルディ作曲の「春」が掲載されています。最初の２ページで、楽曲や作曲

者について説明し、次の２ページで大きな演奏写真と、イタリアの気候と曲目との関係や、チ

ェンバロについて掲載されています。このように、写真が豊富に準備され、目標や音楽学習で

身に付けるべき基礎的・基本的な内容が分かりやすく示されており、言語活動を充実させ、発

展的な内容も無理なく取り組めるよう配慮されています。 

 次に、現在使用している教育芸術社の使用実績につきましては、「中学校の音楽２・３年上」

の１０ページをご覧ください。このページにある「ここが分かればＧｒｅａｄ Ｕｐ！」では、

パートの役割や曲の構成について、生徒が自分たちで気付くことができるようにしており、生

徒の主体的な学習を促す資料として活用されています。このように、生徒の実態に応じた教材、

具体的な学習課題の提示、生徒の主体的な学習を促す資料等により、生徒の興味・関心を高め、

基礎的な能力を高めることができております。 

 次に、器楽について説明させていただきます。 

 教育出版につきましては、初めに「中学器楽」の９ページをご覧ください。アルトリコーダ

ーで、「オーラ・リー」という曲を、「全体の響きを感じ取って、合わせて演奏しよう」とな

っております。ヘ長調で書かれております。８小節のきれいな合奏ができるようになっており

ます。次に７８ページをご覧ください。ヴィヴァルディ作曲の「春」の合奏の楽譜が掲載され

ています。ト長調で書かれています。ソプラノリコーダーと低音楽器に、アルトリコーダーも

加えて演奏できる編曲で、「全体の響きを感じ取って、合わせて表現しよう」となっておりま

す。このように、豊富な資料や教材が掲載され、楽曲が持っている美しさやよさが生かされた

調号で表記された曲が多く、より高度な演奏ができる曲を多く取り上げています。 

 次に、教育芸術社につきましては、初めに「中学生の器楽」の１１ページをご覧ください。

同じ「オーラ リー」という曲が全曲掲載されています。運指を段階に応じて示しており、低

音と左手の練習を１人で吹けるようになっています。ハ長調で書かれています。次に５７ペー

ジをご覧ください。ヴィヴァルディ作曲の「春」の合奏の楽譜が掲載されています。ハ長調で

書かれています。「原曲のイメージを大切にして、フレーズ感を生かしながら、アーティキュ

レーションを工夫して演奏しましょう」となっております。このように、豊富な資料、教材が

掲載されております。取り組みやすい調号で表記された曲が多く、生徒が取り組みやすく、段

階的に技能を高めやすくなっております。 

 次に、現在使用している教育芸術社の使用実績につきましては、「中学生の器楽」の４６ペ
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ージをご覧ください。４６ページから４９ページにかけまして、器楽の奏法について、写真に

より分かりやすく掲載しています。また、７８ページにある「打楽器のための小品」という教

材とともに、打楽器の基礎的な能力を高める資料、教材として活用されており、多様な音楽経

験を積むことができております。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○川井かすみ委員 草加市は音楽都市宣言をしていて、特にここ文化会館では、ハープフェス

ティバルがもう３０回目を迎えたわけですが、中学生でハープと触れ合う機会というのはある

のでしょうか。 

○説明員 今現在、実際に、直接学校でハープに触れるというような授業は行われていません。

ただ、音楽都市宣言をしていますので、そういうときに演奏をされたり、実際にそれを聴いた

りということはあるかと思います。 

○宇田川久美子委員 草加市の生徒の実態を踏まえた観点というところで、「鑑賞の活動にお

いて言語活動の充実を図るための工夫」とありますが、言語活動の充実というのはどういうこ

となのか、そして、それが教科書でどのようにいかされているのかを教えてください。 

○説明員 先ほどご説明した、例えばヴィヴァルディの「春」の教科書は、教育出版の教科書

では「中学音楽１」の３２ページに載っていて、「春」について説明させていただいたのです

が、この「春」には、ソネットという標題が付いています。ここでいうと３２ページにＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄと書いてあるのですが、このようなところは音楽的な諸要素があるから標題はこうなっ

たのではないかとか、音楽の諸要素に気付いていくというようなことを、音楽の鑑賞によって

言語活動の充実を図っております。 

 これは今、教育出版のご説明をしましたが、同じく教育芸術社でも同様のことが書いてあり

ます。 

○加藤由美委員 今使っている教育芸術社の中で、リコーダーはみんな使っていると思うので

すが、その後にギター、琴、三味線、太鼓、篠笛、尺八、打楽器と出てきていますが、草加の

生徒たちが実際に手にして、授業の中で演奏できる楽器は、この中にどれぐらいあるのでしょ

うか。 

○説明員 今お話があったアルトリコーダーについては、全員の生徒が新たに購入して使って

おります。それに加えて、和楽器は１種類以上行うことになっておりますので、筝、琴につい
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ては全部の学校で、全員の生徒が触れることになっています。打楽器につきましても、全ての

学校で何らかの打楽器に触れるような授業は行われています。 

 一部の学校では、ギターや太鼓を器楽の実技の授業として行っております。 

○村田悦一教育長職務代理者 中学校は教科担任制ですが、国語科のところで、言語活動を豊

かにする工夫というのがありました。当然これは同じと考えていいとすると、教科間の、例え

ば音楽科が国語科のような教科の先生と言語活動を充実、豊かにするための何か話し合いをし

たり、お互いに授業を見合ったりといったことはなされているのですか。 

○説明員 各学校の実態を正確に把握しているわけではないのですが、今ご指摘のあったとお

り、国語科にある言語活動の充実というのは、各教科の基盤になるものだと思いますので、や

はり国語科の授業を、他の教科の先生が見るなど、そういうことが行われている学校もあるの

ではないかと思います。そういうことは進めていかなければならない内容ではないかと思って

います。 

○村田悦一教育長職務代理者 幼保小中を一貫した教育ということで、小学校から中学校とい

う縦の連携も大事ですが、横の、各教科間の連携というものも、特に中学校へ行くと専科で縦

割りになってしまうと、やはり全体としての児童生徒の豊かな心の発達という面では少し心配

ですので、是非連携をとっていただきたいと思います。 

 それから、音楽については、特に中学校になると、かなり興味・関心というか、極端な話を

すると、中学校の音楽ではなくて、もっとはやりの音楽を聴いたり、実際に表現したりしてい

る生徒もいるかもしれません。その辺の実態と、授業とのずれというか乖離というかが出てき

て、義務教育として行っている音楽科の授業に、興味・関心がなくなってしまうのではないか

と、私は思っているのですが、実際にはどうなのでしょうか。 

○説明員 今ご指摘された、生徒が興味を持っている音楽ということに関しては、大分、教科

書の中にもそれが入ってきて、様々なジャンルに関して学ぼうというような姿勢で発行者も考

えていますので、その乖離というのは、昔の教科書に比べれば大分工夫されて、生徒の興味・

関心に近いものになってきているのではないかと思います。 

 それと同時に、やはり学校で教えなければいけないこともあります。例えば合唱などは学校

でしか味わえない、集団での経験というものがありますので、例えばクラシック音楽なども含

めて教えることによって、子どもたちも興味・関心が高まっていますので、大切ではないかと

思っています。 

○髙木宏幸教育長 今のことに関わりますが、草加市の生徒の実態という中に、個人差にかか
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わらず興味・関心を高めて、基礎的な能力を伸ばす、音楽の得意な子、苦手な子、音楽に小さ

いときからいろいろな形で慣れ親しんでいる子とそうでない子、この差は大きいと思います。

それを踏まえて、音楽一般も器楽合奏も、教材選択についての工夫というのは、個人差があっ

ても取り組めるような観点かと思うのですが、教材選択の工夫は、一般も器楽合奏も両方とも

観点として入っており、この点についてもう少し、実際に使われている教育芸術社の使用実績

等について、説明を加えてもらえますか。 

 教育芸術社はハ長調とで書かれていたかと、私は音楽は苦手なので、ト長調、ヘ長調と言わ

れても、ハ長調ならイメージがぱっと、音符を見ても分かるけれど、ト長調とかヘ長調とかに

なると、♭や♯などが入ってきますから、難しいという感じを受けてしまいます。 

○説明員 今ご指摘のあったとおり、教育芸術社はハ長調で書かれているものが、教育出版に

比べれば多いです。つまり、シャープ、フラットがないということは、吹きやすいとか演奏し

やすいということがあります。やはり、例えば生徒で初めてアルトリコーダーを習うといった

ときに、まずはシャープやフラットということではなくて、ハ長調の曲をしっかり吹けるよう

になることが、やはり基本的なことをしっかり教えていくということになるかと思いますので、

そういった意味で、生徒の実態に合った教材が、現在使われている教育芸術社では多いのでは

ないかと思っております。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「中学校 保健体育」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 保健体育〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 保健体育科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、全国及び埼玉県学力・学習状況調査の質問紙調査や草

加市体力向上推進委員会での調査におきまして、朝食を食べない生徒が見られることが分かっ

ております。その要因としては、就寝時刻の遅さや、そこから連動して起床時刻の遅さが影響

していると考えられます。さらに、体育以外で運動する生徒と、ほとんど運動しない生徒の二

極化が見られます。これは生活習慣や運動習慣の個人差によるところが大きいと考えられます。 

 以上の実態を考え、日常生活において、健康な生活を営む資質や基礎を培うことが、草加市

で生活する生徒の課題であると考えます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点でございますが、「健康な生活を営むための資質や能
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力の基礎を培うこと」を課題としたことから、「健康の保持増進のための実践力の育成」とい

たしました。 

 次に、各発行者の特徴、特色についてご説明申し上げます。保健体育科につきましては、各

発行者の教科書の構成及び２年生が学習する自然災害に関する部分と、応急処置を例にとって

説明させていただきます。 

 まず、東京書籍「新編 新しい保健体育」につきましては、各章の扉に小・中・高で学習す

る内容が示され、小中高連携した見通しを持つことができます。また、学年別に保健編・体育

編とまとめてあり、その学年で学習すべき内容が把握できるよう工夫された構成になっていま

す。教科書の７４ページをご覧ください。項目の先頭に、生徒が自主的に学習できるよう「今

日の学習」「やってみよう」「考えてみよう」という構成になっており、学習の流れがはっき

りと示され、生徒にとって取り組みやすいように工夫されています。「考えてみよう」では、

自分の意見をまとめて発表し、グループで話し合ったことを実践にいかすため、ディスカッシ

ョン、ブレインストーミング、ロールプレイングを意図的に設定することができ、思考力・判

断力・表現力の育成を図れるようになっています。１単位時間の最後に「生かそう」が設けら

れており、学習した内容を日常生活にいかせる構成になっています。また、登場するキャラク

ターが注釈の役目を果たしており、学習を支援するポイントを示すことで、更に理解が深まる

よう工夫されています。８０ページをご覧ください。心肺蘇生法と応急手当の手順について、

豊富に配置されたイラストや写真によって、分かりやすく学習できるよう工夫されております。

この実習を通して、日常生活にいかせる実践力を高められるようになっています。章末資料は、

災害の危険性についての理解を更に深め、危険を予防できる力を養う構成になっています。９

０ページ、９１ページをご覧ください。各章末に学習内容が理解できたか確認できる「確認の

問題」「活用の問題」があり、基礎的・基本的な知識が確実に習得できるような構成となって

おります。 

 次に、大日本図書「新版 中学校 保健体育」につきましては、教科書８５ページをご覧く

ださい。章の扉には、この章で学習する内容が明示され、生徒が興味・関心を持って学習でき

るようになっております。問題提起から、この章で目指す生徒像が示されており、見通しを持

って学習することができます。教科書９４ページをご覧ください。学習の流れとして、今日の

課題を明示し、「考えよう」で身の回りの生活に関わる疑問から学習が進められ、生徒が見通

しを持って学習に取り組めるように構成されております。「学習を活かして」では、学習した

内容から更に考えを深められる構成になっております。学習を進めていく上で必要な資料が豊



- 111 - 
 

富にあります。写真・イラスト等、生徒が分かりやすく理解できるように配慮されております。

また、重要語句を太く強調しており、次のページの写真による資料はページを多く使い、自然

災害の恐怖と対策を学習するために効果的に使用しており、日常生活の中でも災害に対して意

識を高めていくことができるよう工夫されております。学習の内容が２ページ見開きでまとめ

てあり、終わりには「キーワード」として、学習した重要語句を再確認できるよう構成されて

おり、学習に必要な思考力・判断力・表現力の育成を図っております。１００ページをご覧く

ださい。心肺蘇生から応急処置に至るまで、写真とイラストを活用し、手順を確認しながら実

習できるよう工夫されております。章の最後には「学習のまとめ」があり、重要な語句や要点

を振り返りながら、学習内容の理解が図れるように構成されています。太文字で表記し、関連

ページを示すことで、学習を振り返り、自主的な学習ができる構成となっております。 

 次に、大修館書店「保健体育」につきましては、教科書９４ページをご覧ください。項目名

の下に「Ｑｕｅｓｔｉｏｎ－クエスチョン－」の導入発問があり、学習する内容をつかむこと

ができるようになっています。学習を進めるに当たって、重要語句を太字にし、学習内容を理

解するために写真・図を豊富に明示しています。また、資料から読み取ってほしい重要ポイン

トは黄色の吹き出しで、基礎的・基本的な知識を習得できるように工夫されております。「Ｃ

ｈａｌｌｅｎｇｅ－チャレンジ－」では、学習内容を基に、自分の考えやディスカッション、

ブレインストーミングの記入欄があり、思考力・判断力・表現力の育成を図れるようになって

います。本文全体を薄黄色で区別することによって、とても見やすく、めりはりのある教科書

となっています。また、教科書の章ごとに検索しやすいように、色別に工夫されています。学

習の内容で、パソコンで詳しい説明や参考となるサイトにアクセスできるように、インターネ

ットのアドレスが紹介され、自発的に学習を深められるような工夫がされています。９８ペー

ジをご覧ください。応急処置から心肺蘇生の実習を分かりやすく支援するため、ポイントでイ

ラストと吹き出しを豊富に活用するとともに、心肺蘇生法ではフローチャートを示し、傷病者

の状況に応じて手順よく実習ができるよう構成されており、即実践に移せるようになっており

ます。教科書の１０８ページをご覧ください。各章の最後に「学習のまとめ」のページを設け、

「学んだことを振り返ってみよう」「学びを生かそう」「学びを広げよう」とすることで、復

習、生活への応用、学習の発展として、自主的・自発的な学習として活用できるようになって

います。 

 次に、学研教育みらい「新中学保健体育」につきましては、章の扉に小学校で学習したこと、

中学校で学習すること、更に高校で学習することが明示され、小中高一貫としての学習の見通
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しが持てるようになっております。教科書６６ページをご覧ください。各項目の冒頭に「学習

の目標」で学習内容を明確にし、自分の生活体験を基盤として、本文と資料で基礎的・基本的

な内容を理解しやすいように「キーワード」を設けたり、重要な語句を太字にしたりするなど

工夫されております。また、「エクササイズ」で自分の考えをまとめたり話し合ったりする学

習場面も持て、思考力・判断力・表現力の育成を図っております。教科書６８ページをご覧く

ださい。この章の「もっと広げる・深める」では、生徒の興味関心に応じて学習が深められる

よう、写真や工夫された図などを豊富に掲載し、視覚的に捉えやすいように工夫されています。

今日的課題の災害についても、分かりやすく掲載しています。また、災害から身を守るヒント

を考え、実践にいかせることができるように配慮されております。教科書７４ページからをご

覧ください。心肺蘇生から応急処置について学習した内容が実習できるよう、分かりやすいチ

ャート図を示し、また写真やイラストを豊富に使い、基礎的・基本的な知識を活用することが

できるよう構成されています。生徒が自主的に学習できるよう、ポイントを押さえてあり、い

つでも復習や定着ができるような構成となっております。８０ページの「探究しよう」では、

事故防止・被害防止の現代的な課題や、生徒の興味・関心に応じて学習できるようになってい

ます。次のページには「章のまとめ」があり、学習した知識を確認し、日常生活にいかせる記

述式の問題を設けるなど、基礎・基本の定着と、実践力の育成を図れるように配慮されており

ます。 

 現在使用している「学研教育みらい」の教科書ですが、使用実績につきましては、全体を通

して、説明の文字、図・写真・表などの資料が見やすく扱いやすいので、それらを活用して課

題を見つけたり、考えを深める発展学習に取り組んだりしています。特に、事故防止の単元で

「自転車事故と運転者の責任」の図表は理解しやすく、生徒一人ひとりが問題意識を持って考

えを深め、自分事に捉えさせることができるものとなっています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○加藤由美委員 ２０２０年に東京オリンピックがあるということで、生徒たちが興味を持っ

て、身近に感じられるような掲載はありますか。 

○説明員 オリンピックについては、国際スポーツというところで、各発行者ともに体育理論

の分野で取り扱っています。写真や資料を使って、特に口絵の部分で、学研教育みらいでは最

後の資料の部分ですが、オリンピックの精神や国際交流などについて考えを深める内容になっ



- 113 - 
 

ております。身近にオリンピックの選手がいたりする市町村なので、それらも含めながら授業

に発展させていけると思います。 

○宇田川久美子委員 中学生になると大分関係してくることもあると思うのですが、薬物乱用

については、何か特徴的に取り扱っているところはありますか。 

○説明員 薬物乱用について取り扱っている単元がございますので、そこでどの発行者も取り

扱っております。 

 学研では「薬物乱用と健康」という単元がございまして、各発行者ともそのような内容、方

法で掲載されております。 

○宇田川久美子委員 ＬＧＢＴについて触れているところはありますか。 

○説明員 「ＬＧＢＴ」という言葉は、まだどの教科書にも載っていないと思いますが、性の

成熟や、性とどう向き合うかなど、性の多様性や個人差、自己形成、社会性といったようなも

のが載っている単元がありますので、そちらで取り上げられていると思います。 

○宇田川久美子委員 実際には、この教科書を使って、１年を通じて全体を網羅して学ぶこと

はできているのですか。 

○説明員 この教科書を１年生、２年生、３年生と使っていきますので、年間の時間できちん

と全部網羅して学習に取り組んでいます。 

○宇田川久美子委員 ボリュームが多過ぎたり少な過ぎたりというような問題はなくやれて

いるということですか。 

○説明員 はい。 

○川井かすみ委員 ＡＥＤについての取り扱いというのは、各者どのような特徴があるのでし

ょうか。 

○説明員 応急処置のところで、実習を通して学習したりしています。各者の差は特にないと

思います。同じように取り扱われていると思います。 

○川井かすみ委員 実際に、ＡＥＤのモデルを使って実習されるのでしょうか。それとも教科

書だけでしょうか。 

○説明員 教科書だけを使ってやるところもあるかもしれませんが、大体、実習をしながらや

っている学校の方が多いと思います。ほとんどが使ってやっていると思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 小中学校ですと不登校という形ですが、最近８０５０問題とい

うようなことも言われていで、社会的に問題のひきこもりについては、心のところで具体的に

扱いが出ていますか。 
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○説明員 心の健康や自己形成の部分では取り扱うこともあると思いますが、特にそういった

現状について注釈は入っていないかと思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 実際に教科書にあるなしということではなくて、学校では不登

校ですが、義務教育が終われば今度は不登校ではなくてひきこもりと呼ばれます。そういった

中で、中学校では今、不登校などの心の問題、これは保健だけの指導ではないと思うのですが、

どういう形で生徒と向き合っていますか。 

○説明員 学級活動の授業の中などで、お互いに理解し合うために、例を取り上げながら学習

したり、また道徳の授業の中で学習したりしていると思います。 

○加藤由美委員 先ほどのＡＥＤのところで、実際、実習をされるということですが、人工呼

吸までいくのか、そこまではいかないのですか。 

○説明員 例を取り上げれば、人形を何日か借りてきて実習をしたり、小さな模型みたいなも

のを作って取り組んだりなど、実際に実習などを行って、時間をとっています。授業の中では、

消防署の方に来ていただいています。 

○髙木宏幸教育長 先ほども少し出たのですが、保健編で、心身の発達と心の健康というとこ

ろで、学研の教科書でいくと、心の発達、自己形成、欲求不満やストレスへの対処ということ

で、中学生は思春期で、心身のバランスが崩れやすい、そういう中にあって、いろいろな悩み

を抱えた子どもたちも多いわけで、ここの単元というのは非常に子どもたちにとって切実な、

自分の問題として関われる、また、友達の問題として関われるような単元だと思うのですが、

学研の使用実績という意味では、この編集について、学校現場ではどのように受け止めていま

すか。使用の中での評価はいかがですか。 

○説明員 ここを学習することで、他の領域と組み合わせながら、例えば学級活動の時間で話

し合ったり、道徳の授業で一緒に絡めたりして、教科間で横に連携をとりながら取り組める単

元だと思います。 

 特に、１年生の初めの部分での取り扱いなので、友情を深めたり、他を理解し合ったりとい

うところでは、活用できていると思います。 

○宇田川久美子委員 今の続きなのですが、中学生になって、専科になってしまうと、横のつ

ながりというところが難しいかと思うのですが、例えば学級活動のときに、実際に保健の教科

書を使うという取組はされているのでしょうか。 

○説明員 中学校の最初の基礎として、体の発達と今の心の発達、性とどう向き合うかという

ような授業を行い、草加市では多くの学校で助産師さんを授業に招いて、性への理解を深めた
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り、特別活動にいかしたりしています。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより中学校数学、理科、音楽の一般、器楽合奏、保健体育の教科用図書に係

る採択に入ります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認いたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、川井委員から投票をお願いいたします。 

(  投  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票状況につきまして、川井委員と事務局で確認をお願いいた

します。 

（  開  票  ） 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 数学、東京書籍株式会社６票ですので、東京書籍株式会社といたします。 

 理科、大日本図書株式会社６票ですので、大日本図書株式会社といたします。 

 音楽（一般）、株式会社教育芸術社６票ですので、株式会社教育芸術社といたします。 

 器楽合奏、株式会社教育芸術社６票ですので、株式会社教育芸術社といたします。 

 保健体育、株式会社学研教育みらい６票ですので、株式会社学研教育みらいといたします。 

 以上でございます。 

 

○髙木宏幸教育長 ここで、午後２時まで休憩にしたいと思います。休憩後、再開いたします。 

 

休憩 

 

 

   ◎再開の宣言 
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○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。 

 

○髙木宏幸教育長 「中学校 技術・家庭」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 技術・家庭〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 技術・家庭科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、技術分野・家庭科分野とも実習や製作活動には興味・

関心が高く、意欲的に取り組みます。しかし、基礎的・基本的な知識・理解の授業につきまし

ては、生活経験不足や小学校での学び方の違いから、習得の個人差が課題となっています。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、技術分野・家庭科分野につ

いて、それぞれ次のように設定いたしました。技術分野では、一点目は、「実践的・体験的な

学習活動を行う工夫」、二点目は、「安全や衛生、技術に関わる倫理観への配慮についての工

夫」、家庭分野では、一点目は、「小学校家庭科の学習内容との関連についての工夫」、二点

目は、「安全や衛生への配慮についての工夫」でございます。 

 それでは、各発行者の特色、特徴について、ご説明申し上げます。 

 初めに、技術分野について申し上げます。各者とも「材料と加工に関する技術」の内容につ

いてご説明申し上げます。 

 まずは、東京書籍でございます。３２ページから３３ページ、「材料に適した加工法を知ろ

う」をご覧ください。授業目標や「考えてみよう」マークで表示し、学習内容の見通しができ

るように工夫されています。けがきや切断、削り、折り曲げ、穴あけ、ねじ切りなどの方法を、

イラストを中心にピンポイントで写真で提示し、実践的・体験的な学習が主体的にできるよう

工夫されています。安全について、３４ページをご覧ください。安全・衛生マークがあり、実

習や作業の安全徹底を図るための資料が掲載されています。なお、安全については、２ページ

から５ページの特設ページを設け、より一層の安全指導の徹底を図る工夫がされています。ま

た、特徴としましては、教科書サイズがＡＢ版で、机上での見開きがしやすく、学習指導要領

の内容項目Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの順番で、教科書内容が構成されているのが特徴です。 

 次に、教育図書でございます。３２、３３ページをご覧ください。３２ページでは、図１、

図２、図３と具体物を示すことで、ものづくりに求められる正確性を意識付けています。３３

ページでは、分かりやすい写真を使って、さしがね、のこぎりびき、穴あけ、やすりがけなど
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の方法を掲載しています。また、写真の下には矢印でページが示されており、「墨つけ」につ

いては３７ページ、「のこぎりびき」については３８ぺージというように、矢印に沿ってペー

ジを開くことにより、更に分かりやすい加工方法を調べることができるように工夫されていま

す。安全指導につきましては、４３ページをご覧ください。「基礎技能」のページの中で、下

段にあるような「注意」マークを用いて注意喚起をする工夫が見られます。また、写真やイラ

ストを多く使用し、視覚的に理解を深めることができるといった特徴が見られます。 

 次に、開隆堂でございます。２４、２５ページをご覧ください。これから行う学習について、

図で分かりやすく示されており、見通しを持って学習に取り組めるよう工夫されています。ま

た、２４ページ上段には、「思い出してみよう」コーナーやその本文で、小学校で学んだこと

に触れ、小中の接続を意識した導入となっております。安全指導につきましては、５６、５８、

６１ページをご覧ください。安全・衛生マークを使い、生徒の実習や作業時の安全を意識させ

る工夫を図っています。次に１６、１７ページをご覧ください。２ページにわたり特設ページ

を設け、安全指導の徹底が図れるような工夫がされています。また、学習指導要領の内容項目

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの内容が、学習の順で構成されているところが特徴です。 

 続きまして、家庭科分野について申し上げます。各者とも「私たちの食生活」の内容につい

てご説明申し上げます。 

 まずは、東京書籍でございます。「中学生に必要な栄養素」については、２８、２９ページ

をご覧ください。本時の「目標」と「話し合ってみよう」を提示し、学習の見通しを持たせる

ようにしています。また、図や表、資料を掲載し、なぜ栄養が必要なのかを考えさせる工夫が

されています。また、３３、３４ページの見開きページを使い、六つの食品群について、小学

校のときと同じ三つの色で分類し、小中学校の系統性を図っています。安全・衛生について、

５３、５５ページをご覧ください。「安全マーク」「衛生マーク」を付け、囲み枠で強調して

います。また、安全と衛生を意識付けるほか、６、７ページのように見開き資料で扱い、安全

指導の定着が図れるよう工夫されています。 

 次に、教育図書でございます。７４ページをご覧ください。学習の目標とグラフの資料をも

とに、Ｑマークを使って学習課題を示し、主体的な学習ができるよう工夫しています。７６、

７７ページでは、多くの図を掲載し、資料から栄養の大切さを理解できるよう、工夫されてい

ます。基礎食品群について、８０、８１、８２ページをご覧ください。３ページにわたり六つ

の基礎食品群について説明しています。小学校と同じパステルカラーで六つの色に分け、小学

校からの学びがいかされるよう工夫しています。安全について、１０８ページをご覧ください。
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左下にある安全マークを要所要所に掲載するほか、１０３ページにございますように、更に詳

しく安全についての確認ができるように工夫されています。 

 最後に、開隆堂でございます。６６、６７ページをご覧ください。学習の目標とグラフの資

料をもとに、「考えてみよう」と課題を提示し、興味・関心を持って学習できるよう工夫して

あります。また、図や表を基に、栄養の必要性について考える工夫がされています。また、７

０、７１ページをご覧ください。「発展」ページを設け、たくさんの写真やイラストを用いて、

生徒自身が更なる課題を設定し、実践につなげられるよう工夫されています。次に、７２、７

３、７４ページをご覧ください。小学校で学んだ五大栄養素と六つの基礎食品群が連動して分

かるような資料を提示し、小・中学校の系統性が明確になる工夫がされています。安全・衛生

について、１００、１０１ページをご覧ください。「安全マーク」「衛生マーク」で詳しく説

明するほか、各ページでも示しています。また、８９ページをご覧ください。食物アレルギー

についての資料も掲載しているのが特色となっています。さらに２７０ページにも、安全につ

いての資料が掲載されており、安全指導の定着の徹底を図る工夫がされています。 

 最後に、現在使用している開隆堂の使用実績についてです。技術分野では、８９ページをご

覧ください。評価と活用例が工夫されています。また、１３４、１３５ページをご覧ください。

探究と活用の資料が充実しており、知識・理解のページと考え方・工夫のページのバランスが

よく、振り返りをしっかりと行える工夫がされています。 

 次に家庭分野では、１１１ページの「加熱による変化」、１７９ページの衣服の「素材の変

化」、９６ページの「手ばかり」など、視覚でしっかりと伝え、理解しやすい資料が豊富にあ

ること。また、１７ページの参考資料をご覧ください。生徒に近い言葉や、実際に関わる人の

メッセージが多く、生徒に伝わりやすい工夫がされています。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 草加市の生徒の実態というところで、生活経験不足があるとのことでし

たが、家庭科については、家庭生活の中で取り入れていると経験も豊富だと思うのですが、実

際には、家庭科分野で、家庭と学校が連携して、子どもに家庭で何かを促すというようなこと

は、どのように指導されているのですか。 

○説明員 まず、家庭分野の中では、特に食物の調理の部分が家庭とのつながりが多いです。

また、衣服の部分も非常に多いと思いますので、例えば夏休みの課題として、家庭で学んだこ
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とをいかした調理をしてみようとか、衣服についてはボタンつけを裁縫の宿題として実践して

みようと提示して、家庭とのつながりを意識しています。また、その課題の中に、学習カード

を用いて、家庭とのコメントのやりとりから、家庭でもこういうことを意識していただきたい

というような内容を取り入れています。 

○加藤由美委員 教科書によって、１、２、３、４という順番が変わっていたりするのですが、

教える上で、特に効率が良い順番はあるのでしょうか。 

○説明員 学習指導要領では、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄも同一の順番で並んでいるのですが、授業の学

習の段階では、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの順ではなく、開隆堂の並びの順番で進めているのが現状です。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市の小中を一貫した教育という形でいうと、家庭分野は小

学校家庭科の学習内容との関連についての工夫という視点が出ているのですが、技術では図

画・工作の、工作の部分とのつながりもあると思います。中学校の技術に関して、小学校との

連携はどのように捉えているのでしょうか。まるきり新しいものが始まるのか、あるいは、つ

ながっているものなのか、小学校とのつながりについては、どういう話をしているのですか。 

○説明員 各者、出だしのところに「小学校」というマークを活用して小学校との関連性を示

している部分があり、例えば図画・工作では、どういう工具を使って作品作りをしているのか

というような、小学校で学んだことを中学校でこのように発展していこうというものが載って

います。また、今は情報教育が小学校も大分進んでいますので、その辺の関連性については、

小学校と連携をとって、どういう内容を教えているかということを合同研修会の中で情報共有

しています。 

○村田悦一教育長職務代理者 そういう意味では、確かに開隆堂の４ページ、５ページを見る

と、算数、図画だけではなくて、理科、総合など、いろいろな小学校の学びが中学校で生きて

いく大事な教科だと改めて今、感じました。 

 また、先ほどのお話で個人差というものがありましたが、男女差というのはどうなのですか。

今は当然実習をしているわけですよね。男女差というのはあまりないですか。 

○説明員 男女差はあるのですが、例えば技術・家庭科においては、男子の方が得意かという

と意外にもそうではなくて、女子の丁寧さがいきてくるということもありまして、授業を行っ

ている中で非常におもしろいところです。 

 ただ、今は、日曜大工や一緒に料理をするという時間が少ない家庭もあるので、そういう意

味では、初めて使う道具や調理といったものに差が出てくる気はします。 

○小澤尚久委員 技術分野の生徒の実態のところで、倫理観への配慮という記述がありますが、
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その部分について、草加の生徒たちへの投げかけとして適切な内容である、特にこれは効果的

だというところがあったら教えてください。 

○説明員 特に倫理観については、情報教育の中で、個人情報が今、子どもたちの世界の中で

も非常に大きな問題というか、関わりを持っている部分ですので、各者、興味・関心、又は子

どもたちが気付けるような内容で、取り上げていると思います。 

○小澤尚久委員 特にここ、というところはどこかありますか。 

○説明員 開隆堂の１９６ページの「利用するときのモラル」、ここがスマートフォンを中心

に、近年大きく変わった内容だと把握しています。 

○髙木宏幸教育長 この情報モラルは、何年生から扱うのですか。 

○説明員 モラルについては、コンピューターの使い方を含めて、最初にやらなければいけな

いことだと思うので、１年生で取り扱っています。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「中学校 美術」の選定資料の報告に入らせていただきます。 

 

〈中学校 美術〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 美術科の教科書について、ご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、作品の制作については「発想や構想の能力」に課題が

見られます。また、鑑賞の能力では、特に「伝統文化等の作品への理解と、鑑賞における能力

の向上」に課題が見られます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、「発想や構想の能力」につ

きまして、表現や鑑賞の活動を通して、視覚や触覚などを十分に働かせ、形や色彩、材料など

からそれらの性質や感情、イメージなどを豊かに感じ取るような指導及び思考力、判断力、表

現力を育成して、豊かな発想力を引き出すことが重要であることから、「創意工夫し美しく表

現する技能を高める工夫」としました。 

 伝統文化等の作品への理解と、鑑賞における能力の向上につきまして、古くからの美術作品

や生活用具を鑑賞することにより、各時代に生きた人々の美意識や創造的な精神などを感じ取

り、それらを踏まえて現代の美術や文化を捉えることにより、文化の継承と創造性の重要性を

理解する指導が重要であることから、「よさや美しさなどを味わわせる工夫」といたしました。 

 それでは、各発行者の特色、特徴等について、本市の課題を基にした観点を含めてご説明申
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し上げます。なお、具体的には、「創意工夫し美しく表現する技能を高める工夫」については

美術１、「よさや美しさなどを味わわせる工夫」につきましては美術２・３の教科書で説明さ

せていただきます。 

 開隆堂出版につきましては、まず、絵や彫刻などの表現より風景の表現を例にとってご説明

させていただきます。美術１の１０ページから１５ページをご覧ください。「心ひかれる風景」

という題材で、身近な風景をよく観察する中で、注目させたい場所をクローズアップしたり、

主題の見付け方や、色彩や光の変化の捉え方などを掲載したりして、表現する技能を高める工

夫があります。また、１５ページの風景写真は、主題設定へのヒントとして、掲載されている

作家や生徒作品には作者の言葉が添えられているなど、工夫が見られます。次に、絵や彫刻な

どの鑑賞より日本の美術についてご説明させていただきます。美術２・３の６ページをご覧下

さい。富士を題材とした、江戸時代から近代までの作家の作品を紹介しています。横山大観の

作品は３ページ分を使用して紹介されています。実際に折り曲げることもできるので、屏風の

作品のよさを味わうことができます。また、多くの年代の作品から、多様な表現を比べて味わ

うことができます。さらに、４３ページをご覧ください。「絵巻物の世界」として「伴大納言

絵巻」及び「鳥獣人物戯画」を上下に並べながら、見開き２ページにわたって紹介しています。 

 次に、光村図書出版につきましては、まず、絵や彫刻などの表現より「風景の表現」を例に

とってご説明させていただきます。美術１の１２、１３ページをご覧ください。「心安らぐ私

の風景」という題材では、自分が好きな、心引かれる風景を構図や色を工夫して表そうという

ねらいがあります。１人の作家の作品には「作者の言葉」が添えられており、作者が描きたい

と感じた気持ちが分かり、作品制作の参考になる工夫があります。次に、絵や彫刻などの鑑賞

より日本の美術についてご説明させていただきます。美術２・３の１０１ページから１０３ペ

ージをご覧下さい。「鳥獣人物戯画」を「絵巻物」のスタイルに沿って、３ページ分を横長に

使って、そのよさを味わい、また、部分を取り出して現代の漫画やアニメーションに共通する

表現を紹介しています。これらの対比により、伝統の継承と文化の創造について考えさせるこ

とができます。併せて、美術１の２２から２７ページをご覧ください。扉に風神・雷神像を掲

載し、扉を開くと俵屋宗達の国宝「風神雷神図屏風」が見開きで掲載されています。 

 最後に、日本文教出版につきましては、まず、絵や彫刻などの表現より風景の表現を例にと

ってご説明させていただきます。美術１の１２、１３ページをご覧下さい。「なぜか気になる

情景」という題材で、見慣れている場所から、表したい主題を明確にして表現の構想を練り、

工夫して表そうというねらいがあります。スケッチやカメラでの記録をいかして、作者の意図
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を焦点化した作品が紹介されています。生徒作品には「作者の言葉」が添えられており、切り

取った場所の何に心を引かれたのかが分かり、作品制作の参考になる工夫があります。次に、

絵や彫刻などの鑑賞より日本の美術についてご説明させていただきます。美術２・３の上２４

から２９ページをご覧下さい。浮世絵版画をメインに、ヨーロッパ美術が浮世絵から受けた影

響を紹介し、美術がつなぐ人と文化について紹介しています。特に、２６ページから２９ペー

ジにかけての見開きの二つの葛飾北斎の作品は、原寸大に和紙を用いたことにより、浮世絵の

も強さを味わわせることができます。さらに、美術２・３の下２４ページから２５ページをご

覧ください。「教科書美術館」と題して、修学旅行で奈良・京都を訪れた際には注目させたい

仏像を示し、扉を開くと、三十三間堂の国宝「妙法院蓮華王院」の写真が掲載されており、興

味・関心を持たせるとともに、伝統文化のよさを感じさせることができます。 

 最後に、現在使用している開隆堂の使用実績について説明いたします。全学年の教科書の表

紙をご覧ください。日本の作家の作品を取り入れ、生徒に興味・関心を高めるよう工夫が見ら

れます。また、全ての題材に四つの評価規準が明示してあります。 

 美術１の９ページ右下をご覧ください。色分けした割り振りが分かりやすく明示されており、

生徒が学ぶべきねらいを明確にし、振り返りがしやすいような工夫が見られます。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 草加市の生徒の実態で、鑑賞における能力の向上ということがあります。

教科書には、どれも迫力のある作品を目にすることができますが、実際に中学生が美術鑑賞に

行って、本物を見る機会はどれぐらいあるのですか。 

○説明員 草加市には美術館はありませんが、美術館からは、来てくださいということで様々

な申し出や、貸し出してくれる写真など、本物というわけにはいかないのですが、申し出れば

学校に貸してくれるものなどはあります。 

 中学校におきましては、美術は専門教師が授業をしておりますので、先生の描いた絵を見せ

るなど、実際に描くところや、描いたものを提示したり展示したりということをしております。 

 特に、子どもたちが美術を専門的に勉強したいということであれば、その美術館を教えたり、

様々な催しを教えたりなど、情報提供をすることで機会をつくるようにしております。 

○宇田川久美子委員 鑑賞ということですと、一番は実物を見て、それに対してどう見えるか

ということに取り組んだほうが、生きた勉強になるかと思いました。 
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○説明員 授業で教える時には、小学校では、造形遊びという形でいろいろなことに触れると

いうことが一番なのですが、中学校になりますと、様々なものを専門的な教員が教えるという

ことで、まず題材として、教員が作ったものを見せることから導入をするといった取組があり

ます。 

○村田悦一教育長職務代理者 小中学校では社会科見学で、いろいろな所へ行って見るという

ことが大切だと思います。私は高校生のときに、日展見学が１年生の時にありまして、上野へ

行って、いろいろな博物館や美術館を見学しました。 

 先ほどのお話を聞いていたら、草加は東京に近いので、家族で行ければ良いのですが、美術

館見学などをどこかに入れて本物を見る機会があると良いと思いました。 

 伝統文化については、先ほど国語でも「おくのほそ道」の話があったのですが、当然、麦倉

先生の松尾芭蕉像や曽良像、あるいは草加駅のおせんさん像などが草加にはあります。また、

麦倉先生の作品は、市内でもいろいろな所にありますので、授業の中に取り入れていくことで、

私は、草加の文化力の向上につながると思っています。 

 それは、美術科だけではできないと思います。中学校は教科担任制で、美術は美術、国語は

国語、社会は社会ということではなくて、社会や国語など、横断的に取り組む必要があります。

簡単な案内でも良いと思います。例えば、今、上野の博物館ではすばらしい作品が来ているか

ら、もし行けるのであればご家族と行ったらどうかなど、伝統文化に触れることで、子どもた

ちの文化力、それが草加の文化力の向上につながるのかと思うので、教科書を見て終わるので

はなくて、その次の一歩踏み出せるように、是非、授業を通して取り組んでいただければ良い

かと思います。 

○小澤尚久委員 生徒の実態に、発想や構想の能力に課題が見られるため、「創意工夫と美し

く表現する技能を高める工夫」と挙げていただいていますが、技能を高める工夫というと、ス

ケッチや写真を活用するといったことが出てきました。その他にも、更なる技能の高まりを考

えた場合に、良い取組、草加の子どもたち、生徒たちに合った取組があれば、いくつか教えて

いただければと思います。 

○説明員 草加の子どもたちだけではなくて、昔、美術科は２時間続きでした。長い時間、取

り組めるということで、今、欠けてしまっているものは、１時間になり、長い時間ずっと集中

させて取り組むということができなくなったがゆえに、やれることが限られてきてしまったと

いうことが背景にあるかと思います。 

 ただ、現在はそれに代わる、例えばＩＣＴなどを使って修学旅行の際に、仏像などを見せる
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のにも、カラーで見せながら説明することができたりするということで、違った形でアピール

をして、子どもたちの中に、平面で見せるだけではなくて、視覚的に訴えながら、動くものを

見せながらアプローチをしていくという切り口で、最近は授業に取り組んでおります。 

○小澤尚久委員 そういった限られた時間の中で、教科書を使うということを考えた場合に、

この教科書のこういうところはより効果的に工夫されているといったところがもしあったら

教えてください。 

○説明員 現状の教科書では、教科書自体に様々な特色がありますので、良いところは多くあ

るのですが、開隆堂については、興味・関心、意欲の向上につながるようなことを感じられる

参考作品を載せていただいていたり、今、草加市で中学校のカリキュラムの中に、教育課程の

中に入れているものを、段階をへて入れていただいていたり、教員が使うことに対して使いや

すいということがあります。 

○髙木宏幸教育長 草加市の生徒の実態から、作品の制作について発想や構想の能力に課題が

あるというでした。これは、制作と鑑賞は別々のものではなく、当然関連してくるものだと思

います。ここにはいろいろな芸術家の作品等がありますが、これは本物で芸術家の作品です。

しかし、現実には中学生なので、すごいなというだけで終わってしまうとそれで終わってしま

うので、中学生の発想で考えた時に、どういう作品構想が練れるかという意味では、開隆堂は

生徒の作品、自分と同世代の子どもたちの作品で、こんなふうに描いてある、こんなふうに作

られていると、本物と同時に、自分たちの同世代の子どもたちがこんなものをつくり上げてい

るとなると、更にその発想が身近になってくるのかと思いますが、その辺りはいかがでしょう

か。 

○説明員 美術科では副教材を用いることが多いので、デザインの分野であったり絵画の分野

であったり、複合した教材などを使うのですが、作品が出来上がった時には、クラスの垣根を

越えて、学年で、学校の中で、美術室を、本校の場合は美術室と隣の家庭科室などに全部の作

品を展示して鑑賞し、同世代の子どもたちがどんなものを作っているかというのも、鑑賞会と

いうような形で実施しておりますし、県の美術展の写真等も持ってきて、子どもたちに見せた

りということで、今、他の学校でこういうことをやっている、うちの学校ではこういうことを

やっているということで、共通点から違うところなども含めながら示しているところです。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、次に、「中学校 英語」の選定資料の報告に入らせていただきます。 
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〈中学校 英語〉 

○髙木宏幸教育長 説明員の方、お願いいたします。 

○説明員 それでは外国語（英語科）についてご説明申し上げます。 

 まず初めに、草加市の生徒の実態でございますが、平成３０年度に行われました草加市学

力・学習状況調査の質問紙の「外国語活動の授業は楽しいですか」という質問に対して、小学

校５年生は９割近く、小学校６年生は８割近くの児童が「楽しい」と答えており、小学校外国

語活動で「聞くこと」「話すこと」について、慣れ親しんでいる子どもたちが中学校に入学し

てくることが分かります。一方、中学校では、「聞く」「話す」に「読む」「書く」が加わり、

４技能をバランスよく習得することが求められています。 

 そこで、草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてございますが、英語においては、「小

学校の外国語活動との関わりを通しての基礎的・基本的な知識・技能を習得させる工夫」とい

たしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明を申し上げます。各発行者の第１学年、一般

動詞、例えば「I like 〇〇」を取り扱っている単元を例にとって、ご説明させていただきま

す。 

 初めに、東京書籍「NEW HORIZON」についてでございます。２ページ、３ページをご覧くだ

さい。Unit、Daily Scene、Presentationの３部構成となっております。３８ページ、３９ペ

ージをご覧ください。Unitのパートは、基本文を練習するための基本練習、Listen、Speak、W

riteの練習問題があり、毎時間同じ流れで学習が展開されるような工夫が見られます。４１ペ

ージをご覧ください。基本文は、文章であったり会話文であったり、パートにより様々でござ

いますが、このページに見られるように、文の構造が視覚的に分かりやすく書かれており、右

側に文法の説明が書かれているといった特徴が見られます。 

 次に、現在使用している開隆堂「SUN SHINE」についてでございます。４ページ、５ページ

をご覧ください。PROGRAM、Power-Up、My Projectの３部構成となっております。PROGRAMで学

んだ４技能を伸ばすPower-Up、My Projectではスピーチを中心にした技能の統合的活用を図る

活動について工夫が見られます。３０ページ、３１ページをご覧ください。PROGRAMの各セク

ションでは、Basic Dialogで基本的な文法を学習させた後に、Listen、Speak、Tryの三つの段

階を追った後、右ページで本文に取り組み、最後にWriteで自己表現に取り組ませるといった、

毎時間同じ流れで学習が展開されております。次に、４４ページをご覧ください。My Projec

tの単元は、指導内容がやや高度な部分も含まれ、英語を得意とする生徒が更に力を伸ばすこ
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とができます。最後に、５６、５７ページをご覧ください。このPOWER-UPの単元では、生徒が

英語を使って楽しく活動をすることができるといった特徴が見られます。 

 次に、学校図書「TOTAL ENGLISH」でございます。２ページ、３ページをご覧ください。Ch

apter１には、三つのLessonがあり、Chapterは全部で四つございます。各Chapterの最後に自

己表現力に取り組ませるProjectがございます。２０ページ、２１ページをご覧ください。Le

ssonの各セクションにおいて、Target Sentenceで基本的な文法を学習させた後に、Listenin

g、Speaking、Writingの練習問題があります。毎時間同じ流れで学習が展開されるという点で

工夫が見られます。Target Sentenceは、文章であったり、会話文であったり、文法によって

様々で、簡単な文法が矢印で示されております。他の発行者はbe動詞から学習が始まりますが、

Lesson１に一般動詞を導入しているといった特徴が見られます。 

 次に、三省堂「NEW CROWN」でございます。４ページ、５ページをご覧ください。統合的な

活動として、Projectが３か所配置されております。Lessonは四つのパート、とびら、GET、U

se、文法のまとめに分け、GETで聞いたり話したりしながら基本文の定着を図り、Useでは読む

力、話す力、書く力等の育成を図るといった工夫が見られます。Lessonによって、GET、Use、

の構成は様々でございます。具体的には、３６ページ、３７ページをご覧ください。聞いてみ

よう、話してみよう、書いてみようといった流れで１時間の構成がされています。４６ページ、

４７ページをご覧ください。Projectのページでは、統合的な活動が行えるといった特徴が、

この教科書では見られます。 

 次に、教育出版「ONE WORLD」でございます。見開き２ページ目の「この教科書で英語を学

ぶみなさんへ」をお開きください。Lessonは全部で九つあり、Projectは三つあります。一つ

のLessonの中は、Hop、Step、Jumpの三つで構成されています。３６ページ、Lesson３はHop

であり、３７ページには、Listen、Speak、Writeの活動がございます。４０、４１ページはS

tep、さらに４４、４５ページはJumpで、活用を求めた内容について工夫が見られます。また、

この教科書は別冊が付いており、PLUS Activityとして、様々な活動を通して、更に活用する

ための冊子が付いているといった特徴が見られます。 

 次に、光村図書「CLUMBUS21」でございます。２ページ、３ページをご覧ください。Unitは

全部で１１あり、その中にGo for It!が三つ、まとまった分量の英文を読むLet's Readの二つ

で構成されております。４８、４９ページをご覧ください。Unitのパートごとに基本文で基本

的な文法について学習させ、Listen、Speak、Writeで練習をさせ、まとめとして、５４、５５

ページのGo For It!で、基本的な表現力を身に付けさせる構成になっている点で工夫が見られ
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ます。また、全体的に色使いが優しくなっている点と、本文が一貫したストーリーになってお

り、物語の展開を期待しながら読み進むことができる工夫がされているといった特徴が見られ

ます。 

 最後に、現在使用している開隆堂「SUN SHINE」の使用実績についてでございます。見開き

２ページで１時間の授業が完結しており、使いやすく、分かりやすい教科書であるという意見

が聞かれます。例えば３０ページ、このリスニング教材は、英語が苦手な生徒も取り組みやす

い内容となっており、ほぼ９割の生徒が正解できるので、生徒が自信をもって取り組むことが

できるという意見があります。生徒の実態に応じた指導が可能です。 

 本文の量や、内容、難易度も適切であり、身近なテーマや、生徒が興味・関心をもつような

テーマが設定されております。英語学習だけでなく、今後どう生きていくかといったことも考

えられるという感想も聞かれます。また、リーディングはもちろん、リスニング、スピーキン

グ、ライティングなど、様々な活動が盛り込まれていて、４技能をバランスよく指導すること

ができる、という良い評価があります。 

 説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、報告が終わりました。それでは、質疑及び協議に入りたいと思い

ます。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。 

○村田悦一教育長職務代理者 確認をさせていただきたいのですが、ここでは小学校外国語活

動との関わりということが出てきます。６年生は外国語活動で、来年からは外国語（英語）に

なりますので、外国語活動から英語になっても、小中のつながりは変わらないのでしょうか。

外国語活動が小学校５、６年生で英語、３、４年生から外国語活動となった時に、中学校で何

か変わってくることがあるのでしょうか。 

○説明員 現行の外国語活動では、主に「聞く」「話す」を中心とした学習内容になっており

ますが、外国語に変わった段階で、文字指導も入ってきます。そういった意味で、この教科書

につきましては、接続ということではないのですが、それを踏まえた指導に変えていく必要が

あると考えております。 

○村田悦一教育長職務代理者 小学校ではコミュニケーション能力、「聞く」「話す」の学習

で、四つの技能の中で中学校ではコミュニケーションのことは、説明の中で出なかったと思う

のですが、小学校での英語を通してのコミュニケーション能力については、中学校でも取り組

んでいると思います。小学校で学んだコミュニケーション能力を中学校で更に伸ばすような教

科書なのか、それとも４技能で、それとは違うということになるのでしょうか。 
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○説明員 現行の教科書は、４技能のバランスで教科書が構成されています。ただ、今の小学

校６年生から、新しい外国語を学んで進学しますので、今までは文字も０からということで考

えていたのですが、ある程度文字も単語も頭の中に入って入学してくるということで考えてい

く必要があると思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 先ほど、平成３０年度の調査で、外国語について、５年生が９

割、６年生が８割、興味・関心を持っているということでしたが、英語になってそれがどうな

るのか、楽しみであり心配でもあるのですが、そのことも踏まえて、草加市では小中一貫教育

の中で、今度は３年生からの活動が英語になり、最終的には草加市で英検の補助もして、３級

の取得率も数字として出しているので、目標に向かって、教科書がしっかり使われるようにお

願いしたいと思います。 

○髙木宏幸教育長 現行の外国語科の学習指導要領で、コミュニケーション能力は４技能全て

ですよね。４技能全てがコミュニケーション能力、つまり書くことも読むこともコミュニケー

ションの一つであるということで、ただ、今回の全国学力・学習状況調査の結果を見ると、ス

ピーキングの結果は非常に正答率が低く、これが課題になっています。 

 ですので、「聞くこと」「話すこと」は、小学校の外国語活動からも十分取り組んでいます

が、実際にテストで求められている、リスニングはかなりの正答率なのに対して、スピーキン

グは低いということに対して、現行の教科書の使用実績でいくと、開隆堂の編集構成は、スピ

ーキングに対してはいかがでしょうか。 

○説明員 スピーキングに関しては、濃い内容とは言えませんが、それぞれのページで用意さ

れておりますので、授業の中でどのように使っていくかが重要だと思います。特に、小学校で

は、ＩＣＴ等を非常に活発に活用されていますので、中学校でもＩＣＴ等を取り入れて教科書

を使っていく必要があると思っております。 

○加藤由美委員 昨年度、５、６年生の外国語の授業を見させていただいて、みんな楽しそう

に、ジェスチャーを加えて授業を受けていたことがとても印象的で、中学校で英語の授業が始

まって、その姿が見られなくならないように、積極的にコミュニケーションをとる子どもたち

の姿がなくならないような授業を続けてほしいと思います。 

○宇田川久美子委員 中学校では、辞書を使おうということがあるようですが、辞書は必携で

すか。 

○説明員 ほとんどの学校で、学校に持って来させてはおりません。ただ、自宅にある今は電

子辞書をかなりの割合で使用していると思うのですが、また、各校の図書室等で１クラス分は
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常備していると思います。「SUN SHINE」では、２３ページに「辞書を引いてみよう」という

ページがございます。授業中及び家庭学習等で、単語の意味等が分からなくなったり調べたく

なったりした時には、各社とも巻末に単語と熟語をそれぞれ使われている内容での意味は載っ

ているので、そういったものを活用して自習学習及び予習学習をしているのが実態です。 

○宇田川久美子委員 私たちの時代は、辞書が真っ黒になったら学習能力が高まったというこ

とが言われていました。白かった辞書が黒くなることがうれしいという感覚があったのですが、

今は、現実的には分からなくなったら電子辞書を引いてみるということですか。 

○説明員 はい。辞書指導にあまり多くの時間は割いておりません。 

○髙木宏幸教育長 他にご意見、ご質問はございますか。 

 それでは、これより技術・家庭科の技術分野、家庭分野、美術、英語の教科用図書に係る採

択に入ります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 記入はお済みでしょうか。 

 次に、投票箱が空か確認いたします。 

(「空でございます」と言う者あり) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、加藤委員から投票をお願いいたします。 

(  投  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、開票状況につきまして、加藤委員と事務局で確認をお願いいた

します。 

(  開  票  ) 

 

○髙木宏幸教育長 お待たせしました。集計結果を発表いたします。 

 技術・家庭科の技術分野、開隆堂出版株式会社６票ですので、開隆堂出版株式会社といたし

ます。 

 技術・家庭科の家庭分野、開隆堂出版株式会社６票ですので、開隆堂出版株式会社といたし

ます。 

 美術、開隆堂出版株式会社６票ですので、開隆堂出版株式会社といたします。 

 英語、開隆堂出版株式会社６票ですので、開隆堂出版株式会社といたします。 
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 以上でございます。 

 以上で、第３２号議案につきましては、決定をいたしました。 

 

○髙木宏幸教育長 続きまして、その他の報告がございましたらお願いいたします。 

○教育総務部長 特にございません。 

○髙木宏幸教育長 その他の報告がないようでしたら、次回の教育委員会の日程について、事

務局からお願いいたします。 

○説明員 次回の教育委員会の日程でございますが、第８回定例会を８月２０日、火曜日、時

間は午前９時から、教育委員会会議室でお願いしたいと思います。 

 

   ◎閉会の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、以上をもちまして本日の委員会を終了いたします。 

午後３時１５分 閉会 

 


